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会 期 月 日 曜日 開 議 時 間 摘       要 備    考 

第１日 ３月４日 木 午前10時 

本会議（開会） 

・追悼演説（故涌井仙一郎議員） 

・黙祷 

・会議録署名議員の指名 

・会期の決定 

・諸般の報告 

・議案上程 

・説明・質疑・討論 
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第３日   ６日 土   〃  
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第５日   ８日 月   〃  

第６日   ９日 火 午前10時 本会議（一般質問）  

第７日   10日 水 
午前９時 

予算審査特別委員会（総 務 課） 
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 講堂） 
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    〃    （議会事務局） 

         （監査委員書記） 
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午後１時 議会活性化特別委員会 

第10日   13日 土  休会（議案調整）  

第11日   14日 日  休会  

第12日   15日 月 

午前10時 予算審査特別委員会（総括質疑）  

午前11時 総務文教常任委員会 
（公民館３階 

 講堂） 



   午後１時 民生産建常任委員会  

第13日   16日 火  休会  

第14日   17日 水   〃  

第15日   18日 木   〃  
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本会議（閉会） 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 
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・議会報編集 

 特別委員会 
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令和３年第１回高山村議会３月定例会会議録（第１号） 

 

令和３年３月４日（木曜日） 

                                  

高山村告示第３号 

 令和３年３月４日、高山村議会３月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和３年２月８日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第１号 専決処分した条例の承認を求めることについて（職員の特殊勤務手当に関 

           する条例の一部を改正する条例） 

日程第５ 承認第２号 専決処分した条例の承認を求めることについて（高山村第１号会計年度任 

           用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例） 

日程第６ 承認第３号 専決処分した条例の承認を求めることについて（高山村第２号会計年度任 

           用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例） 

日程第７ 承認第４号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村診療所特別会計 

           補正予算（第４号）） 

日程第８ 承認第５号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村一般会計補正予 

           算（第７号）） 

日程第９ 承認第６号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村診療所特別会計 

           補正予算（第５号）） 

日程第10 同意第１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 

日程第11 議案第１号 長野広域連合規約の変更について 

日程第12 議案第２号 長野広域連合における財産の処分について 

日程第13 議案第３号 特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例の一部を改正する条例 

日程第14 議案第４号 高山村営住宅等基金条例 

日程第15 議案第５号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例 

日程第16 議案第６号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第17 議案第７号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例 
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日程第18 議案第８号 高山村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準 

           等を定める条例等の一部を改正する条例 

日程第19 議案第９号 高山村高齢者交流センター松の湯荘指定管理者の指定について 

日程第20 議案第10号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について 

日程第21 議案第11号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について 

日程第22 議案第12号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について 

日程第23 議案第13号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について 

日程第24 議案第14号 長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部を変 

           更する連携協約の締結について 

日程第25 議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算 

日程第26 議案第16号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計予算 

日程第27 議案第17号 令和３年度高山村診療所特別会計予算 

日程第28 議案第18号 令和３年度高山村介護保険特別会計予算 

日程第29 議案第19号 令和３年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第30 議案第20号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計予算 

日程第31 議案第21号 令和３年度高山村農業集落排水事業特別会計予算 

日程第32 議案第22号 令和３年度高山村下水道事業特別会計予算 

日程第33 議案第23号 令和３年度高山村上水道事業会計予算 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第１号～承認第６号 

５ 同意第１号 

６ 議案第１号～議案第２３号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 黒 岩 清 道 議員       ２番 髙 井 央 葉 議員 

３番 柴 田 弘 男 議員       ４番 湯 本 辰 雄 議員 

５番 西 原 澄 夫 議員       ６番 西 條 正 純 議員 

７番 酒 井 康 臣 議員       ９番 畔 上 孝 一 議員 

10番 水 谷   清 議員       11番 宮 川 登志一 議員 
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12番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午前10時04分  開 会 

○議 長（松本 茂議員） 

 ただいまから令和３年第１回高山村議会３月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。高山村議会３月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和３年高山村議会３月定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位におかれまし

ては大変お忙しいところ御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申し上

げます。 

 日頃皆様方には、議会活動を通じまして村政発展のために御尽力を賜っておりますことに、重ね

て御礼を申し上げる次第であります。 

 まず初めに、去る１月５日に御逝去されました元高山村副議長、涌井仙一郎様の御冥福を心から

お祈り申し上げます。 

 涌井仙一郎様には11年３か月の長きにわたり議員活動に御尽力いただき、その優れた知識を議会

活動に遺憾なく発揮されました。 

 また、議会活動のほか、村文化財保護審議会委員として20年間歴任され、その活躍には目を見張
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るものがありました。改めて御冥福をお祈り申し上げます。 

 さて、平成23年に発生した東日本大震災から、間もなく10年が経過いたします。 

 改めまして、お亡くなりになられました多くの皆様の御冥福をお祈り申し上げますとともに、御

遺族の皆様には哀悼の誠をささげ、いまだ道半ばと言われております被災地域の皆様が、一日も早

くふるさとに帰ることができることを望むものであります。 

 東日本大震災だけでなく、その後も日本各地で自然災害が多く発生していますので、改めて、あ

らゆる災害に強い村づくりの必要性を痛感しているところであります。 

 そうした中で、世界的に感染が拡大し、いまだ終息が見通せない新型コロナウイルス感染症対策

につきましては、全力を挙げて取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染症感染終息に向けて切り札となるか、大変期待されているワクチン接種

が、２月17日に日本でも始まりました。 

 このワクチン接種はいまだかつてない大変大がかりなものでありますので、本村におきましても、

国・県と連携を図りながら、十分な準備体制を取り、安全・安心に心がけてワクチン接種を実施し

てまいりますので、村民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 さて、世界に目を向けますと、社会・経済情勢の不透明感と混迷は深まるばかりで、全く予断を

許さない状況となっています。 

 このような世界情勢の中ではありますが、我が国においては一昨日の３月２日に令和３年度予算

案が衆議院を通過し、一般会計総額は106兆6,097億円と９年連続で過去最大となりました。 

 政府におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策に全力を挙げていただき、景気回復の実

感が持てる社会経済の構築を期待するものであります。 

 令和３年度の村政運営方針につきましては、後ほど申し上げますが、新年度を迎えるに当たりま

して、改めて「めざす未来は豊かな高山村と、そこに暮らす村民の幸せ」を求め、「元気で活気あ

る村づくりを村民の皆様と共に作りあげていくこと」を、肝に銘じて取り組んでまいりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 今定例会に提案いたしました案件は、承認及び同意７件と議案23件の、合わせて30件でございま

す。十分御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 ここでお願いをいたします。 

 入院加療中でありました故涌井仙一郎議員は、１月５日に御逝去されました。謹んで哀悼の意を

表します。 

 故涌井仙一郎議員に、高山村議会先例集に基づき、追悼の演説を宮川副議長よりお願いいたしま

す。 

○11番（宮川登志一議員） 
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 ここに、私は、皆様のお許しを得て、故涌井仙一郎議員の御霊に対し、謹んで追悼の言葉を申し

上げます。 

 一昨年10月頃から体の不調を訴えられ、病との闘いとともに治療に専念されてこられ、私どもは

一日も早い快方を祈り、村議会の先人としての御教授、御助言を期待しておりました矢先、不帰の

客となられましたことは痛惜の極みであります。 

 人の世の定めとは申しながら、その逝去があまりにも早く、村政の先輩を失うことは惜しみても

余りあるものがあります。 

 涌井議員は、昭和19年２月に本村駒場区に生まれ、高山中学校、須坂園芸高校を卒業後、気象庁

地震観測所に就職され、観測部地震課に勤務の傍ら、東京理科大学理学部の課程を修められた後、

地震火山部地震津波監視課主任技術専門官、精密地震観測室主任研究官などを歴任され、平成16年

３月に退官されました。 

 その卓越した行動力と優れた才能は、高い人望と相まって、地域住民はもとより、広く村民の支

持を得ることになりました。平成21年８月に行われた高山村議会議員選挙において、見事当選され

て、以来11年３か月の長きにわたり、村政の発展に貢献されました。 

 その何事にも卓越した見識と政治的手腕は、地域の人々からも厚い信望を集めるところでありま

す。議会副議長をはじめ、議会運営委員長、総務文教常任委員長、議会報編集特別委員長、雁田山

砕石問題調査特別委員長のほか、監査委員などを歴任され、常に高山村議会のリーダーとして御活

躍されました。 

 さらに、気象庁に長く奉職された経験から、近年における集中豪雨や大型台風などによる大規模

自然災害から住民の生命を守るための事業を重視され、本村に砂防堰堤構造事業を導入するに当た

って、地権者や地元の理解を得るため、議員の立場から積極的に御尽力されました。 

 また、議員就任以前から、文化財に強い思いを持たれ、平成12年から20年間の長きにわたり、高

山村文化財保護審議会委員として御活躍され、高山村牧地区の明徳寺の六地蔵石幢の県宝をはじめ、

湯倉洞窟の遺跡や水中のしだれ桜など、29件に及ぶ指定文化財の指定に関わるなど、村の文化財の

保護に多大なる御貢献をされました。 

 一方、平成19年からの６年間は、法務大臣からの委嘱を受け、人権擁護委員として、人権擁護及

び人権思想の普及高揚に大きく貢献されました。 

 このような幾多の御功績は、必ずや末永く後世に語り継がれるものと確信しております。 

 改めて、心から涌井議員の御冥福をお祈り申し上げますとともに、残された私たちは、涌井議員

の御遺志を継承し、高山村の発展のため、全力を傾注することをお誓い申し上げ、追悼の言葉とい

たします。 

 令和３年３月４日、高山村議会副議長、宮川登志一。 

○議 長（松本 茂議員） 
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 ここに、故涌井仙一郎議員の御冥福を祈り、謹んで黙祷をささげたいと思います。 

 御起立をお願いいたします。 

 黙祷。 

（黙  祷） 

○議 長（松本 茂議員） 

 お直りください。ありがとうございました。御着席をお願いいたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配りました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、11番 宮川登志一議員、１番 黒岩清道

議員及び２番 髙井央葉議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から３月19日までの16日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から３月19日までの16日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおりです。所管の

常任委員会に付託しましたので報告します。 
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 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、11月、12月及び１月分の執行した出納検査について報告があり、別紙のとおりお

手元に配りましたので報告します。 

 雁田山砕石問題調査特別委員会の副委員長の互選の結果を、お手元に配りました名簿のとおり報

告します。 

 報告第１号 高山村商工会からの要望書、報告第２号 信州高山村観光協会からの新型コロナウ

イルス感染症に係る要望書があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第１号 

～  

日程第33 議案第23号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第４ 承認第１号 専決処分した条例の承認を求めることについてから日程第33 議案第23

号 令和３年度高山村上水道事業会計予算までの30件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 令和３年度一般会計予算案をはじめとする各議案の御審議をいただくに当たり、私の村政運営に

向けての所信の一端と主要施策の概要を申し上げ、議員各位並びに村民の皆様の御理解と御協力を

お願いする次第であります。 

 まず初めに、昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により緊急事態宣言が発出され、国

内の経済活動に大きな影響を及ぼすとともに、国内外ともに自由な往来が自粛されるなど国民生活

の不安が助長された１年でもありました。 

 現在、緊急事態宣言が再発出されている中で、新型コロナウイルス感染症の終息は見通せません

が、本村におきましては、基本的な感染症対策を念頭に置いた新しい生活様式を徹底する中で、主

要なイベントや行事等を工夫しながら開催するとともに、各種の経済対策などにより一日も早く希

望に満ちた明るい村民生活が送れるよう努めているところであります。 

 しかしながら、いまだ村内の商工観光業は大変大きなダメージを受けておりますことから、新型

コロナウイルスにより影響を受けた村民の皆様の暮らしや地域経済を守ることを最優先課題として、
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さらにきめ細やかな支援に取り組んでまいる所存であります。 

 村民の皆様には、引き続き現下のコロナ危機を克服できるよう、今後のスムーズなワクチン接種

などに御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 村といたしましては、引き続き国や県としっかりと連携を図りながら、コロナウイルス感染症対

策に万全を期してまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 そのような中で、私は、人づくりを柱に据えて、「豊かな高山村とそこに暮らす村民の幸せ」を

目指し、職員とともに現場主義に徹し、50年先、100年先を見据えて村づくりに当たる中で、人口

減少問題に取り組むとともに、農業、商工業、観光振興等により活力ある村づくりを進めていると

ころであります。 

 おかげさまで、厳しい行財政運営が迫られる中ではありますが、昨年スタートいたしました第六

次高山村総合計画に沿って事業を円滑に推進してまいったところであります。 

 特に喫緊の課題でありました子育て支援センターの整備につきましては、昨年４月に保健福祉総

合センター内に専用スペースを設け、開所の運びとなりましたほか、豊かな自然を生かした魅力あ

る観光振興に取り組むとともに、本村を訪れるお客様の流れをつくるにぎわいの場の整備につきま

しては、最終拠点と位置づけております山田牧場を先行して着手いたしました。 

 しかしながら、整備予定地には貴重な植物が自生していることが判明したことから、奥山田野生

植物研究会や地元の皆様と協議を重ねてまいりましたが、引き続き関係の皆様の御理解と御協力を

いただきながら事業を進めてまいることとしております。 

 さらに、新年度は、徹底した新型コロナウイルス感染症防止対策と経済支援策を強化するととも

に、自然災害など、あらゆる災害に強い「安全・安心な村づくり」を最重要課題に位置づけるとと

もに、子育て支援策の充実による「幸せな村」、村民の皆様が誇れる、そして訪れるお客様に満足

していただける「誰からも愛される村」、安定した果樹産業や村内各商工業事業者等への支援を強

化した「各産業が充実した村」、お客様でにぎわう「活力ある元気な村」を５つの柱として、積極

的に村政運営に取り組んでまいる所存であります。 

 また、国では、カーボンニュートラルに向けてグリーン社会の実現とデジタル改革の２本を柱に

据えて、経済再生に取り組む方針を示しております。 

 本村におきましても、再生可能エネルギーへの転換が図られる資源等を調査し、脱炭素社会に向

けた全体構想を取りまとめていくなど、着実に準備を進めてまいりたいと考えております。 

 さらに、第六次高山村総合計画の将来像である「ずっと住みたい また訪れたい いいね信州高

山」を目指し、各種の施策を村民の皆様とともに力強く推進してまいりますので、今後ともなお一

層の御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 以下、主な施策につきまして順次その概要を申し上げます。 

 まず、初めに「活力とにぎわいのある産業のむら」について申し上げます。 
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 本村の基幹産業であります農業につきましては、恵まれた自然条件や村を挙げての環境保全型農

業の推進等によって、りんごやぶどうなどの果樹は安全で安心なおいしい農産物として市場や消費

者の皆さんから高い評価をいただいており、特にりんごにつきましては「高山村産りんご」として

ブランド化されておりますが、農業従事者の高齢化や後継者不足などにより樹園地の面積が減少し、

生産量の確保が課題となっております。 

 このような状況を踏まえ、農業委員会やＪＡなどと連携を図り、農地中間管理機構事業等を活用

し、認定農業者や認定新規就農者など、経営の規模拡大を目指す担い手農家の皆さんへの農地集積

を図るとともに、りんごやぶどう等の優良系の苗木の更新や棚資材の導入を支援し、ＩＣＴ技術等

を活用しながら生産量の確保に努めてまいります。 

 さらに、本村で新規就農を目指す皆さんを村外から積極的に受け入れるため、ウェブ等での就農

相談会へ参加し、本村の魅力をＰＲするとともに、就農に関心のある方には就農体験会等の開催や、

「就農おためし住宅」の活用により、新規就農者の確保に努めてまいります。 

 また、熊やイノシシなどの有害獣から農作物や人命を守るため、地域の皆さんによって恒久電気

柵等の維持管理が行われておりますが、高齢化とともに維持管理が大きな負担となってきておりま

すことから、引き続き電気柵維持管理交付金制度により、地域の負担軽減を図るとともに、適正な

維持管理に向けて支援してまいります。 

 将来を見据えた魅力ある農業の基盤づくりにつきましては、県営中山間総合整備事業により、引

き続き水路等の改良工事を進めるとともに、老朽化が著しい地力増進施設の改修工事に着手いたし

ます。 

 また、災害に強い国土強靱化を進めるため、ゲリラ豪雨など異常出水に対応するため、千本松地

区や不動川の用排水路の整備に取り組むとともに、自然災害や市場価格の下落など様々なリスクか

ら農業経営を守るための収入保険に対する支援を行ってまいります。 

 林業振興では、森林の健全な育成や森林景観の保全の観点から、被害の拡大が懸念されておりま

す松くい虫の防除対策について、国・県の補助金を活用しながら重点的に駆除を実施してまいりま

す。 

 さらに、森林環境譲与税を財源とする新たな森林管理システムがスタートしたことに伴い、民有

林の境界や森林整備の現状等の調査を行い、森林の適正な管理に努めてまいります。 

 商工業の振興につきましては、コロナ禍で大きな影響等を受けた商工観光事業者を支援するため、

引き続き商工会のプレミアム付き商品券発行事業を支援するとともに、県の中小企業振興資金等の

融資に伴う利子補給や信用保証協会保証料の負担などの支援を拡大してまいります。 

 観光の振興につきましては、コロナ禍の影響で従来のように多くの皆さんに参加していただくイ

ベントや事業等の開催が難しい中で、宿泊事業を営まれる皆さんは営業の有無にかかわらず、多額

の固定経費が重くのしかかってまいりますことから、歴史ある温泉地の事業継続を図るため、引き
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続き温泉使用料の減免等を実施するとともに、新型コロナウイルス感染症の徹底した感染防止に努

めながら、新たな生活様式に対応した誘客事業などの観光振興に努めてまいります。 

 また、大きなイベントの一つとして、本年５月に開催予定の日本将棋連盟主催による第79期名人

戦への支援や都市部などで開催される観光ＰＲ事業等に参加し、本村の知名度アップに努めてまい

ります。 

 さらに、村の観光総合パンフレットを見直し、村の魅力をさらに県内外に広くＰＲし、誘客に努

めてまいります。 

 次に、「笑顔あふれる健康・福祉のむら」について申し上げます。 

 我が国の人口は、平成17年に減少局面に入り、少子化問題は社会経済の根幹を揺るがしかねない、

待ったなしの課題であります。 

 子どもは、社会の希望であり地域の宝であります。次代の社会を担う子どもを安心して産み育て

ることのできる環境を整備し、子どもたちが健やかに育つことのできる社会の実現を目指し、引き

続き、村では結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至るまでのライフステージに応じた総合的な少

子化対策と子育て支援に取り組んでまいります。 

 また、少子化の一因と言われております未婚化や晩婚化につきましては、長野県婚活支援センタ

ーと連携する中で、結婚相談事業を実施するほか、社会福祉協議会並びに商工会等の皆さんととも

に婚活イベントを開催する等、出会いの場の拡大に努めてまいります。 

 さらに、結婚を機に村内に定住される方には、結婚祝い金を支給するとともに、住宅建設及び賃

貸、引っ越し費用を補助するなど、結婚に対する経済的不安の解消とともに、人口の流出防止と定

住を促進してまいります。 

 子育て支援につきましては、引き続き出産祝い金や乳幼児家庭育児給付金を支給するほか、不妊

治療に対する治療費を助成し、経済的な負担軽減を図ってまいります。 

 また、家庭で保育を行っている保護者が都合により保育することができない場合は、登録した保

育提供者が保護者に代わって保育を行うファミリー・サポート・センターの運用を開始するととも

に、子育て世代を支援してまいります。 

 保育園につきましては、多様化する保育ニーズに的確に対応するため、たかやま保育園の受入れ

体制を整えるとともに、３歳未満児の発達段階に応じて、きめ細やかな安全で安心な離乳食を提供

するため、新たに栄養士を配置してまいります。 

 また、３歳から５歳児及び住民税非課税世帯に属する３歳未満児の幼児教育保育無償化の対象児

童の副食費を引き続き全額公費負担し、子育て世帯の経済的な負担軽減を図ってまいります。 

 高齢者施策につきましては、民生児童委員会など関係の皆さんと連携を図りながら、独り暮らし

高齢者等の皆さんに対する安否確認の見守り活動を充実するとともに、地域包括ケアシステムの構

築に向けて、地域住民をはじめ、ボランティア、企業等と連携して生活支援体制整備事業による在
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宅医療・介護連携推進事業を一体的に提供し、高齢者の皆さんが安心して暮らせる地域づくりに努

めてまいります。 

 障がい者施策につきましては、社会福祉協議会や須高地域総合支援センターと連携を図りながら、

障がい者を地域で支え合い、あらゆる活動に参画していただけるよう自立を支援するとともに、須

高３市町村で連携し、新たに須高地域成年後見支援センターを設置し、制度の普及啓発を図るとと

もに、申立てに対する支援を行って制度の利用促進を図ってまいります。 

 また、本村の特定健診におきましては、糖尿病及びその予備軍の皆さんが依然として多く見受け

られることから、食生活改善推進協議会や教育関係機関等と連携し、糖尿病予防対策事業を推進す

るとともに、保健指導において個別指導の充実を図る等、糖尿病の発症予防、重症化予防に努めて

まいります。 

 また、新たに75歳以上の後期高齢者の皆さんに対する保健指導事業を積極的に行い、健康寿命の

延伸と医療費の抑制に努めてまいります。 

 いまだ終息の見えない新型コロナウイルス感染症の蔓延防止のため、国では16歳以上の国民を対

象にワクチン接種を実施するという、いまだかつてない取組でありますが、村では村民の皆様に対

し、効率的にワクチン接種が実施できるよう県と連携し、総力を挙げて体制の整備に取り組んでま

いります。 

 次に、「豊かな自然と共生する安全・快適なむら」について申し上げます。 

 高山村景観条例や高山村地球にやさしい環境基本条例、日本で最も美しい村連合や、志賀高原ユ

ネスコエコパークの理念に沿って、豊かな自然環境の保全に努めるとともに、世界首長誓約を実践

するため、エネルギーの地産地消、温室効果ガスの大幅削減、気候変動などへの対応の３つの取組

を展開し、気候エネルギー自治の確立に努めてまいります。 

 また、昨年から住宅用蓄電池システムの設置に係る支援を行い、さらなる再生可能エネルギーの

活用に努めておりますが、国・県とともに2050年の脱炭素社会の実現に向けて、再生可能エネルギ

ー導入の基礎調査など全体構想の策定に取り組んでまいります。 

 生活基盤の根幹であります道路交通網の整備につきましては、幹線道路網整備計画や橋梁長寿命

化修繕計画に沿って、引き続き国の社会資本整備総合交付金等を活用しながら、安全性を重視した

生活道路の確保に努めてまいります。 

 また、通学路の歩道整備としては、村道紫中山線に接続する村道荒井原紫２号線の測量設計に着

手し、児童生徒等の安全な歩行空間の確保を図ってまいります。 

 移住・定住の促進につきましては、45歳以下の若者が親との同居を機に住宅を購入または増改築

する場合、新たに若者住宅建設促進事業により助成し、人口増加と世代間の支え合いを推進します。 

 また、増加傾向にある空き家の活用を促進するため、空き家の購入や増改築費用などの助成を拡

充し、空き家の有効活用を推進します。 
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 さらに、村営住宅の適正な維持管理を図るため、長寿命化計画を策定するとともに、新たに高山

村営住宅等基金条例を制定し、安定した財源確保と居住環境の整備に努めてまいります。 

 上下水道のインフラ整備につきましては、水道水の安定供給と下水道の適正処理のため、施設の

計画的な整備により長寿命化を推進してまいります。 

 また、農業集落排水事業特別会計につきましては、国の強い要請に基づき、公営企業会計へ移行

するため、新たに資産調査などに着手してまいります。 

 治山・治水対策につきましては、防災・減災対策として、引き続き緊急自然災害防止対策事業債

を活用しながら、不動川の河川改修を進め、災害の発生予防と拡大防止に努めてまいります。 

 安心で快適に暮らせるための公共交通の確保につきましては、利用していただく皆様の声を聞き

ながら、より利用しやすく持続可能なシステムの構築に努めてまいります。 

 村民生活の安全・安心の確保につきましては、東日本大震災から間もなく10年が経過し、被災地

では落ち着きを取り戻しつつある中で、去る２月13日にはその余震とみられるマグニチュード7.3

と推定される大地震が発生し、宮城県や福島県などで建物被害が発生するなど衝撃が走りました。 

 このように、今なお地震や大雨による土砂災害、火山噴火などによる大規模な自然災害が全国各

地で発生しております。本村におきましても令和元年東日本台風の検証を踏まえ、今後の集中豪雨

や地震等による自然災害に備えるとともに、実践的な防災訓練等を通して、引き続き危機管理・防

災意識の醸成に努めてまいります。 

 また、自然災害など一朝有事の際は、常備消防はもとより地域の安全・安心を守る消防団員の存

在は極めて重要であります。しかしながら、近年は社会の就業構造の変化などにより、年々団員の

確保が難しくなっております。このため、村では特定の活動に参加する機能別団員制度の導入を図

るほか、消防団員の活動拠点となる新たな消防詰所の整備に助成するなど、環境整備に努めてまい

ります。 

 次に、「一人ひとりが輝く教育、文化・スポーツのむら」について申し上げます。 

 村では教育委員会との相互連携を図り、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき設置

した総合教育会議や教育大綱に沿って、教育行政の推進に努めてまいります。 

 保育園・学校教育につきましては、子どもたちが生きる力を身につけ、個性や創造性を伸ばしな

がら次代を担う人材として成長できるよう、保育園から中学校まで一貫した教育体系の整備充実に

より学力の向上を図るとともに、保育園・学校・家庭・地域が一体となって信州型自然保育やユネ

スコスクール等に関する学習を支援するなど、学校支援ボランティアの充実に努めてまいります。 

 小学校では、平成30年度に刊行いたしました、小学３・４年生の社会科等で使用する副読本を教

材に、村のすばらしい自然や文化・産業などについて学び、ふるさと高山村に愛着を持つことがで

きるよう活用を図ってまいります。 

 一方、中学校では、引き続き数学や英語の少人数学級編制のための学習支援員を配置し、生徒の
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学力の向上を図るほか、小中学校に心の悩みを抱えた児童生徒の相談のためのスクールカウンセラ

ーや、不登校ぎみな児童生徒を支援する不登校対策支援員を配置するなど、基本的な生活習慣や学

習習慣の向上に取り組んでまいります。 

 また、小中学校における新学習指導要領では、新たに情報活用能力が学習の基礎となる資質・能

力と位置づけられており、小学校におけるプログラミング教育が必須になるなど、児童生徒一人ひ

とりの個別最適化と創造性を育む教育を実現することとされています。このため、国が進めるＧＩ

ＧＡスクール構想に基づき、児童生徒１人１台のパソコン端末機や学校内の高速通信網環境整備に

よる教育のＩＣＴ化を進め、時代に対応できる人材の育成に向けた学校教育を積極的に推進してま

いります。 

 さらに、小中学校入学時の入学祝い金やテストの経費、総合的な学習の時間等に使用するバスの

運行経費や、緊急連絡システムの経費などを引き続き村費負担するとともに、学校給食費につきま

しても、引き続き１食当たり140円、児童生徒１人当たりで年間２万8,000円の公費負担を行うほか、

住民税非課税世帯の児童生徒の給食費を全額公費負担とし、保護者の経済的な負担軽減を図るとと

もに、学校給食の質の確保と充実に努めてまいります。 

 高校生に対する支援では、奨学金の貸与をはじめ、村内の定期路線バスを利用する高校生を対象

に定期券購入費の70％を補助し、保護者の経済的負担軽減とともに、バス利用者の促進を図ってま

いります。 

 生涯学習・文化の向上につきましては、村民の皆様一人ひとりが心豊かに生きがいを持って生活

を送っていただく環境づくりが大切と考えています。このため、村民の皆様の御意見をいただきな

がら、公民館ホールや図書館機能の充実に向けた検討を進めるとともに、地域の特性や人材を活用

した特色ある講座を開催しながら、村内の文化活動団体の組織及び活動の活性化を支援してまいり

ます。 

 また、新年度は、隔年で実施しております体育祭の開催年に当たりますことから、高山村体育協

会や高山村総合型スポーツクラブなどの関係団体をはじめ、各地区などと連携を図りながら、スポ

ーツを通したコミュニティ社会づくりや健康づくりに努めてまいります。 

 次に、「ともに創る参画と協働のむら」について申し上げます。 

 村民の皆さんとともに策定いたしました第六次高山村総合計画は昨年４月からスタートいたしま

した。村民の皆様の御理解と御協力をいただきながら「ずっと住みたい また訪れたい いいね信

州高山」の村づくりに向けて全力を傾注してまいります。 

 現在、国では地方創生を最重要課題に掲げ、人口減少克服と地域の活性化に向けた対策が講じら

れております。本村におきましては、国が定めた第二期まち・ひと・しごと創生総合戦略を踏まえ、

第二期高山村総合戦略の推進により、関係人口の創出や拡大、子育て支援や定住・移住促進事業等

の施策を通じて、人口減少に歯止めをかけるとともに、地域の活性化を図ってまいります。 
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 また、行財政運営につきましては、地方交付税の増額が見込めない厳しい状況の中で、自立して

持続可能な魅力ある村づくりを実現するため、税などの収納率の向上に努めるほか、住民との協働

による村づくりを一層推進しながら積極的に行財政改革を進め、効果的な行財政運営に努めてまい

ります。 

 さらに、本村の特産品等を返礼品とするふるさと納税につきましては、本村の村づくり及び地域

産業の振興をさらに推し進めるため、特産品等の拡充を図り、高山村を応援していただけるよう制

度の充実に努めてまいります。 

 最後に、村政運営に当たりましては、村民の皆様との協働による村づくりを推進するため、ブロ

ック行政懇談会や出前いろり端会議、気軽に村長室やきらめきポスト等を通じて村民の皆様の御意

見等をお聞きするとともに、広報紙や行政無線、ホームページなど広報・広聴の充実に努めてまい

ります。 

 このように、村民挙げての協働による村づくりを進めてまいりますので、村民の皆様におかれま

しては、可能な範囲で村づくりに参加していただくよう御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 今後とも、本村発展のために、職員とともに一層の情熱を傾け、村民の皆様のための村政運営に

務めてまいる所存であります。 

 議員各位をはじめ、村民の皆様のなお一層の御理解と御協力をお願い申し上げまして、村政の運

営方針といたします。 

 なお、提案いたしました議案の提案理由の説明のうち、条例等につきましては副村長から、予算

につきましては総務課長より説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────藤沢副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 承認第１号から議案第14号までの21件について、一括して御説明申し上げます。 

 承認第１号 専決処分した条例（職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例）の承

認を求めることについて申し上げます。 

 本案は、人事院規則が一部改正されたことに伴い、職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例を専決処分したもので、新型コロナウイルス感染症対策に従事する高山診療所の医師及

び看護師に対する感染症等防疫作業手当の特例を規定するものであります。 

 承認第２号 専決処分した条例（高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて申し上げます。 

 本案も、承認第１号と同様に、人事院規則が一部改正されたことに伴い、高山村第１号会計年度

任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を専決処分したもので、

新たに高山診療所のパートタイム会計年度任用職員の看護師に対する特殊勤務報酬を規定するもの
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であります。 

 承認第３号 専決処分した条例（高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例）の承認を求めることについて申し上げます。 

 本案も、承認第１号と同様に、人事院規則が一部改正されたことに伴い、高山村第２号会計年度

任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を専決処分したもので、新たに高山診療所のフ

ルタイム会計年度任用職員の看護師に対する特殊勤務手当を規定するものであります。 

 承認第４号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村診療所特別会計補正予算

（第４号））について申し上げます。 

 この補正予算は、高山診療所の医師及び看護師に対する特殊勤務手当について、新たに感染症等

防疫作業手当を追加することに伴い専決処分したもので、歳出において一般職職員人件費に22万

5,000円を追加し、歳入不足となる22万5,000円を予備費から減額したものであります。 

 承認第５号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村一般会計補正予算（第７

号））について申し上げます。 

 この補正予算は、降雪量の増加に伴い除雪経費を追加するとともに、新型コロナウイルスワクチ

ン接種の体制を整備するための所要額を専決処分したもので、歳入歳出それぞれ2,424万4,000円を

追加し、累計額を51億8,356万7,000円としたものであります。 

 承認第６号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村診療所特別会計補正予算

（第５号））について申し上げます。 

 この補正予算は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金により、高山診療所の玄関

自動ドアを非接触型センサーに改修するため専決処分したもので、歳入歳出それぞれ20万2,000円

を追加し、累計額を１億986万2,000円としたものであります。 

 同意第１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて申し上げま

す。 

 本案は、固定資産評価審査委員会の委員であります涌井富生さんの任期が来る３月29日に満了と

なりますが、引き続き固定資産評価審査委員会の委員に選任したいので、地方税法の規定に基づき

議会の同意をお願いするものであります。 

 議案第１号 長野広域連合規約の変更について申し上げます。 

 本案は、長野広域連合が長野市内で運営している老人ホーム松寿荘に併設の若槻デイサービスセ

ンターを令和３年３月31日付で広域連合による管理及び運営に関する事務を廃止するとともに、須

坂市内で運営している特別養護老人ホーム須坂荘を令和３年４月１日付で社会福祉法人に移管する

ことに伴い、広域連合規約の一部を変更するため、広域連合長より協議があったので、地方自治法

の規定に基づき議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第２号 長野広域連合における財産の処分について申し上げます。 
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 本案は、長野広域連合が運営する特別養護老人ホーム須坂荘を令和３年４月１日付で社会福祉法

人に移管することに伴い、須坂荘の建物及び備品類を移管する法人へ譲渡するため、広域連合長よ

り協議があったので、地方自治法の規定に基づき議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第３号 特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例の一部を改正する条例について申

し上げます。 

 本案は、特別職報酬等審議会の答申を尊重し、村長、副村長及び教育長の給料月額を引き続き減

額するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第４号 高山村営住宅等基金条例について申し上げます。 

 本案は、村営住宅等の適正な維持管理等を図るため、新たに基金条例を制定するものであります。 

 議案第５号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、福祉医療費給付金支給対象者の窓口負担の軽減を図るため、これまで償還払いとしてお

りました柔道整復施術療養費を現物給付方式に改めることに伴い、条例の一部を改正するものであ

ります。 

 議案第６号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部が改正されたことに伴い、新型コロナウイ

ルス感染症の定義内容を改正するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第７号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、高山村第８期介護保険事業計画に基づき、第１号被保険者に係る保険料率の引下げや健

康保険法施行令等の一部改正に伴い、介護保険料の判定に係る所得指標を変更するため、条例の一

部を改正するものであります。 

 議案第８号 高山村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例等の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の省令が一部改正され

たことにより、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等が一部改正さ

れたことに伴い、介護事業者における感染症対策や業務継続計画に向けた取組及びハラスメント対

策の強化や虐待防止の推進が義務づけられたことなどから、関係する条例の一部を改正するもので

あります。 

 議案第９号 高山村高齢者交流センター松の湯荘指定管理者の指定について、議案第10号 高山

村高齢者福祉センター指定管理者の指定について、議案第11号 高山村デイサービスセンター指定

管理者の指定について、議案第12号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について及び議

案第13号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について申し上げます。 

 ただいま申し上げました５議案は、平成18年度から指定管理者制度により、維持管理業務を高山

村社会福祉協議会へ委託している施設で、いずれも本年３月31日をもって指定の期間が満了となり
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ますことから、引き続き高山村社会福祉協議会を指定管理者に指定するため、地方自治法の規定に

基づき議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第14号 長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部を変更する連

携協約の締結について申し上げます。 

 本案は、平成28年３月29日に協約を締結した長野市及び高山村における連携中枢都市圏連携協約

について、新たに長野市とＩＣＴの効果的な利活用の推進など、圏域全体の生活関連機能サービス

の向上に関する取組を行うことに伴い、連携協約の一部を変更するため、地方自治法の規定に基づ

き議会の議決をお願いするものであります。 

 以上、条例案等21件について、一括して御説明申し上げましたが、十分に御審議の上、議決を賜

りますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 議案第15号から議案第23号までの９件について、一括して御説明を申し上げます。 

 議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は、42億1,300万円で、前年度の当初予算と比較して7.1％の増であります。 

 歳入の主なものは、村税では、個人村民税で、新型コロナウイルス感染症の影響による所得の減

少に伴う減収及び固定資産税では評価替えにより土地家屋の評価額の下落に伴う減収のほか、新型

コロナウイルス感染症対策の軽減措置などを考慮して、5.0％減の６億6,360万7,000円といたしま

した。 

 地方譲与税では、ほぼ前年並みの5,134万3,000円を計上いたしました。 

 地方消費税交付金では、消費の落ち込みや地方財政見通し及び２年度の収入実績等を踏まえ、

2.5％減の１億1,600万円といたしました。 

 地方特例交付金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策として令和３年度に限り措置さ

れる地方税減収補塡特別交付金を見込み、400％増の1,700万円といたしました。 

 地方交付税につきましては、地方財政見通し等を踏まえ、前年同額の16億8,000万円といたしま

した。 

 分担金及び負担金では、主に同時入所となる３歳未満児の増加に伴い、第２子の軽減額が増えた

ことにより保育所保護者負担金を減額し、15.4％減の1,294万3,000円といたしました。 

 使用料及び手数料では、新型コロナウイルス感染症により、公園施設やふれあいの湯などの利用

客数は大きく落ち込み、徹底した感染症対策を講じる中で徐々に戻ってきておりますが、いまだ回

復していないことなどから、7.2％減の7,176万2,000円といたしました。 

 国庫支出金につきましては、これまでＩＣＴを活用した最先端農業技術の実証実験などに取り組
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んでまいりましたが、５年間の事業が完了し、地方創生推進交付金が減額となった一方、新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金や防災安全社会資本整備交付金などの増額に伴い、

29.6％増の３億1,795万円といたしましたほか、県支出金につきましては、農業水路等長寿命化、

防災・減災事業補助金や衆議院議員選挙費委託金などが増となったことに伴い、38.7％増の３億

901万6,000円といたしました。 

 寄附金につきましては、ふるさと納税寄附金の増額を見込み、17.4％増の2,704万1,000円といた

しましたほか、繰入金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策に充当するため、財政調整

基金を繰り入れたほか、人づくり事業や道路橋梁施設整備事業等に充当するため、ふるさと創生基

金や道路橋梁施設整備基金などを繰り入れたことに伴い、51.1％増の２億5,271万2,000円といたし

ました。 

 諸収入につきましては、高齢者保健介護予防事業一体化実施受託事業収入の増額などに伴い、

14.1％増の１億2,199万9,000円といたしました。 

 村債につきましては、減災を目的とした河川排水路改修のための緊急自然災害防止事業債の拡大

や地方の財源不足に対応するため、臨時財政対策債の借入れ限度額が拡充されたことなどにより、

11.0％増の４億6,970万円といたしました。 

 次に、歳出につきましては、各款ごとに主なものを申し上げます。 

 まず、総務費におきましては、総務管理費の一般管理費で、地球環境にやさしい取組の推進と停

電時には非常用電源として活用できる電気自動車の導入費用に530万円、公文書デジタル化事業の

ためのデジタル複合機リース料など機械借上料に194万3,000円計上、文書広報費で、「広報たかや

ま」をさらに読みやすく親しみやすくするため、創刊500号を記念して本年11月号から全面カラー

化を図るなど印刷製本費に656万8,000円計上、財政管理費では、地方公会計財務４表作成に係る地

方公会計業務委託料に198万円計上、財産管理費で、庁舎受電設備変圧器更新など庁舎修繕工事請

負費に661万5,000円計上、企画費で、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて村の全体構想を

策定するための地域再生エネ導入戦略策定業務委託料に700万円、公共施設等総合管理計画策定業

務委託料300万円、太陽光発電や住宅用蓄電池システム設置に係る地球にやさしい住宅用エネルギ

ー設備等設置補助金300万円、高山村ふるさと景観育成寄附金事業に1,231万1,000円計上、情報化

推進費で、ケーブルテレビ村民チャンネルの番組制作委託料に594万円計上、交通安全対策費で、

高齢者安全運転支援装置設置促進事業補助金に25万円計上、諸費で、自治区施設整備等補助金に

146万9,000円計上、基金費で、ふるさと納税寄附金を積み立てるため、ふるさと創生基金積立金に

2,400万円、村営住宅等の適正な管理等を図っていくため、高山村営住宅等基金積立金に963万

6,000円を計上いたしました。 

 選挙費では、任期満了に伴い、村議会議員一般選挙費に1,249万1,000円、衆議院議員総選挙費に

966万9,000円、参議院議員通常選挙費に942万6,000円を計上いたしました。 
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 民生費におきましては、社会福祉費の社会福祉総務費で、社会福祉協議会などの結婚相談事業委

託料51万5,000円、結婚新生活支援補助金60万円、定住促進結婚祝金160万円、須高地域成年後見支

援センター業務委託料に174万7,000円計上、母子福祉費で、高校３年生相当の18歳までの医療費負

担を軽減する乳幼児等医療費特別給付金1,442万2,000円、出産祝金115万円、児童手当9,418万円の

ほか、３歳未満の乳幼児を日中家庭で育児する保護者の皆さんを対象に、村内で利用できる商品券

を支給する家庭育児給付金に80万円計上、高齢者福祉費で、高齢者等公共交通ＩＣカード利用者負

担金121万3,000円、老人福祉施設措置費1,102万7,000円、寝たきり高齢者等家庭介護手当480万円、

老人クラブの加入者促進を支援するため、老人クラブ育成事業に153万1,000円計上、障害者福祉費

で、障害者医療費特別給付金2,031万円、重度心身障害者家庭介護手当144万円、人工透析等患者見

舞金165万円、障害者自立支援給付費１億8,749万3,000円、地域生活支援事業給付金に442万8,000

円計上、社会福祉施設費で、高齢者福祉センターの指定管理料950万円、デイサービスセンターに

ある老朽化した空調設備の改修に係る施設改修工事請負費1,577万4,000円、ふれあい号奥山田牧線

及び支線交通運行委託料や地域間幹線系統路線運行補助金など公共交通事業に5,101万1,000円計上、

地域包括支援センター費で、介護予防サービス計画作成委託料に313万4,000円計上、保健福祉費で、

後期高齢者医療広域連合医療給付費負担金に8,056万2,000円、国民健康保険特別会計繰出金に

4,498万3,000円、後期高齢者医療特別会計繰出金に2,202万1,000円を計上いたしました。 

 児童福祉費の保育所運営費で、村外の保育所へ通園する園児の保育所運営費委託料1,065万5,000

円、私立幼稚園へ通園する園児の幼保無償化に伴い、子育てのための施設等利用給付交付金に73万

6,000円計上、児童福祉施設費で、きめ細やかで安全・安心な離乳食を提供するため、栄養士を配

置するほか、給食材料費に1,190万円、児童クラブ事業に1,643万7,000円計上、子育て支援センタ

ー費で、子育て支援センター事業など736万7,000円計上、災害救助費では、災害備蓄品など災害救

助一般経費に175万3,000円を計上いたしました。 

 人権推進費では、いきいきフォーラムの開催など男女共同参画推進事業に33万円を計上いたしま

した。 

 衛生費では、保健衛生費の保健衛生総務費で、地域医療福祉ネットワーク推進事業負担金98万

6,000円、北信総合病院財政支援負担金16万9,000円、村保健補導員会補助金に30万円計上、予防費

で、新型コロナウイルスワクチン等接種事業に4,221万2,000円、肺がん検診や大腸がん検診などの

ほか後期高齢者の基本健康診査など健康診査事業に1,859万8,000円、乳幼児の定期予防接種や高齢

者のインフルエンザ予防接種など感染症予防事業に2,032万3,000円、水中運動などヘルスアップ事

業に54万円計上、母子衛生費で、妊婦一般健康診査委託料367万6,000円、不妊治療助成金に100万

円計上、公園費で、ＹＯＵ游ランド温泉プールの大型投光器などを改修する施設改修工事請負費に

1,374万4,000円、誘客の拡大を図るため、ＹＯＵ游ランド雪と光の祭典補助金に200万円計上、診

療所費で、診療所特別会計繰出金に3,000万円計上、環境衛生費で、第二次地球にやさしい環境基
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本計画を策定するため、環境審議会委員報酬20万5,000円、長野広域連合負担金1,747万2,000円、

須高行政事務組合負担金1,851万2,000円、防犯街路灯設置工事請負費に403万7,000円計上、浄化槽

費で、合併処理浄化槽設置補助金287万円を計上いたしました。 

 清掃費の清掃総務費で、廃棄物収集所設置補助金に110万円計上、塵芥処理費で、クリーンセン

ターのストックヤード建設に伴う施設整備工事請負費1,900万円、一般廃棄物収集委託料に1,929万

2,000円、一般廃棄物処理委託料に1,205万8,000円を計上いたしました。 

 労働費では、若い皆さんの持家の促進と定住人口の増加を図るため、若者住宅建設資金利子補給

金90万円、ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助金に100万円を計上いたしました。 

 農林水産業費では、農業費の農業振興費で、農産物処理加工施設整備に対する農業６次産業化推

進事業補助金に40万円、優良農地の保全を図るため、日本型直接支払制度多面的機能支払事業に

1,447万円、有害鳥獣駆除対策の強化を図るため、電気柵維持管理交付金など自ら守ろう農作物推

進事業に733万円、日本型直接支払制度中山間地域等直接支払事業に2,013万2,000円、新規就農者

への支援など担い手育成事業に1,955万7,000円、最先端農業実証実験などＩＣＴを活用したスマー

ト農業促進事業に435万4,000円、新規就農を目指す村外の皆さんを対象に、おためし住宅を活用し

て農作業体験の受入れを行う就農促進事業に199万6,000円を計上、畜産業費で、山田牧場放牧推進

事業や公共牧場利用促進事業補助金、基幹診療所設置運営負担金など、畜産業一般経費に560万

7,000円計上、園芸振興費で、りんご、ぶどう及びワインぶどうの苗木購入に係る補助金や農家の

収入減少を補塡する収入保険への加入負担金など園芸振興事業に738万9,000円、遊休荒廃農地対策

事業に207万円を計上、農地費で、将来を見据えた農業の基盤づくりのための県営中山間総合整備

事業に3,169万3,000円、大雨による水路の氾濫を防止するため、用水路等維持工事請負費に１億

7,070万円、農業集落排水事業特別会計繰出金に4,896万8,000円を計上、地力増進施設費で、曝気

ブロワーなどの修繕費に369万3,000円を計上いたしました。 

 林業費の地籍調査費で、地籍調査事業に2,483万7,000円計上、林業振興費で、森林景観整備委託

料228万8,000円、ライフライン等保全対策委託料225万5,000円、松くい虫の森林病害虫防除対策事

業に2,044万4,000円計上、林道費で、維持管理工事請負費など林道維持管理事業に407万3,000円を

計上いたしました。 

 商工費では、商工業振興費で、新型コロナウイルス感染症感染拡大により落ち込んだ村内経済活

性化のため、プレミアム率等を拡大した商工会のプレミアム付き商品券発行事業へ支援するととも

に、制度資金借入れに対する利子補給や県信用保証協会保証料のほか、村内での創業を目指す起業

家への創業支援事業補助金や商工会婚活事業補助金及び金融機関預託金など商工業振興事業に

7,006万3,000円計上、観光費で、観光情報発信連携事業委託料300万円、産学官連携地域文化創生

プロジェクト負担金120万円、観光協会補助金648万円、桜まつり補助金250万9,000円、将棋の第79

期名人戦などのイベント開催補助金200万円、山田牧場冬季誘客支援事業補助金300万円、コロナ禍
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で大きな影響を受けた宿泊事業者の事業継続を支援するため、温泉使用料を減免することとして温

泉開発事業特別会計繰出金に2,000万円計上、蕨温泉ふれあいの湯の施設管理委託料や公衆浴場清

掃委託料など蕨温泉ふれあいの湯事業に2,942万7,000円、山田温泉大湯事業に1,481万2,000円、ス

パ・ワインセンターに地域おこし協力隊を２名派遣するほか、総合パンフレット制作委託料など信

州高山アンチエイジングの里スパ・ワインセンター事業に983万9,000円、本村に訪れるお客様の流

れをつくる、にぎわいの場創出事業に344万4,000円計上、消費者行政推進費で、迷惑電話防止機器

購入補助金10万円を計上いたしました。 

 土木費では、土木管理費の土木総務費で、土捨場の拡張に伴い、土捨場整備工事請負費に300万

円、県の急傾斜地崩壊対策事業工事負担金に50万円を計上いたしました。道路橋梁費の道路維持費

で、安全・安心な道路交通の確保を図るため、道路修繕事業に2,965万円、冬期間における良好な

道路環境を維持するため、除雪事業に3,482万5,000円、協働の村づくり「道路おてんま支援事業」

に232万1,000円計上、道路新設改良費で村道荒井原紫２号線歩道整備のための測量設計や牧19号線

の排水対策工事、また藤沢橋の長寿命化修繕工事及び５年ごとに実施する橋梁の法定点検業務など

道路新設改良事業に１億3,622万1,000円を計上いたしました。河川費の河川総務費で、防災・減災

事業として、大雨による河川の氾濫を防止するため、不動川の護岸改修工事請負費など河川護岸改

修事業に6,642万6,000円を計上いたしました。下水道費で、下水道事業特別会計繰出金に１億

2,826万円計上、住宅費で、村営住宅の長寿命化修繕計画策定委託料など村営住宅事業に1,352万

3,000円、住宅の耐震診断やブロック塀除却事業など住宅耐震化事業に134万円、移住・定住を推進

するため、若者住宅建設促進事業助成金270万円、空き家の利活用を促進するため、空き家相談会

を開催するための報償費や空き家活用推進事業助成金など空き家対策事業に337万2,000円を計上い

たしました。 

 消防費では、常備消防費で、広域消防事務委託料に１億4,503万2,000円計上、非常備消防費で、

非常備消防一般経費に3,308万5,000円計上、消防施設費で、消防用備品購入費のほか第２分団地区

の拠点となる消防詰所を整備するための消防施設整備事業補助金など消防施設一般経費に2,982万

5,000円計上、災害対策費で、自主防災会正副会長用のヘルメットの購入や整備した防災行政無線

等の維持管理費用など災害対策一般経費に568万6,000円を計上いたしました。 

 教育費では、教育総務費の教育委員会費で、小中学校外国語授業のためのＡＬＴを配置するなど、

語学指導等を行う外国青年招致事業に945万7,000円を計上いたしました。 

 小学校費の学校管理費で、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、教育のＩＣＴ化のための教員用パソ

コン等のリース料やデジタル教科書ライセンス料、ＩＣＴ授業支援員を配置するためのＩＣＴ業務

委託料などのほか、教室に不足する電源を増設するための校舎等補修工事請負費、きめ細やかな学

習のための学習支援員及び障がいを持つ子どものための看護師配置、不登校児童対策としてカウン

セラー等の配置及び小学校入学祝い金など、小学校管理一般経費に5,023万円計上、教育振興費で、
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経済的支援を要する家庭などに対する要保護・準要保護児童援助費及び特別支援教育就学奨励費補

助金に123万8,000円を計上いたしました。 

 中学校費の学校管理費では、小学校費と同様に、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、教育のＩＣＴ

化のための生徒用デジタル教科書ライセンス料、ＩＣＴ授業支援員を配置するためのＩＣＴ業務委

託料などのほか、音楽室の空調設備などを改修する校舎等補修工事請負費、きめ細やかな学習のた

めの学習支援員等の配置及び中学校入学祝い金など中学校管理一般経費に6,484万4,000円計上、教

育振興費で、小学校費と同様に、経済的支援を要する家庭などに対する要保護・準要保護児童援助

費及び特別支援教育就学奨励費補助金に227万6,000円を計上いたしました。 

 社会教育費の公民館費で、文化協会補助金に109万4,000円、成人式の記念品や信州高山音楽祭の

開催、神楽フェスティバル出演など生涯学習推進事業に468万9,000円計上、文化財保護費で、一茶

ゆかりの里の俳句大会や茶会等のイベントなど一茶ゆかりの里企画展経費に193万9,000円計上、人

権教育推進費で、中学生に配布するあけぼの改訂版の購入費のほか、人権教育指導員の配置など

493万6,000円を計上いたしました。 

 保健体育費の保健体育総務費で、体育協会や総合型スポーツクラブへの活動の支援のほか、村民

体育祭経費など保健体育総務一般経費に843万2,000円を計上いたしました。 

 給食施設費で、施設の維持管理に伴う給食施設一般経費に1,415万8,000円、安全・安心な地元食

材を活用したおいしい給食を提供するため、給食材料費に3,409万3,000円を計上いたしました。 

 高等学校費で、高校生定期券補助金247万7,000円を計上いたしました。 

 続きまして、議案第16号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は８億8,485万8,000円で、前年度当初予算比11.9％の増であります。 

 歳出の主なものは、保険給付費に６億5,965万6,000円、国民健康保険事業費納付金に２億174万

3,000円を計上し、歳入では国民健康保険税、県支出金及び繰入金など所要額を計上いたしました。 

 議案第17号 令和３年度高山村診療所特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は7,310万8,000円で、前年度当初予算比29.4％の減であります。 

 歳出の主なものは、総務費の施設管理費で5,256万9,000円、医業費に1,402万1,000円を計上し、

歳入では診療収入、繰入金など所要額を計上いたしました。 

 議案第18号 令和３年度高山村介護保険特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は７億4,936万6,000円で、前年度当初予算比0.8％の増であります。 

 歳出の主なものは、居宅介護サービス等給付費などの保険給付費に７億1,167万円、地域支援事

業費に2,637万6,000円を計上し、歳入では保険料、国庫支出金及び支払基金交付金、県支出金、繰

入金など所要額を計上いたしました。 

 議案第19号 令和３年度高山村後期高齢者医療特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は8,508万8,000円で、前年度当初予算比9.4％の減であります。 
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 歳出の主なものは、総務費に104万円、後期高齢者医療広域連合納付金に8,394万6,000円を計上

し、歳入では後期高齢者医療保険料及び繰入金など所要額を計上いたしました。 

 議案第20号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は4,608万8,000円で、前年度当初予算比27.6％の増であります。 

 歳出の主なものは、森林スポーツ公園温泉給湯事業の源泉ポンプ購入費のほか、山田温泉給湯事

業の送湯管布設替設計委託料及び奥山田温泉の源泉管理のための備品購入費など温泉給湯事業費に

4,414万円を計上し、歳入では使用料及び手数料、繰入金など所要額を計上いたしました。 

 議案第21号 令和３年度高山村農業集落排水事業特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は１億267万3,000円で、前年度当初予算比13.2％の増であります。 

 歳出の主なものは、処理施設の維持管理など農業集落排水事業費に5,293万7,000円、公債費に

4,925万5,000円を計上し、歳入では使用料及び手数料、繰入金、村債など所要額を計上いたしまし

た。 

 議案第22号 令和３年度高山村下水道事業特別会計予算について申し上げます。 

 この会計の予算総額は２億5,572万6,000円で、前年度当初予算比7.3％の減であります。 

 歳出の主なものは、下水道費で3,500万2,000円、千曲川流域下水道施設災害復旧事業負担金など

流域下水道事業費に7,348万7,000円、公債費に１億4,428万8,000円を計上し、歳入では使用料及び

手数料、繰入金、村債など所要額を計上いたしました。 

 議案第23号 令和３年度高山村上水道事業会計予算について申し上げます。 

 この会計の給水戸数は2,750戸、年間総給水量は78万4,750㎥、１日平均給水量は2,150㎥とした

もので、収益的収入は１億2,451万9,000円で、収益的支出は１億2,268万円であります。 

 また、資本的収入は6,833万9,000円、資本的支出は9,259万1,000円で、主なものは資本的支出に

おいて山田温泉浄水場ろ過器改修工事や県の八木沢川改修工事に伴う水管橋布設替工事請負費など

所要額を計上いたしました。 

 以上、一般会計及び特別会計等９件について御説明申し上げましたが、十分に御審議いただき、

議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 しばらく休憩します。 

午前11時46分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後０時08分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第１号に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第１号 専決処分した条例の承認を求めることについて（職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例）を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第２号 専決処分した条例の承認を求めることについて（高山村第１号会計年度任

用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例）を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第３号 専決処分した条例の承認を求めることについて（高山村第２号会計年度任

用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第４号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第４号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村診療所特別会計

補正予算（第４号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第５号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第５号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村一般会計補正予

算（第７号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第６号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村診療所特別会計

補正予算（第５号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから同意第１号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第１号については、討論を省略し、採決することに決定しました。 

 これから同意第１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任に同意を求めることについてを採決

します。 

 本案は同意することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから議案第１号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１号 長野広域連合規約の変更についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２号 長野広域連合における財産の処分についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第３号から議案第14号までの12件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第３号から議案第14号までの12件については、お手元に配り

ました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第３号から議案第14号までの12件については、議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付

託することに決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第３号 特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例の一部を 

      改正する条例 

議案第14号 長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携 

      協約の一部を変更する連携協約の締結について 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第４号 高山村営住宅等基金条例 

議案第５号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例 

民 生 産 建 

常 任 委 員 会 
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議案第６号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例 

議案第７号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第８号 高山村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運 

      営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例 

議案第９号 高山村高齢者交流センター松の湯荘指定管理者の指定につ 

      いて 

議案第10号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について 

議案第11号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について 

議案第12号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について 

議案第13号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定について 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第３号から議案第14号までの12件については、会

議規則第45条第１項の規定によって、３月15日までに審査を終了するよう期限をつけることにした

いと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第３号から議案第14号までの12件については、３月15日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 これから議案第15号から議案第23号までの９件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本件については、10人の委員で構成する令和３年度予算審査特別委員会を設置し、これに付託し

て審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、10人の委員で構成する令和３年度予算審査特別委員会を設置し、これに付託し
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て審査をすることに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました令和３年度予算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第

５条第２項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 令和３年度予算審査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定

しました。 

「令和３年度予算審査特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委     員 黒 岩 清 道 

〃 髙 井 央 葉 

〃 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 西 原 澄 夫 

〃 西 條 正 純 

〃 酒 井 康 臣 

〃 畔 上 孝 一 

〃 水 谷   清 

〃 宮 川 登志一 

 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算 

議案第16号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計予算 

議案第17号 令和３年度高山村診療所特別会計予算 

議案第18号 令和３年度高山村介護保険特別会計予算 

議案第19号 令和３年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 

議案第20号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計予算 

議案第21号 令和３年度高山村農業集落排水事業特別会計予算 

議案第22号 令和３年度高山村下水道事業特別会計予算 

令 和 ３ 年 度 

予 算 審 査 

特 別 委 員 会 
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議案第23号 令和３年度高山村上水道事業会計予算 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 ただいま令和３年度予算審査特別委員会に付託しました議案第15号から議案第23号までの９件に

ついては、会議規則第45条第１項の規定によって、３月15日までに審査を終了するよう期限をつけ

ることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第15号から議案第23号までの９件については、３月15日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 委員会条例第７条の規定によって、令和３年度予算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選

を本日の会議終了後、本議場において行ってください。 

 互選に関する職務は、年長の委員、宮川登志一議員とします。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 明日３月５日から８日までの４日間は休会とします。 

 来る９日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 御苦労さまでした。 

午後０時21分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和３年３月４日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  宮 川 登志一 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 
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５番 西 原 澄 夫 議員       ６番 西 條 正 純 議員 

７番 酒 井 康 臣 議員       ９番 畔 上 孝 一 議員 

10番 水 谷   清 議員       11番 宮 川 登志一 議員 

12番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（会計室長） 
西 原 一 美 



－36－ 

 

教 育 次 長 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 令和３年度予算審査特別委員会の委員長から、委員長及び副委員長の互選の結果について報告が

あり、別紙のとおり構成名簿をお手元に配りましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────１番 黒岩清道議員。 

○１番（黒岩清道議員） 

 おはようございます。 

 それでは、通告に従い質問させていただきます。 

 私からは、ＹＯＵ游ランドを含めた森林スポーツ公園についてであります。 

 ＹＯＵ游ランドは健康福祉の施設として村民及び近隣の方々によく知られた人々の集まる場所、

すなわちにぎわいの場所であります。しかし、施設の利用者数は年々、徐々に減少している傾向に

あります。特に今年度はコロナウイルスの影響で大きく下がったと思います。それでも村の第六次

総合計画では、誰もが気軽に健康づくりができる散策路等を整備する、子どもが安全に楽しく遊ぶ
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ことのできる遊具の整備を図る等々と書かれております。 

 併せて森林スポーツ公園には運営研究委員会が設置されております。委員会の中に私も入ってい

ますが、議題になるのは管内の整備計画、また利用状況、また料金の変更等々の意見交換をさせて

いただいておりますが、やはり昨年できたバス停などは会議の議題にのるわけではなく、事前に工

事がありますよという形で言われた程度であります。こんな形では、委員会の意味もないのではな

いかなと、そんな形で思っていたところでありますが、それでも昨年は、小さな子どもが安心して

利用できる遊具という形で、長野市のほうに視察に行きました。 

 その視察に行く中でも委員の中からたくさんの御意見をいただいております。例えばウォーキン

グのコースを造ったらどうだとか、また、どこの施設にも駐車場には、その施設の見取り図、そん

なものがあるのですが、ＹＯＵ游ランドにはないと。また、木曜日は定休日でありますが、駐車場

内全部の街灯が消えます。そうすると非常に星空がきれいに見えるわけです。そんなことで星空の

観察をする、逆にそういうことに打ってつけの場所ではないかなということも意見の中では出てい

ました。 

 また、駐車場、バス停までの区間、歩道に屋根付きができないかとか、足湯をどこかに設置でき

ないかとか、地域の力を借りて地場産の販売店ができないかという声等々が出ているわけですが、

そこで、今後このＹＯＵ游ランドを含めた森林スポーツ公園の整備を全体的にどのように進めてい

くお考えであるか、答えをお願いしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 おはようございます。 

 森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランドについてお答えいたします。 

 平成５年５月にオープンいたしました森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランドは、森林に囲まれた７ヘ

クタールの広大な土地に、子どもから高齢者に至るまで幅広い年齢層の皆さんが体力の向上や健康

増進の場として、村内外を問わず多くの皆様に御利用いただいている施設でございます。 

 この施設のオープン当初は、年間12万5,000人余りの入場者でにぎわっておりましたが、近隣市

町村に類似温泉施設が建設されたことなどにより、現在では年間10万人程度まで減少してきており

ます。また、浴場、屋内プール及びトレーニングルームを備えた管理棟は、温泉施設特有の経年劣

化が著しく、定期的な大規模改修工事が必要となるなど、経営的に大変厳しい状況にあります。 

 このため、森林スポーツ公園の経営状況等について御検討をいただき、いかに健全な運営を行う

かを調査研究していただく組織として、高山村森林スポーツ公園運営研究委員会を設置し、毎年度、

委員の皆さんに経営状況等を報告させていただくとともに、地域に密着した公園の在り方等につい

て御意見をいただいているところであります。 
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 そこで、今後の森林スポーツ公園の整備の進め方についてでありますが、第六次高山村総合計画

の策定に当たり開催されたたかやま未来会議におきまして、子育てしやすい環境の整備として、森

林スポーツ公園内の噴水広場周辺への遊具の設置や遊具のたくさんある公園にしてほしいという御

意見をいただきましたことから、前期基本計画においてＹＯＵ游ランド等の公園に子どもが安全に、

安心して楽しく遊ぶことのできる遊具等の整備を図ることとしております。 

 また同じく、たかやま未来会議では、健康増進のためウォーキングコースの整備についての御意

見をいただいておりますので、これも前期基本計画の中で、誰もが気軽に健康づくりができる散策

道等の整備を図ることとしております。この前期基本計画を着実に実行するため、令和２年度は高

山村森林スポーツ公園運営研究委員会の皆さんで公園遊具が整備された長野市内の公園を２か所視

察していただき、今後の方向性等について委員の皆様から御意見等を頂戴したところであります。 

 その中で、遊具の整備につきましては、委員の皆様から、当面は大規模な遊具を整備するのでは

なく、噴水広場周辺で幼児等が楽しめる遊具を１か所程度整備していくことが望ましいのではない

かとの御意見をいただいたところです。 

 また、ウォーキングコースにつきましては、森林スポーツ公園内に限定することなく、村内の既

設道路等を生かした中で整備を進めるべきとの御意見もいただいております。 

 このため、村では令和３年度以降、委員の皆様の御協力をいただきながら計画の具体化に向けて

さらに研究してまいりたいと考えておりますが、遊具の整備につきましては、子育て世代の皆様か

らの御意見などもお聞きする中で、利用者ニーズに沿った遊具が整備できるよう検討してまいりた

いと考えております。 

 なお、本年度に開催した委員会では、議員お話しのとおり、遊具の整備やウォーキングコースの

整備以外に集客や活性化に向けた多くの御意見をいただいております。このため村では、森林スポ

ーツ公園ＹＯＵ游ランドを村の拠点施設の一つとして、現在村が進めておりますにぎわいの場の候

補地として考えておりますが、当面は、現在着手いたしました山田牧場のにぎわいの場の整備を優

先させていただきたいと考えております。 

 したがいまして、今後にぎわいの場として整備を進めるに当たっては、高山村森林スポーツ公園

運営研究委員会や、村民の皆様の御意見などを十分にお聞きしながら、より多くの皆様に親しみを

持って利用していただける公園にしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────１番 黒岩清道議員。 

○１番（黒岩清道議員） 

 答弁ありがとうございました。 

 方向的には、皆さんが分かっていただいたかなという思いをしているわけですが、その中で、や
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はり委員の意見、また村民の意見をより多く取りまとめ、一つの、牧場もそうですが、高山村全体

のにぎわいの場を進めていただけるようにお願いして、私からの質問は終わりにします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

─────６番 西條正純議員。 

○６番（西條正純議員） 

 通告に従い、民生児童委員の訪問活動と緊急通報システムについて質問いたします。 

 民生児童委員の活動の一つとして、独り暮らしの高齢者の皆さんのお宅を訪問し、声かけや困り

事の相談相手となりながら、御本人の生活状況や健康状態などの確認をするなど、見守り活動をす

るという仕事があります。 

 私も現在、この独り暮らし高齢者に該当し、時折、民生児童委員の訪問を受けており、この活動

には本当に感謝を申し上げたいと思います。 

 雨や雪など天候の悪い日にも訪問活動をしておられ、コロナウイルスの感染対策が必要になって

からはマスクを着用し、インターホーンスイッチやドア等への接触リスク対策で手袋も着装されて

います。このように民生児童委員がマスクと手袋をしていても、訪問を受ける側がマスクをせずに

ドアを開けることも多いと思われます。この現在のコロナ禍の中で頻繁に訪問活動を続けることは

高いリスクがあります。 

 しかし、訪問は毎日ではありませんから、訪問直後に独り暮らし高齢者に異変があっても、気づ

くのが遅れ、最悪、次の訪問のときまで分からないことが考えられます。異変が早く分かれば大事

に至らずに済むこともあると思われます。 

 青森県むつ市は、自治体の福祉業務においてＩｏＴ電球を活用した高齢者見守りサービスの提供

を昨年から始めました。この近頃よく使われるＩｏＴという言葉について、御存じの方が多いとは

存じますが、簡単に説明しておきます。 

 ＩｏＴはインターネット・オブ・シングスの略で、物のインターネットと訳されています。物が

インターネット経由で通信することを意味します。従来、インターネットには主にパソコンやサー

バー等のＩＴ関連機器が接続されていました。しかし、現在ではスマートフォンやテレビや、最近

話題のスマートスピーカー等の家電など、物を接続する流れが増加しています。ＩｏＴ電球はイン

ターネット通信を行うためにＳＩＭカードを内蔵しているＬＥＤ電球で、携帯電話やスマートフォ

ンが使えるエリアなら、Ｗｉ－Ｆｉ環境のない住宅にも導入できます。ＳＩＭカードの説明は省き

ます。 

 ＩｏＴ電球を活用した高齢者見守りは、トイレなど毎日利用する場所に設置したＩｏＴ電球経由

で電球の点灯記録をクラウドへ送信し、データを蓄積、解析します。個別に設定ができますが、例

えばトイレの電球の点灯が１日ないときは通知する、また５時間つけっ放しのときは通知するなど
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の設定ができます。今５時間と申し上げましたが、このつけっ放しの時間は30分でも８時間でも任

意に選べます。 

 むつ市の事例では、ＮＴＴレゾナントの「goo of thingsでんきゅう」というシステムで、電球

代のほかに月額費は638円です。その後、宮城県大河原町が実証実験を開始しています。ほかにも

ハローライト株式会社が低価格のサービスを打ち出しており、見守り向けのベーシックプランが月

額150円、防犯と見守り向けのスタンダードプランが月額450円を用意しています。いずれも電球代

は別です。 

 このようにＩｏＴを利用して低コストの見守りサービスが各社から出てきていますが、高山村の

独り暮らし高齢者の人数の推移と今後の予想。民生児童委員の人数。１人の委員が受け持つ高齢者

の平均人数と最大人数。訪問する感覚の目安は何日か。それと緊急通報システムがあるということ

ですが、これは全ての対象住宅に設置しているか。設置する、しないの基準は何か。対象者にこの

システムの案内はしているか。それから、このシステムの利用者数の推移はどんなか。 

 それと、ホームページによると、本人がボタンを操作すると手動通報とあるが、これはどこにい

ても操作できるのか。どこにいてもというのは、そのボタンが持ち歩けるのかどうかということで

す。寝室、浴室、トイレ。だから、どこにいても操作できるのか。役に立った事例があるか。シス

テムがあったのに異変の見逃しがあれば、その原因を知りたいです。 

 それから、この緊急通報システム１台当たりの経費はどのくらいか。 

 それと、センサーによる自動通報システムもあると聞き及んでおりますけれども、これはどんな

ものか。この自動通報システムは、先ほどの緊急通報システムとは別のものか。別ならば、このシ

ステムの利用者数の推移とか経費はどんなものか。 

 これらのことを勘案して、高齢者見守りサービスを見直すべきと考えます。民生児童委員の訪問

は、生活状況や健康状態などの確認や、相談相手になるなど、通信技術だけではできないことがあ

りますが、このコロナ禍の中では訪問リスクがあり、また雨や雪、特に積雪などの天候の悪い日は

負担が増します。解決策の一つとして、独り暮らし高齢者の住宅に高齢者見守りサービスのシステ

ムを導入することにより、意識や負担を軽減できると考えます。全ての65歳以上の独り暮らし高齢

者の住宅に現在ある緊急通報システムか、月額負担の少ないＩｏＴ電球の高齢者見守りサービスの

導入を求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 民生児童委員の訪問活動と緊急通報システムについてお答えいたします。 

 民生委員及び児童委員につきましては、民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱を受け、非常

勤の特別職の地方公務員としての身分を有し、民生委員の定数は民生委員法において厚生労働大臣
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の定める基準を参酌し、都道府県の条例で定めることとしており、本村では、民生児童委員18名、

主任児童委員１名の計19名の皆さんで組織されております。 

 なお、民生委員法に基づく各委員の配置基準の目安として、町村においては70世帯から200世帯

ごとに民生委員を１名置くこととされております。 

 民生委員の職務につきましては、高齢者の見守りや子どもの養育相談、生活困窮者の生活相談な

ど多岐にわたっており、近年では少子高齢化や核家族化の進展により地域のつながりが希薄となる

中、単身高齢者やひとり親世帯など民生委員の相談支援を必要とされる方が増えてきておりますほ

か、老老介護や育児と介護を同時に行わなければならないケースなど、住民の抱える課題は複雑・

多様化し、民生委員に寄せられる相談内容も困難度が高くなっています。 

 そうした中で、民生委員法では民生委員の職務について、住民の生活状態を必要に応じ適切に把

握しておくこととされており、本村の民生委員さんにつきましても、それぞれの担当地区の住民に

対し、日頃から生活状態の把握に努めていただいているところでありますが、本年度につきまして

は、新型コロナウイルス感染症の影響により活動の一部を制約せざるを得ない状況となり、訪問し

た際は家の中に上がることなく、玄関先で一定の距離を保ちながら短時間で済ませていただくなど、

できる限り相対で接する場面を回避しながら活動している状況であります。 

 そこで、まず初めに、高山村の独り暮らし高齢者の人数の推移と今後の予想についてのお尋ねで

ございますが、本村における独り暮らし高齢者数は、平成30年４月時点で270名、令和元年４月は

291名、令和２年４月では295名とわずかずつではありますが増加傾向にございます。このうち民生

児童委員の皆様に見守りを行っていただいている独り暮らしの高齢者の方は、本人が見守りを希望

される方を対象に、平成30年度は182名、令和元年度は195名、本年度は196名で、見守り活動にお

ける１人の民生委員さんが受け持つ高齢者の平均人数は、本年度で約11名、最大で20名となってお

ります。 

 また、民生委員さんが高齢者のお宅を訪問する間隔の目安でありますが、毎年12月から３月まで

の冬期におきましては、高齢者の皆様の健康管理等にも配慮して１週間に１度の割合で見守りを行

っておりますが、それ以外の季節につきましては、それぞれ地域における実情に応じて活動してい

ただいております。 

 なお、今後の独り暮らし高齢者数の見込みにつきましては、厚生労働省の地域包括ケア見える化

システムの推計によりますと、10年後の2030年頃まではほぼ横ばいで推移し、その後は減少傾向に

なると推計されております。 

 次に、緊急通報システムについてでありますが、現在、村の緊急通報装置はおおむね65歳以上の

独り暮らしの高齢者、または高齢者のみの世帯、さらには慢性疾患等により常時注意を必要とされ

る方や、身体に障がいのある方のみの世帯など、日常生活に不安のある方からの申請に基づき貸与

させていただいており、本年２月末時点で15名の方に御利用いただいております。 
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 この通報装置の仕組みにつきましては、設置するお宅の電話回線を使用して通報する方式となっ

ており、通報装置本体と無線ペンダントを村から貸与させていただいております。 

 また、利用される方が体調不良等の緊急の際は、通報装置本体や無線ペンダントのボタンを押す

ことで24時間体制で対応している管理センターの担当オペレーターにつながり、通報装置本体で直

接会話することが可能となり、必要に応じて登録いただいている近所の協力者への連絡や、状況に

よっては救急車の手配を直接行うなど、必要な対応を速やかに行えるシステムとなっております。 

 さらに、希望される方には24時間以内に人体の動きを赤外線で検知し、動きがない場合は自動的

に通報する安否確認センサーや、火災の煙や一定温度になると検知する火災センサーも貸与してお

り、現在、安否確認センサーについては13名が、火災センサーについては12名の方に御利用いただ

いております。 

 なお、この装置につきましては、税別で管理センター業務料が450円、緊急通報装置本体及び無

線ペンダントのレンタル料は500円、その他安否確認センサーと火災センサーのレンタル料はそれ

ぞれ200円となり、全て貸与している方で１か月1,350円、年間１万6,200円を公費で負担させてい

ただいており、本人負担はございません。 

 現在、この通報装置の貸与につきましては、村ホームページで住民の皆様に周知させていただい

ているほか、対象となる方には村地域包括支援センターや居宅介護支援事業所、民生委員さん等を

通じて案内させていただいておりますが、より多くの皆様に御利用いただけるよう引き続き周知に

努めてまいりたいと考えております。 

 一方、今回議員御提案のＩｏＴ電球を活用した高齢者見守りサービスにつきましては、青森県む

つ市が昨年２月から、また宮城県大河原町は昨年８月から実証実験を始めております。このＩｏＴ

電球を利用した高齢者見守りサービスに係る経費といたしましては、ＩｏＴ電球が１個8,580円、

アプリケーション使用料は月額638円で、青森県むつ市ではＩｏＴ電球を公費負担とし、アプリケ

ーション使用料については使用者負担として定めており、令和３年度においては現在の独居高齢者

世帯3,214世帯のうち100世帯分を予算計上し、申請に基づき設置をする旨をお聞きしております。 

 このＩｏＴ電球を活用した高齢者見守りサービスは、今後多くの自治体で採用することが見込ま

れており、村におきましても、他の見守りサービスを含めて今後検討してまいりたいと考えており

ます。 

 また、全ての65歳以上の独り暮らし高齢者のお宅への見守りサービスの設置についてでございま

すが、対象となる高齢者の皆様もそれぞれ御家庭の御都合や状況等も異なりますことから、村とい

たしましては御本人や御家族等のお考えを尊重させていただきたいと考えております。高齢者の皆

様に安心して暮らしていただくためには、こうした緊急通報システムに加え、地域全体で見守りを

行うシステムが重要と考えており、現在進めております地域包括ケアシステムの早期実現に向けて

引き続き努めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 
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○議 長（松本 茂議員） 

─────６番 西條正純議員。 

○６番（西條正純議員） 

 高山村独り暮らしの高齢者の人数というのはどのくらいかというと、私も全然知らなくて、これ

だけ、結構いるのだなとちょっとびっくりした次第です。それと、現在のシステムについて、どれ

だけの経費がかかっているのか、これも知らなかったんです。私が思ったよりはコストが安くてほ

っとしているところです。 

 私の提案したＩｏＴ電球ですけれども、先ほどの答弁にもございましたように、むつ市のほうで

は電気代のほかに638円ということですが、いろんな会社がやり始めておりまして、それよりも低

コストのシステムもあるようです。ということですので、私、全ての65歳以上の独り暮らしと申し

上げましたが、確かに今65歳でばりばり元気で、もう全然問題ない方もいらっしゃいます。ですか

ら、さすがにそういう人まではというところもございますけれども、現在、通報システムよりも、

もうちょっと増やすために、ハードルと言っては何ですけれども、対象の範囲を広げて、この低コ

ストの形のものを広めていくというのをどんどん進めていっていただきたいと思います。それには、

このＩｏＴの電球のこれからの動きですね、今いろんなところが出てきておりますので、確実な会

社で低コストのものを選んで、それで対象の65歳以上の中でどの人を対象にするかというのも記録

していっていただきたいと思います。 

 今まで65歳以上にこだわりましたが、65歳以上が高齢者と言われていることですが、70歳以上の

独り暮らし全てという形にしてもよろしいかと思います。 

 それと、無線ペンダントという形でスイッチを持ち歩いているというお話しですが、ペンダント

ということですから首からぶら下げておくものだと推測いたしますけれども、確かに持ちやすいで

す。でも、万が一ペンダントを持ち歩いていなかったら、風呂の中ではどうなるのかということも

ありますので、そのときは、全然ここでライトがついたり消えたりしていないから何か異常があっ

たんじゃないかというようなことが分かるようなＩｏＴ電球のほうが、こういう場合はいいのかも

しれません。 

 この村のシステムはさすがに24時間体制で見守っており、安心ではございますけれども、それに

補完するという形で見守りの範囲を広げる施策を進めていただきたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 村ではあくまでも65歳以上の独り暮らしの高齢者の方等につきましては、御希望があれば全て貸

与させていただいておりまして、決して貸与していないということではございませんので、その辺
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はよろしくお願いいたします。 

 また、ＩｏＴ電球でございますけれども、これにつきましては、なかなか一定期間を見た上で、

その方が本当に健康かどうかを管理していくシステムかと思われますけれども、村のシステムにつ

きましては緊急性に対応しているということで、もし何かあった場合は即対応していただけると、

そういう形もございます。そういった中で緊急性を考えた場合は村のシステムのほうがよろしいの

かなということを考えております。 

 また、ＩｏＴ電球と同じように、村では附属としてセンサーで見守るシステムを希望される方に

は設置させていただいてございますので、そういった部分も活用していただきながら、御利用いた

だければと思っております。 

 いずれにしましても利用されることを希望される方には多くの皆さんに御利用いただけるよう、

周知には努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で西條正純議員の質問を終わります。 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 それでは、通告に従いまして、本日は３問の質問をさせていただきます。 

 最初に、消防団員の処遇改善等についてということで質問をさせていただきます。 

 ２月21日に発生した栃木県足利山林火災は、８日目の３月１日ようやく鎮圧することができまし

た。他にも群馬県桐生市など何件かの山林火災が発生しました。これから５月にかけては特に山林

火災の発生が多い時期です。山林火災は広範囲であり、沈火までに多くの時間を要します。対応す

る人員も多数配置しなければなりません。消防団にとっても、山林火災は出動時間や体力面で非常

に大変な火災であります。 

 今、下草火災も多発する時期です。村消防には十分な火災予防対策をお願いをしたいというふう

に思っております。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 近年、激甚化する風水害や切迫する大規模地震、地域における消防防災体制の中核的な存在とし

て、地域の住民の安心・安全確保のために消防団が果たす役割はますます大きくなっています。今

年１月に消防庁から発出されている事務連絡において、消防防災に関する地方財政措置の見通しを

踏まえた留意事項として、地域防災力の中核となる消防団及び自主防災組織等の充実強化について

具体的な方針が示されました。 

 今回は、次の項目に絞って質問をさせていただきます。 

 地方交付税単価（年額報酬３万6,500円、１回当たりの出動手当7,000円）を踏まえ、年額報酬や

出動手当の引上げ。 
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 ２番目、緊急防災・減災事業債等を活用し詰所の女性用トイレ等の整備などの消防団活動拠点等

の環境整備をすること。 

 以上、国の要請について村の対応方針等をお聞かせください。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 消防団員の処遇の改善等についてお答えいたします。 

 消防団員は、火災時における消火活動のほか、台風や地震などの自然災害から住民の生命、財産

を守るため、生業を持つ傍ら、災害が発生する恐れが予想されるときや、災害が発生しているとき

などに、自分たちの地域は自分たちで守るという崇高な精神と郷土愛の下で、地域の安全と安心の

ために日々、消防活動に当たっていただいております。 

 しかしながら、少子高齢化や社会の就業構造の変化などに伴って、年々、消防団員の確保が難し

くなってきており、本村におきましても、現在196名の定数に対して３名の欠員が生じるなど、地

域防災力の低下が懸念されておりますことから、高山村消防団では、団幹部で構成する分団長会な

どにおいて消防団活動に関する諸課題の整理や、その改善策等について協議をしていただいており

ます。 

 そのような中で、去る１月22日付で総務省消防庁総務課から消防庁の令和３年度当初予算案、令

和２年度第３次補正予算案及び令和３年度の消防防災に関する地方財政措置の見通しを踏まえた留

意事項についての通知がありました。この通知によりますと、近年、特に風水害を中心とする災害

が多発化、激甚化する中、消防団に求められる役割は多様化、複雑化しており、消防団員個人の負

担も増加している。消防団員確保のためにはさらなる処遇の改善が必要であることから、地方交付

税単価を踏まえ、年額報酬や出動手当を引き上げていただきたいこと、特に地震、風水害などの災

害に係る出動手当については、活動実態に見合う引上げを行っていただきたいこととした上で、議

員お話しのとおり、団員の年額報酬を３万6,500円、また１回当たりの出動手当を7,000円と示して

おります。 

 さらに、消防団の整備の充実や機能別団員など、消防団員の確保や新型コロナウイルス感染症対

策などが盛り込まれております。 

 そこで、出動手当などの処遇改善についてのお尋ねでありますが、消防団員の報酬や出動手当は

各自治体の条例で規定することとされておりますことから、本村では消防団の活動実態や近隣市町

村の状況などを考慮して定めております。 

 そこで、本村の消防団員の出動手当は、団員が水害、火災、警戒、訓練等の職務に従事する場合、

費用弁償を支給することとしており、出動時間２時間未満は550円、２時間から４時間未満は1,100

円、４時間以上は2,200円で、警戒は１回につき1,100円以内としており、これは職員の旅費に関す



－46－ 

 

る条例の１日の日当に準じた手当の額となっております。 

 そうした中で、消防団員の活動は平時における予防啓発活動のほか、一たび台風が接近する恐れ

が想定される場合や、大雨による水路の氾濫などの際には土のう作業など、災害の拡大防止のため

に様々な防災活動に従事していただいております。特に災害が発生する恐れがある場合や、発生し

ているときなどは、昼夜を問わず消防業務に当たっていただくとともに、時には危険を伴う作業に

も当たっていただいております。 

 このようなことを考慮いたしますと、村では大変厳しい財政運営の中ではありますが、消防団員

が日々、郷土の安全・安心と村民の皆さんの生命、財産を守るために活動していただいていること

を重く受け止めるとともに、団員確保のための待遇改善を図る観点から、今後、出動手当などの見

直しについて近隣市町村の動向なども参考にしながら、処遇改善について検討してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、消防団活動拠点の環境整備についてのお尋ねでありますが、消防団員が消防活動を行う上

で、ポンプなどの器具置き場や詰所などは必要不可欠な施設であります。また、近年は全国的に女

性の消防署員や消防団員も、少しずつではありますが増加しているとお聞きしております。そうし

た中で、現在、本村には女性消防団員はおりませんが、これからの時代、男性、女性を問わず災害

など一朝有事の際の体制整備は極めて重要なことであると考えております。 

 そのようなことから、消防団員の活動拠点となる詰所の整備に当たっては、今後の女性消防団員

の加入促進などを図る上で必要不可欠であり、男女別々のトイレや更衣室などを含め、これからの

時代にふさわしい環境に配慮した施設となるよう、各分団や関係自治区にお願いしてまいりたいと

考えております。 

 なお、第２分団地域では、各自治区の御理解と御協力をいただいて、新年度に拠点となる消防詰

所を整備される計画でありますが、この消防詰所には既に男性用と女性用のトイレを備えていただ

く計画となっております。 

 したがいまして、地域の安全・安心を守っていただく消防団員の活動に対して地域の皆様の御理

解と御協力をいただきながら、今後とも団員の確保に努めてまいりますとともに、消防団幹部の皆

様と課題を共有し、活動しやすい環境の整備はもとより、待遇改善など前向きに検討してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 再質問させていただきます。 

 しかし、今回の宮本課長の答弁は完璧でございました。また、団員の処遇の改善に非常に前向き

な答弁だというふうに思っております。大変ありがとうございます。再質問の余地がありません。 
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 一言言わせていただければ、村の消防団に対する考えは、近隣市町村と比べて一歩も二歩も前に

進んでいると私は考えております。近隣市町村の動向は参考にはなりません。村独自の視点で検討

をお願いしたいと、このように思っておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、次の質問に入らさせていただきます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 西原議員に申し上げます。しばらく休憩したいと思います。換気、消毒等のための休憩です。 

 会議は午前11時５分より再開いたします。 

午前10時52分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時04分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 それでは、第２問目に入らさせていただきます。 

 農家などの後継ぎ問題について質問をさせていただきます。 

 高校までは自宅で親と一緒に生活をしていますけれども、その後、進学や就職で多くの若者が村

外、県外に移り住んでしまっています。就職や転職で地元に戻ってこられる方もおられるでしょう

けれども、村外へ定住されてしまっている皆さんも非常に多くなっています。今、後継ぎがおらず

高齢者だけの世帯が増えています。いずれ空き家になり、農地は荒廃してしまいます。Ｉターンで

就農されている皆さんが、その任の一端を負っていただいておるとは思いますが、専業・兼業農家

の後継ぎ問題の解決にはならないと思っています。 

 コロナ禍の中で、学生も含めて、特に首都圏で生活されている皆さんは大変な苦労をされている

というふうに聞いています。テレワークや子育てを田舎でと考えている若い世代の皆さんが増えて

いるとも聞いています。村の出身者でＵターンして農家の跡を継ぎたいと考えている皆さんにも新

規就農者並みの支援ができないか、お伺いをしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 農家などの後継ぎ問題についてお答えいたします。 

 本村の基幹産業であります農業は、後継者不足や農業従事者の高齢化が進み、農作物の栽培面積

や生産量の減少、耕作放棄地の拡大が大きな問題となっておりますことから、村では、この問題に

対処するため、新規就農者や認定農業者など農業の担い手の育成や確保に努めているところであり
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ます。 

 中でも、新規就農者対策としましては、就農時の年齢が50歳未満の若い農業者を対象とした国の

農業次世代人材投資資金の活用を初め、村単独事業としましては、55歳未満の農業者を対象に農業

研修費や農地、農業機械の賃借料、農業共済掛金等を補助する高山村新規就農者支援事業により新

規就農者の育成、確保に努めているところであります。 

 一方、村では、新規就農者対策とは別に、農業経営基盤強化推進法に基づき５年後の農業経営の

規模や栽培する作物の構成など経営の合理化を図るための経営改善計画を認定する認定農業者制度

を推進しております。この制度は、年齢に関係なく、どなたでも専業農家を目指す意思等があって、

経営改善計画書を村へ提出し村の認定を受けていただければ、認定農業者として村独自の支援を受

けられることとなっております。 

 このような支援策としまして、村の地力増進施設内で製造しております堆肥の購入に対する補助

や果樹共済掛金への補助を行っておりますほか、ＪＡと連携して認定農業者専用の農業機械等を導

入するための融資資金に対する利子補給や果樹栽培に必要となるスピードスプレヤーや、高所作業

車、乗用型草刈機の購入に対する補助などにより農業の担い手確保に努めているところであります。 

 そこで、高山村出身者でＵターンして農業経営をされる方に新規就農者並みの支援ができないか

とのお尋ねであります。先ほど申し上げました国の農業次世代人材投資資金におきましては、農業

研修期間中の２年間と経営開始当初の５年間に限り給付金が支給される制度でありますが、Ｕター

ン者のように親元で就農する場合であっても、農業経営基盤強化推進法に基づく青年等就農計画の

認定要件に加え、親の経営から独立してほかの経営部門を行う場合には、親の経営に従事してから

５年以内に経営を継承する場合には給付金を受けることができます。 

 また、村単独事業の高山村新規就農者支援事業につきましても、２年以上指定する研修機関等で

研修していただき、就農計画が認定されれば、親元で就農される方も支援対象となりますので、御

利用いただきたいと思っております。 

 なお、Ｕターン者のように親元で就農される方は、既に親等が所有する農地や農機具等がそろっ

ている場合などが多いことに対して、初めて高山村に転入して就農されるＩターン者は、農地や農

機具もなく、生活する住宅もないなど、まさにゼロからのスタートとなりますことから、これまで

条件的に恵まれているＵターン者に限定した支援策などは講じてきておりませんでした。しかしな

がら、高山村で生まれ育った子どもたちが一旦就学や就職等で高山村を離れ、再びＵターンして農

業後継者になっていただくことは大変ありがたく、今後、高山村の将来を担っていただくためにも

重要な人材でありますことから、Ｕターン者に対する支援策について検討してまいりたいと考えて

おります。 

 したがいまして、農業は本村の基幹産業であるとともに、美しい農村景観を維持していくために

大変重要な産業でありますことから、国や県などの関係機関と連携し、ＪＡを初め、様々な団体や
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農家の皆様の御意見や御協力をいただきながら、引き続き農業の担い手不足の解消に努めてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 私、今、認定農業者連絡協議会の役員をやらせていただいています。私の知る限り、法人等を除

く個人会員が93名いらっしゃいます。65歳以上の方が57名、61％でございます。そのうち後継ぎが

いらっしゃる方は数名しか確認はできませんでした。認定農業者さえそんな状況でございます。た

だ、後継ぎの問題は農家だけの問題ではありません。村で育った子どもたちがふるさと高山に帰っ

てきて、村の伝統文化を継承し、村のリーダーとして活躍していただくことは、村長の強い思いだ

というふうに私は思っています。村を離れている皆さんに村長の考えている支援策、Ｕターンをし

てほしいという思いをいま一度お話しいただければありがたいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 今、再質問ということで、私の強い思いをということでありますけれども、社会構造あるいは社

会情勢が大きく変わる中で、昭和30年代からいわゆる高度経済成長があって、こういう中で人口の

流出が都市部へ流れたという背景があるのです。そして、こういう現象の中で、申し訳ありません

けれども私も身を置いた一人であります。 

 そういった中で、外から高山村を見たときに、私の同級生あるいは地域の皆さんがふるさと高山

村を守っていただいている、このことに対しては、私は感謝の言葉しかありませんでした。そして

現在、こういう立場に身を置いたときに、そのような人をつくる、そして議員お尋ねの農業に対し

て支援策をするという思いは、私もかなり強い思いを持っています。そういった意味で農業政策を

検討していきたい、このように考えております。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 ありがとうございます。 

 農業支援に前向きな検討をお願いをしたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

 それでは、次の質問に移らさせていただきます。 

 ３問目、新型コロナウイルスワクチンの接種について質問をさせていただきます。 
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 村のワクチン接種はどのような体制で、どのように行われるのか。医師、看護師の体制は。個別

接種なのか、集団接種なのか。どのような順番で行われるのか。接種はどこで行うのか。ワクチン

の有効性、安全性について。副反応が出たときの対処方法。リハーサルは行うのか。いつから接種

が始まるかなど不明瞭な点が多い中で、できるだけ正確な情報を住民に分かりやすく説明をしてい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 新型コロナウイルスワクチン接種についてお答えいたします。 

 依然として新型コロナウイルス感染症の終息が見えない中で、２月14日には厚生労働省がアメリ

カの製薬会社ファイザーが開発したワクチンの安全性や有効性について確認できたとして、国内で

初めて承認されました。 

 これを受け２月17日からは全国100病院の合意を得た医療従事者４万人に対し先行接種が開始さ

れておりますが、今後、16歳以上の全国民を対象に順次ワクチン接種が行われることとなっており

ます。 

 そこで、村のワクチン接種の体制についてのお尋ねでありますが、このたびの新型コロナウイル

スワクチン接種につきましては、平時の定期接種と同様に、各地域で住民向けの接種体制を構築す

ることから住民票所在地の市町村で接種を受けることが原則とされております。ただし、長期入院、

長期入所等でやむを得ない事情による場合には、住民票所在地以外で接種を受けることができるこ

ととされております。 

 こうしたことから村では、基本的に村民の皆様が村内で接種を受けることができるよう、高山村

保健福祉総合センター内に集団接種会場を設けて、月曜日と火曜日、さらに木曜日と金曜日の週４

日の午後１時半から５時半までの４時間でワクチン接種を行う計画としております。また、村が設

置する集団接種会場には、高山診療所の医師及び看護師が中心となって対応させていただくことと

しておりますことから、接種期間中は水曜日を除き高山診療所の午後の診療を休診とさせていただ

くこととしておりますので、診療所を御利用いただいている皆様にはしばらくの間御迷惑をおかけ

しますが、御理解と御協力をお願いいたします。 

 なお、今回のワクチン接種では、須高管内のように日頃から生活圏、医療圏が一体的な地域で複

数の市町村が共同で接種体制を構築する場合には、当該市町村相互間での住民の接種は同一市町村

内の接種と同様に取り扱うことができることとされておりますことから、須高管内の民間診療所に

おいて個別接種の受入れについて現在、須高医師会を通じて調整を行っているところであります。 

 次に、ワクチン接種の順位についてでございますが、このワクチンにつきましては現時点で量に

限りがあり、今後、順次供給されるものと思われますが、国では接種順位と接種の時期を公表して
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おります。これによりますと、３月中に医療従事者の接種が終了した後、感染した場合の重症化リ

スクの高い65歳以上の高齢者と高齢者施設等の従事者を優先し、その後、高齢者以外の基礎疾患を

有する方、最後に16歳から64歳以下の一般の方の順に接種を行うこととされております。 

 このため、村では国からワクチン供給される４月下旬から65歳以上の高齢者のワクチン接種を予

定しておりますことから、３月下旬から４月上旬にかけて対象となる高齢者の皆様に対し接種券と

予診票等を郵送させていただくこととしております。また、高齢者の皆様がスムーズにワクチン接

種が行えるよう、事前にワクチン接種の意向等を把握させていただくため、現在、意向調査を実施

させていただいております。今後、接種券等を送付させていただく際は、今回の意向調査の結果に

基づき接種日時等について御通知させていただくとともに、独り暮らし高齢者世帯など、交通手段

のない方には送迎車両等の手配をさせていただくこととしております。 

 65歳以上の高齢者と高齢者施設等の従事者の接種が終了した後、基礎疾患を有する方、そして16

歳から64歳以下の一般の方と順次ワクチン接種を行っていただくこととなりますが、２月26日に河

野太郎行政改革担当相が公表された内容によりますと、65歳未満の一般の方のワクチン接種時期は

７月以降になる見通しであると言われております。 

 したがいまして、今後のワクチン接種の日程はワクチンの供給次第となりますが、村では国の公

表に基づき、順次対象となる方に接種券等を郵送させていただくとともに、ワクチン接種の予約方

法等につきましても周知させていただくこととしております。 

 次に、ワクチンの有効性、安全性と副反応が出た場合の対処についてでございますが、ファイザ

ー社のワクチンの有効性につきましては、厚生労働省によりますと、ワクチンを受けた人が受けて

いない人よりも新型コロナウイルス感染症を発症した人が少なく、海外の治験では95％のワクチン

有効率が確認されているとした上で、安全性につきましても優れていると言われておりますが、現

在先行接種を行っている医療従事者４万人のうち２万人を対象に安全調査が行われており、さらに

４月以降の高齢者への接種が始まった後、接種を受けた方の中から協力者を募り、最大で計300万

回分の接種後のアンケートを行い、接種後に生じる副反応などの情報を集めて、定期的に公表を行

うこととしております。 

  一方、副反応としては、頭痛、関節や筋肉の痛み、注射した部分の痛み、疲労、寒気、発熱な

どがあるとされておりますが、感染症専門医によりますと、副反応は抗体をつくっているサインで

あり、２回目のほうがより活発に体が防御しようとしているとした上で、高齢者よりも免疫の強い

若い人のほうが副反応症状は出やすいと言われております。 

 さらに、まれに起きる重大な副反応としてアナフィラキシーショックやけいれん等があるなど、

新しい種類のワクチンであることなどから、これまで明らかになっていない症状が出る可能性もあ

ると言われております。 

 このため、村が設置する集団接種会場では、国の示す接種後15分から30分間は室内で経過観察を
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させていただき、仮にアナフィラキシーショックやけいれん等の重大な副反応が所見された場合は

即座に対応できるよう、あらかじめ国が示す医療器材や薬を用意させていただいておくとともに、

万一に備え須坂市消防署高山分署や信州医療センターと事前に十分な連絡調整を図りながら、ワク

チン接種体制を整えてまいりたいと考えております。 

 また、ワクチン接種は蔓延を防ぐため緊急に行う予防接種法上の臨時接種に位置づけされており、

全国民に無料で接種が行われ、国民には原則として接種の努力義務が課せられることとなりますが、

妊婦さんにつきましては安全性に関する情報が十分でないことなどから、接種はできるものの、努

力義務は課さないこととされております。 

 したがいまして、ワクチン接種は最終的に個人の判断で接種を行っていただくこととなりますが、

接種日当日、明らかに発熱がある場合や体調が悪い場合などは接種を控えていただくとともに、現

在、何らかの疾患等で治療を受けられている方は、事前にかかりつけ医に相談していただき、接種

の可否を判断していただきたいと考えております。 

 今後、村ではワクチン接種を実施するに当たり、住民の皆様からの一般的な相談等を受け付ける

ため、３月15日に高山村保健福祉総合センター内に相談窓口となるコールセンターを開設させてい

ただき、土日、祝日を除く平日の午前８時30分から午後５時15分まで相談を受け付けることとして

おります。県におきましても、同様に４月１日より専門相談窓口となるコールセンターを設置し、

ワクチン接種後の副反応などに関する専門的な相談に応じることとしております。 

 したがいまして、ワクチン接種につきましては、いまだ供給時期等が不透明であり、今後の日程

は流動的な部分が多々ございますが、村では４月下旬から始まる集団ワクチン接種に備え、早期に

会場を設定した上で、入念なシミュレーションを行うなど万全を期して対応に当たりたいと考えて

おります。 

 一日も早くコロナ禍を収束させ、明るく活力ある日常を取り戻せるよう、村では総力を挙げて取

り組んでまいりますので、今後とも村民の皆様のなお一層の御協力をお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 再質問が４項目程ありますけれども、一遍に質問させていただいてもよろしいでしょうか。 

 再質問を行います。十分にリハーサルを行っていただいて、トラブルが発生しないようスムーズ

にワクチン接種が行われるようにお願いをしたいというふうに思います。 

 ワクチンがスムーズに供給されないことが予想されることで、接種の期間が長期化することが懸

念されます。接種する順番でのクレームやトラブルが発生しないように、慎重に検討をいただきた

いというふうに思っております。 

 個別接種の受入れ先を探すのが大変困難だというふうに聞いています。それだと１日の接種回数
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が限られてしまいます。村には診療所医師ＯＢの安藤先生、紅谷先生がお住まいでいらっしゃいま

す。両先生にお願いして、より多くの村民により早く供給されたワクチンを接種できる体制を早急

に整えていただきたいと、このように思います。 

 また、日々、新しい情報が国・県などから入ってきているというふうに思います。村のワクチン

接種の対応もそれによって変えていかざるを得ないというふうにも思っています。ワクチン接種開

始時期、１日何人ぐらいの接種が可能なのかなど、最新の決定事項があったらお聞かせをいただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 それでは、再質問にお答えしたいと思います。 

 今、何点かあったと思います。まず、個別接種という話もありました。それは先ほど申し上げま

したように、主体的には集団接種ということですけれども、いろいろな状況で村内におられない方

もありますので、そうした点は須高地域は一体ということもあります、あるいは県外にも行ってお

られる、そういうこともありますので、十分にその辺には注意してまいりたいと思います。 

 また、御不明な点に対しましてはコールセンターを御利用いただきたい、このように思っており

ます。 

 そして次に、今までの経験のある先生というお話がありました。先ほど答弁の中で、診療所の先

生、看護師を中心にと、こういうことで答弁をさせていただきました。中心にということで、今議

員の言われましたそういう方には十分に応援、支援をしていただくということを御理解いただいて

おり、そういった点で検討を進めております。 

 そして、日々変化するということに順応して体制を整えてくると、こういうお話しですが、先ほ

ども話がありましたように、ワクチンの供給体制というのは、議員も御存じのように、なかなか予

定どおり、一定にはいかないというふうなこともございます。そういった点を踏まえ、国・県と十

分に連携を組みながら、その体制には即座に対応していくようにしていきたいというふうに思って

おります。 

 そして、１日何名なのかということでございますけれども、いわゆるワクチンが、接種と合わせ

てどのくらい来るかによって、その量によってどういうふうに接種していいのか、当然変わらざる

を得ないですね。ですから、１回やって、２回目の接種は３週間後にするというふうなこともあり

ますので、そういうことをできるような体制を整えなければならないということがありますので、

先ほど言いましたように、今の診療所の先生と協力いただいている方も含めて最大限の接種をして

いきたいと、このように考えております。個々に幾つと、何人というのは、そのときによって変わ
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ってきますので、ちょっと数については申し上げられませんけれども、最大限接種できるように、

そういうふうな体制はとっていきたい、このように思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 もう少し具体的な答弁はなかったんですか。課長、具体的に答弁はなかったんですかね。 

（「接種の人数ですか」の声あり） 

○５番（西原澄夫議員） お願いできますか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 ワクチン接種の実際の人数でございますけれども、ただいま村長が申し上げましたとおり、ワク

チンの供給量によりまして大分計画が変わってくるわけでございますけれども、今現在、私どもが

ワクチンが順調に供給された場合を見込んでの、あくまでも計画でございますけれども、１日、午

後４時間で、１時間当たり15人、半日で60人を予定しております。そして３週目よりは２回目の接

種が始まってくるわけでございますけれども、そのときからは、先ほど申し上げました高山診療所

の元診療所長であります紅谷先生、安藤先生の御協力をいただきながら、２レーンで対応させてい

ただくとして、１日120名程度をこなしていければいいなということで今現在は計画をさせていた

だいているところでございます。 

 なお、全くワクチンの供給量が分からない状況でございますけれども、とりあえず情報といたし

ましては、現在65歳以上の方2,446名の方に意向調査をさせていただいているわけでございますけ

れども、そのうち、昨日現在で1,838名、75.1％の方から御回答いただいております。このうち接

種を希望される方は1,692名ということで、回答いただいた方の92.1％は接種を行いたいという希

望をお持ちのようでございます。多くの皆さんがワクチン接種を希望されております。大変有り難

い状況でございますけれども、なかなかワクチン供給量が未定の部分ございまして、今現在、国か

ら示されている内容としましては、４月26日の週に１箱、全市町村にワクチンを供給するという情

報を得ております。 

 １箱と申しますと195バイアル、当面、１バイアル５回分といたしますと、975回分の接種分とい

うことになります。ただ、１人２回接種が必要ということでございまして、その後、順次ワクチン

が供給される見通しがあればよいわけでございますけれども、そうでなければ、１回目を接種して

から３週間後の２回目のワクチンとしてそれの分を確保しておかなければいけないという形もござ

いますので、当面は実質487人分のワクチンが４月26日の週には供給されるんじゃないかというふ

うに考えております。 
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 そういったことで今現在、先ほど答弁で申し上げましたとおり、４月下旬からのワクチン接種の

開始を見込んでおりますけれども、場合によっては若干遅れる場合もあり得るということも考えて

おりますけれども、いずれにしましてもその都度、住民の皆様には情報提供させていただいて、住

民の皆さんが不安となることのないように、しっかりした対応をとってまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────５番 西原澄夫議員。 

○５番（西原澄夫議員） 

 分かりました。できるだけスムーズに、安全に、希望者全ての皆さんに接種ができるだけ早くで

きますように、十分に御準備をいただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で西原澄夫議員の質問を終わります。 

─────11番 宮川登志一議員。 

○11番（宮川登志一議員） 

 毎日コロナ、コロナで、いつ終息するのか、一日も早い終息を願うものです。 

 そんな中、通告に従いまして御質問いたします。 

 役場入り口左側のトイレの竣工検査後、地盤が沈下したり、コンクリートにクラックが入ったり

している。その工事に補償はついているのか、ついていないのか、質問します。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 役場駐車場トイレの工事についてお答えいたします。 

 役場駐車場南側入口に設置しております公衆トイレは、平成27年度に村道紫樋沢線交差点改良工

事の施工に伴い、公衆トイレと一体になっているバスの停留所及び銀行のＡＴＭの移設が必要にな

ったことから、駐車場出入口が急勾配で、大型バス等の利用に不便を来していたため、駐車場への

出入口を総合的に検討する中で、現在の場所に改築したものであります。 

 完成したトイレは、男性用と女性用のほか、多目的トイレも配置し、比較的スペースのあるゆっ

たりとした環境の中で、多くの皆さんに安心して利用いただいているところであります。 

 そこで、議員御指摘のトイレ入口付近における地盤沈下についてでありますが、過日、工事を請

け負った業者とコンクリート路盤等のクラックについて現地を確認したところ、建物には特段の異

常は見られませんが、建物周辺では一部の地盤が沈下し、雨水桝や歩道のクラックなどが確認でき

たほか、建物と歩道の間に隙間があいておりました。 
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 このため、施工業者とともに沈下原因等を調査したところ、この建物の中には給水管や汚水管を

管理する地下室が設置されており、基礎は盛土した地盤ではなく、現在の地盤より約２ｍ下にある

安定した支持基盤を基準に施工していることから、建物自体が沈下する恐れはないものの、建物の

周囲は掘削した土砂を埋め戻していることから、何らかの原因で雨水等が染み込んで沈んだものと

考えられます。 

 また、トイレ付近には多少の段差が生じている箇所があり、利用者がトイレに入る際、つまずい

て転倒する恐れがありますことから、段差の解消や目地のコーキングなど必要な措置を施してまい

りたいと考えております。 

 また、議員御質問の工事における瑕疵担保についてでありますけれども、一般的な公共工事にお

ける瑕疵担保期間は、工事請負者の故意や重過失による瑕疵を除き２年間とされております。その

ようなことから、今回の工事は完了から既に２年が経過しており、補償の期間を過ぎておりますが、

施工業者に相談したところ、業者の負担で誠意をもって必要な対策を講じていただくこととなりま

したので、新たな村の負担はございません。 

 したがいまして、今後も継続的に状況を確認してまいりますとともに、村民の皆様に安心して御

利用いただけるよう、引き続き施設管理に努めてまいりますので、御理解賜りますようお願いいた

します。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────11番 宮川登志一議員。 

○11番（宮川登志一議員） 

 ちょっとついでですのでお聞きしたいわけですが、竣工検査のときにはコンクリートの強度とか、

生コン車が工場から出発して現場へ着いて、現場で打設が終わるまでの時間とか、そういったのは

作業日報とかそういうのでご覧になっているんですか。コンクリートの場合、大体、工場で材料、

水、みんなまぜて出発してから２時間たつとコンクリートはもう硬化が始まって、アイスでいうと

ジャブジャブしてきちゃうんだね。そうなってきちゃうと、もう強度が、型枠に詰めても半分ぐら

いしか出ない。 

 それと、現場で打つときに、生コン車が来たときに、テストピースにコンクリートを詰めて、現

場と同じ養生で置いておいて、１週間後に圧力かけて、それで何キロ、何キロとやるんだけれども、

そんな点も検査のときには一応対象にしてやっておられるのか。 

 それから、一般の女性の方が入るときに入り口のところも、外から見えるときに別々にしておい

てもらいたいと。中へ入ってから男女で分かれているから、中へ入ってから見えなくなっちゃうか

ら、そうすると何か女性の方が同時に入った場合には抵抗があると。ドアはなくても、入り口さえ

別になっちゃっていれば、もう中へ入って別々だから、そういうあれですが、その点ちょっとお聞

きします。 
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○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 再質問にお答えいたします。 

 これ施工監理業務ということになろうかと思うんですけれども、発注した公共工事が計画書どお

りに施工されているか、ただいまお話しがありましたように、材料でありますとか、その数量など

の確認、非常に大事なことかと思っております。村でもなかなか技術者という職員もおらないもの

ですから、一般的な土木工事の際には、長野県が市町村の行う建設事業に関わる支援を行う機関が

あるんですけれども、建設技術センターというところで施工監理業務を委託しておりますが、一方、

公共建築事業につきましては、こういった支援機関がありませんので、その設計内容が非常に複雑

で細かいと、建築の場合にはそういうことがありまして、これもまたなかなか町村職員には監督業

務という難しい部分がございます。 

 そんなことから、一般的には建築をした設計業者に施工監理業務も別途委託をしてしっかりとし

た設計どおりに行われているかどうか、職員とともに監督を行わせていただいているところでござ

います。 

 そして、今お話にありましたように、日報などでコンクリート打ちのときのような重要な施工の

ときには確認しているのかなというようなことでございますけれども、実際、こういった委託をし

た業者と職員がともに、そういった重要な施工の際には立ち会うこととしております。また、掘削

をしたときなどにつきましても、しっかりとした路盤、掘削されているかどうかメーターを測った

り、そういった対応に当たっておりまして、職員だけではなくて、事業に精通をしている設計業者、

施工監理業者とともにそういった施工監理に当たっておりますので、よろしくお願いをいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────11番 宮川登志一議員。 

○11番（宮川登志一議員） 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 トイレの入り口だけでも扉で仕切るとか何とかちょっと、それだけはひとつ近々にお願いしたい

と思います。 

 これで質問を終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 大変失礼をいたしました。 

 もう１点、再質問の中にございましたが、先ほどお話がありました入り口のところですね、女性
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の入る際というようなお話もございました。ちょっと現場も再度確認をさせていただいて、何か対

応がとれるかどうか、その辺も併せて検討させていただければと思いますが、よろしくお願いいた

します。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で宮川登志一議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。会議は午後１時から再開いたします。御苦労さまです。 

午前11時54分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について質問いたします。 

 国内で新型コロナウイルス感染が始まりましてから１年ほどが経過をしました。感染者数は一時

と比べ、減少の傾向を見せてはおりますが、終息はまだ見通せていません。国民の生活は大きく変

わり、個人の行動も制約されている状況下にあります。 

 売上げが激減した会社、飲食店など、そこに働いている皆さんの給与の削減はよいほうで、解雇

や雇い止めによる収入を絶たれ、今の生活にも困窮する方もおられます。 

 国では、１人当たり10万円の政策に始まり、マスク問題、そして、各メディアから国民の状況、

社会の状況が報道されるたびに、国庫補助事業を追加し続けてまいりました。 

 最近では、孤独・孤立問題担当大臣が新設され、坂本一億総活躍担当大臣が兼務することになり

ました。そして、こう述べています。「格差に対し、政治が救いの手を差し伸べる仕組みをどうつ

くるか。一人も取り残さない社会をつくることが、一番大事な政治の力だ」と言われています。 

 今、コロナによって引き起こされている孤独、貧困にすぐ手を差し伸べることができる具体的な

支援こそ急ぐべきことなのではないでしょうか。 

 先般の全員協議会において、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の事業別執行状

況の説明がありました。 

 交付金充当残額が2,600万円強発生いたしましたが、この残額を高山診療所医療提供体制等構築

事業に2,000万円、庁舎自動ドア改修費として860万円充当したい旨の説明でした。何か、私として

は予算の消化ありきで疑問を感じるとともに、防災避難所の整備など、対策は十分できているので

しょうか。 

 そこで質問いたします。 
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 地方創生臨時交付金の事業立案の課程と決定は、どのようにされておられるのでしょうか。 

 この交付金は、地域の実情に応じた取組の財源に充当していただくもので、各自治体の判断によ

って取組を行ってよいとなっておりますが、大変、使い勝手がよいために、各事業の深掘りができ

ていないように、どうしても思えますが、実際はどうなのでしょうか。 

 第３次交付額が決定したと聞きましたが、事業の決定はこれからということでありますので、新

型コロナ関連で仕事を失うなど、本当に生活に困窮している人に対しての手厚い事業を立案してほ

しいと思うが、答弁を求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業についてお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、令和元年12月に中国湖北省武漢市において最初の感

染者が確認されて以降、世界各国に感染が拡大し、今なお収束が見いだせない状況にあり、本年２

月26日時点の全世界の感染者数を見ますと、１億1,299万9,954例で、亡くなった方は250万7,428人

であります。 

 国内では、昨年の１月15日に１例目の感染が確認された以降、感染者は増加の一途をたどり、本

年２月26日時点で、検査陽性者は42万9,472例で、このうち入院治療等を要する方は１万4,944人、

亡くなった方は7,722人で、１月８日に発出された２回目の緊急事態宣言により一時的に感染者数

は減少傾向にあるものの、いまだ予断を許さない状況が続いております。 

 このような中、国では、マスク、医薬品等の迅速かつ円滑な供給体制の確保や入国管理のさらな

る強化、雇用調整助成金の要件緩和など、様々な施策により新型コロナウイルスへの対策を講じる

とともに、昨年４月20日には、感染拡大の防止と地域経済や住民生活支援のため、新型コロナウイ

ルス感染症緊急経済対策を実施いたしました。 

 この対策に基づき、国では、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細かに必要な事業を実施す

るための財源措置として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金制度を創設されたと

ころであります。 

 この交付金は、議員お話のとおり、新型コロナウイルス感染症への対応として効果的な対策であ

り、地域の実情に合わせた真に必要な事業であれば、原則として使途に制約がなく、経済支援や生

活支援、新しい生活様式への対応のために必要な施設の整備費用等についても対象にすることがで

きることとされており、本村では、令和２年度分として２億8,929万9,000円が交付されるとともに、

令和３年度分では１億739万7,000円が交付限度額として示されております。 

 このようなことから、村では、令和２年度事業としてこの交付金を最大限活用し、感染防止対策

や村内経済活性化などのための各種事業を実施してまいりました。 
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 その主な事業としましては、店舗、事業所における感染防止対策等に要した費用の95％を補助す

る高山村新型コロナウイルス感染症克服事業や、村内の26自治区において感染症対策に取り組む事

業に95％を補助する自治区施設感染拡大防止事業をはじめ、村内経済の活性化を図るため、発行総

額とプレミアム率を上乗せした高山村商品券発行事業のほか、実施中の現在２回目となる新型コロ

ナ克服応援クーポン券事業などであります。 

 また、３密を避けるなど、災害発生時における避難所の在り方も大きく見直す必要が生じたこと

から、避難所で使用するパーテーションや消毒用品、生活用品など、備蓄品を充実するとともに、

多くの村民の皆さんが利用する公共施設における感染防止対策として、トイレの自動水洗化や接触

機会軽減のための自動ドア改修工事など、本交付金を有効に活用して多様な対策を講じてきたとこ

ろであります。 

 そこで、まず初めに、交付金対象事業の立案過程と決定についてのお尋ねでありますが、村では、

この交付金を活用する際の基本的な考え方として、村民の皆様の健康を守ることが最重要課題であ

りますので、そのための徹底した感染防止対策とともに、村民の皆様の生活や、事業者の皆様の経

済活動を守る事業に対して、最優先に交付金を配分してまいりました。 

 この考え方に基づき、各課等において観光協会や商工会などの御意見や御要望等をお聞きし、地

域の実情や事業者の経済状況等を考慮した上で、実施計画案の策定を進めてきたところであります。 

 その後、実施計画案に対して、その事業効果や必要性などを庁内会議において検討するとともに、

理事者によるヒアリングの実施など、十分に審議を重ねた上で、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金実施計画を提出し、内閣府の承認をいただいた上で事業を実施してきたところで

ありますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、事業の深掘りができていないのではないかとのお尋ねでありますが、昨年４月22日の議会

全員協議会におきまして、私から村の財政支援策と消費喚起対策及び子どもへの支援策の３点につ

いて御説明申し上げ、議員の皆様から御理解と御協力の言葉をいただくとともに、先ほどの答弁で

も申し上げましたように、地域の実情や経済状況などに十分配慮し、特定の事業者等に利益が偏る

ことのないようにするなど、慎重に審議を重ねた上で実施計画を策定してまいりました。 

 また、事業実施後は、その効果や方法等についてアンケートや口頭による聞き取り調査を行うな

ど、事後検証も実施してまいりました。 

 このようなことから、本村におきましては、各事業に対し、十分な検討、検証ができているもの

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、真に生活に困窮している人に対する事業の立案についてのお尋ねでありますが、令和３年

度分の交付金の使途につきましては、現在、実施計画の策定に向けて各課等において検討を行って

いるところであります。 

 この計画の策定に当たっては、感染拡大防止策に加え、緊急事態宣言の影響により大きな経済的
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影響を受けている温泉旅館業に対する支援や、商品券発行事業などによる経済対策の実施など、村

民の皆様や事業者の皆様にとって効果的な施策となるよう配慮してまいりたいと考えております。 

 併せて、議員御提案の生活困窮者に対する支援も、計画策定段階において検討してまいりたいと

考えておりますが、新型コロナウイルス感染症の影響により失業した方の把握方法に加え、生活困

窮者の具体的な定義がないことなどから、国の動向を注視するとともに、他市町村における事例等

を参考にするなど、慎重に対応してまいりたいと考えております。 

 また、新年度におきましては、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の開始を予定し

ておりますが、村民の皆様の生活や経済に対する支援等につきましても、本年度における事業の効

果検証等も踏まえ、スピード感を持って業務遂行に当たるよう指示しているところでありますので、

御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再質問をいたします。 

 ただいまの村長の答弁で、その実態というものは理解をいたしました。 

 国の方針に沿って十分な検討をし、これからもそのようにやっていくということだろうというふ

うに思います。 

 どうしても、今一番困っている低所得者のひとり親世帯の臨時交付金というのが、今回で２回目

が出るようなんですけれども、１世帯５万円、第２子以降１人３万円、これは国の施策だと思いま

すが、今まで預貯金がある方というのは、広く一般にはこのコロナでも大丈夫だろうなと思います

けれども、その日を何とか生活している方にすれば、職を失うということは本当に大変なことでは

ないかな、このように思います。 

 そして、今回２回目の給付ということで、ひとり親世帯で、例えば１人子どもがいらっしゃると

いうことですと５万円になりますから、２回目で10万円の給付ということになりますけれども、本

当に仕事を失った人にとっては生活は困難だろうなと、このように思うわけであります。 

 今朝の朝刊も読まれた方が多かったと思いますけれども、ひとり親世帯の苦しい割合が６割にな

っていると、これは国レベルです。信毎ではほかのことを書いてありましたけれども。それで、子

どもの貧困が本当に深刻になっていると、こんな記事でありました。 

 これ本当に困窮している人というのは、そんなに人数は多くはないとは思いますけれども、いら

っしゃるんだろうというふうに思います。国の意に沿った支援を待っているのではなくて、やっぱ

り村独自で今すぐ助けることができる支援策というのはできないものなのでしょうか。お願いいた

します。 

○議 長（松本 茂議員） 
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─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問なんですが、避難所の問題についても、２つ合わせてお答えしたいと思います。 

 まず、避難所につきましては、先ほども申し上げましたように、一昨年の台風19号以降、新型コ

ロナが発生しまして、避難所の在り方を検討する段階にあり、今までの避難所の数では間に合わな

いとか、あるいは施設の充実等、こういうふうなことが言われておりました。そういう中で、パー

テーションの増設とか、あるいはいろいろな備品類、あるいは消毒、そういったものを備えると、

こういうふうになってまいりました。 

 一応、ある程度の備品は調達させていただきましたけれども、それが万全であるというふうには

思っていませんし、長期化すれば、それに対応はなかなかできない、こういう問題もありますので、

村では、各団体、あるいは各事業者等と防災体制に対する締結を結ばさせていただいております。

その中で、予期せぬ対応とかそういうふうなことに対して、物品の補給とかそういったものについ

ても応援、あるいは支援をいただくと、こういうことになっておりますので、そういう対応をさせ

ていただき、避難所の準備態勢を充実させたいと、このように考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 ２点目の生活困窮者についてでございますけれども、今、議員が言われましたけれども、新型コ

ロナウイルスになって、それほどは、人数的には分かりませんけれども困窮者がいると、こういう

お話ですが、私も子どもの貧困については、議員御存じのように、以前からそういう問題はやっぱ

り重要視していきたいと。何年か前も、そうでなくても子どもの貧困はあると、だから、それに加

わって今度の新型コロナに対しては、それ以上に貧困の状態は非常に厳しい状況であるということ

は思っています。 

 そして、それに対して手を差し伸べるのは行政であり、地方自治体であろうというこの責務は、

十分に承知しております。 

 ただ、それに対して、貧困者のそういったもののすみ分けといいますか、どういうふうにして把

握するか、その辺も十分また検討していかなければならないと思いますので、議員御指摘のように、

十分な体制を整えながら、それに対して検討してまいりたいと、このように思っていますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 今、村長のほうから把握をしながら十分検討してまいりたいという答弁だったというふうに思い

ますけれども、把握というのはある程度、役場の側で、所得の部分ではある程度把握できますよね、

困窮状況というのは。 
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 それで、今回のコロナに関連したというのは、そこに相手から電話が来るか、こっちからちょっ

と問い合わせてみるか、把握は可能だと、私的にはそう思うんです。ですから、そんなに500人も

1,000人も多分いらっしゃらないとは思うんですよね。そんなに難しいことではないかなと、ただ

村長の決断にかかっているだけじゃないかな、このように思っているわけです。 

 ですから、再々質問になりますけれども、申込みのハードルをうんと下げていただきたいと、ハ

ードルといいますか、簡単にしていただきたいと思います。 

 この前、総理大臣は、最後には生活保護があるというふうに言われました。けれども、現実とは

乖離している発言だと私は思いました。受けたくても、親類縁者に迷惑をかけたくない、それから、

プライバシーが守れない等々、非常に高いハードルがあるのではないかなと思います。 

 本当に、行政側としては個人の収入など基本的なことはもう把握されておられるわけであります

から、電話とかメールとか手紙でも何でもいいですから、相談窓口を設置をしていただいて、困っ

ている人はこちらのほうへ訪ねてきてくださいというような、それと、もう一つは申請方式ではな

くて、こちらからもう状況が判断できれば直接給付ということも考えられると思うんです。だから、

そういう手厚い、何といいますか、給付をぜひやっていただきたいと、このように思うわけであり

ますけれども、答弁を求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問にお答えしたいと思います。 

 ３点ほどあったかなと思いますが、一つには、国の中で最後にはというお言葉がありました。私

は、行政というのはそうじゃなくて、やっぱりそこに優しさがなければいけないと、こういうふう

に思っております。そういった点で、議員、先ほどの証明をされたと思うんですけれども、そうい

った意味で、村民の皆様がそういった点で、行政としては、誰もが安心して生活できる、そういう

地域をつくるというのが行政の役割であるということを重く受け止めてやっていきたいと、このよ

うに思っております。 

 そして、２点目のハードルを下げろというふうな話がありましたけれども、申込みについては、

やっぱり自治体とすればいろいろな手続き、そういうふうなものが、いわゆる間違いがないようと

いうこともあって、そういうふうなハードルがどうしても高くならざるを得ない、そういうことが

ありますけれども、その辺もまた検討課題として、先ほどの申請方法も含めて検討してまいりたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 
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 本当に困っている人は急を要すると思いますので、早い検討をお願いをしたいと思います。 

 それでは、空き家の適正な管理と有効活用の促進についての質問に移らさせてください。 

 高山村は、山間部に集落が点在をしているため、快適な生活を求め、比較的なだらかな住みやす

い地域に移住をされ、結果的に元の家が空き家になっている、また、住む人が亡くなられ空き家に

なった等々、これからも空き家は増え続けていくことと思います。 

 全国的にも空き家問題が深刻化していることを受け、平成27年５月に施行された空家等対策の推

進に関する特別措置法は、各自治体が所有者に対して空き家を適正に管理するよう指導することが

でき、勧告しても状況が改善されなかった場合は、命令を出すことができる法律です。 

 空き家の所有者には管理をする責任があり、老朽化した倒壊の危険がある空き家は取り壊すこと

も管理の一つとされています。 

 現在、空き家バンクに登録されている物件は非常に少ない。昨日見ましたら８件でありました。

ここのところ３件ほど増えましたけれども、８件。なぜなのでしょうか。村では、空き家活用推進

事業助成交付金があります。対象は、購入者か、所有または管理者に限られています。そして、３

親等以内の親族からの購入は適用外など、高齢な方には申請作業のほかに様々な制約があるために

行動に移せない側面もあるのではないでしょうか。 

 それで、質問いたします。 

 総合計画では、空き家の状況を把握しつつ、その適正な管理と有効活用を推進するとありますが、

計画どおり進んでいるのでしょうか。 

 質問の２つ目、空き家を移住定住につなげるためには、第三者、これは他人とか一般民間人、法

人を指しておりますけれども、家主と借主との交渉のほか、片づけ作業、簡単なリフォームなどを

実施して見栄えをよくしたりして、早く言うと、この家に住みたいなと思ってもらうためには地道

な作業努力が必要になります。これら個人や法人に対しても助成交付金の対象にできないのでしょ

うか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 空き家の適正な管理と有効活用の促進についてお答えいたします。 

 近年、地域における人口の都市部への流出など、様々な状況により空き家が年々増加しておりま

す。このような空き家は適切な管理が行われず、放置されるものも少なくありません。 

 そこで、まず初めに空き家の適正な管理と有効活用が計画どおり進んでいるのかとのお尋ねでご

ざいますが、村では、空き家等対策の推進に関する特別措置法が施行される以前の平成22年度から

23年度にかけて、本村への移住定住及び新規就農を希望される方への情報提供を行うため、空き家

等の実態調査を行ってまいりました。 
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 平成22年度から平成23年度の調査では、空き家と思われる物件が107棟でございましたが、５年

後の平成27年度の調査では、28棟増えて135棟となっております。このため、平成28年度には、空

き家の有効な利活用を図る「高山村空き家バンク事業」を立ち上げ、村のホームページに移住・定

住・空き家バンクに関する専用サイトを設け、移住定住を検討されている方に空き家の情報を提供

するとともに、空き家活用事業推進助成金を創設し、空き家バンクに登録されている物件を転入者

が購入する場合や、空き家所有者が賃貸のためにリフォームする場合などの経費に対する助成制度

を設け、空き家対策に取り組んでまいりました。 

 このような取組によって、平成28年度末では、空き家バンクへの登録や不動産業者などを通して

空き家に移住された方は14件で、取壊しが６件の、計20棟は空き家の状態が解消され、135棟あっ

た空き家が115棟まで減少しております。 

 しかしながら、平成27年の調査から５年が経過した令和２年度５月の調査では、新たに12棟が増

え、127棟に増加しております。 

 このため、これまでの調査を踏まえ、新たに維持管理の作業頻度や建物の利用実態のほか、住宅

の今後の利活用においての心配事など、空き家所有者の具体的な意向を加えた調査を実施したとこ

ろ、127名のうち64％に当たる81名の方から回答をいただきました。 

 調査した127棟のうち、既に居住状態にある住宅や倉庫、作業場などに利用している建物は20棟

あり、令和２年５月時点の空き家は107棟でございます。 

 また、回答があった81名のうち23名は、遠方であることや身体的、年齢的に空き家の管理が大変

であると回答されております。 

 一方、同じく回答のあった81名のうち38名は、家財整理やリフォーム費用の助成制度の拡大、充

実を希望されております。 

 このようなことから、管理することが困難な方などに対しましては、個別相談会を開催するほか、

空き家の管理業務を請け負う須高シルバー人材センターを紹介し、助成制度につきましては、家財

の処分費用の助成限度額の拡大やリフォーム費用の助成率の引上げを行い、支援の強化を図ること

により、空き家の利活用が計画どおり進むものと考えております。 

 次に、空き家活用のための第三者への助成についてのお尋ねでございますが、空き家に対する村

の助成制度につきましては、空き家の所有者や空き家の利用を希望される方を対象としております

ので、議員御提案のような第三者への支援は現在のところございません。 

 しかしながら、第三者的な立場にある区長さんは、空き家の実態を把握されており、空き家の利

用を希望される方にとりましては、仲介役として極めて重要な役割を担っていただけるものと思っ

ておりますが、議員御提案の第三者への助成につきましては、先進地の事例を参考にするなどして

検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 
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─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再質問いたします。 

 今の御答弁なんですけれども、今まで何回か空き家のあれがありましたが、大体同じような答弁

だったかなという気はいたします。 

 ただ、助成については今のところそういう制度はないと、制度がないからお願いをしているんで

ありまして、仕方のないことなのかなというふうには思っております。 

 宅地の固定資産税は、特例制度によって、更地よりも家が建っているほうが安く設定されている、

これは皆さん御存じだと思いますけれども、取り壊すとなりますと解体費用がかかって、そのほか

に、更地になると税が元の税率に戻るという、約６倍くらいになるんですか。６分の１に軽減され

ていますから、取り壊すことによって10割になっちゃうということで、約６倍になる。 

 これ、壊す人がいなくなるのは当然ではないかなというふうに思いますけれども、そこで特別措

置法の出番ということなんですけれども、今、管理が行き届かないで周囲に悪い影響を与えている、

そういう特定空家は村には何件あるのでしょうか。そして、それらについては、きちんとその持ち

主または管理者に対して説明がなされ、将来、改善がなされようとしているのかどうか、そこをお

聞きしたいと思いますけれども、よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 ただいまの再質問でございますが、特定空家ということでお尋ねかと思います。 

 先ほど議員お話のとおり、特定空家につきましては、必要な助言、あるいは指導、勧告によりま

して、所有者に対して強い公権力を行使することができることとなっております。 

 現時点で特定空家と認定した物件につきましてはございませんが、こうした状況にある空き家の

周辺の住民からは、相談、あるいは苦情というようなことで寄せられた事例もございます。そうい

う中で、村としましては、２点目となりますが、不適正な管理の空き家に関しましては、その都度

把握をいたしまして、所有者に対し、文書などにより適正な管理をお願いしてきているところでご

ざいます。 

 このように、文書によりまして適正な管理をお願いした物件の中には、一部ではございますが改

善が図られていまして、依然として保安上の危険があるということの中で、引き続き指導をさせて

いただいている物件も１棟ございます。 

 今後もこういう方におきましては指導を重ねながら、改善が図られるようにお願いをしてまいり

たいと、このように考えているところでございます。 

 以上です。 
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○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 再々質問いたします。 

 今、特定空家に指定されている建物はないというふうに答弁ありました。ちょっと私的には驚き

でありますけれども、実際に、私どもの近くでも崩れそうなお家があるんですけれども、ああいう

のは、まさに特定空家の対象になるのではないかと、区のほうでも村のほうへお願いしてるはずだ

というふうに思いますけれども、その件は今の御答弁で私は理解をいたします。 

 当然、家賃とか、賃貸とか売買契約するには、先ほど説明がありましたように、空き家バンクと

か不動産の仲介業者が仲に入りますけれども、そこに行くまでの過程において、やっぱり借りやす

い、売りやすい、そういうふうに整備をする、そういう建物にするというのがやっぱり好ましいの

かなというふうに思います。 

 もう私も70過ぎましたから、もう老齢のほうなんですけれども、年老いた方にとっては、家財の

片づけとか簡単なリフォームをするにも、行政の手続など、なかなか簡単にできることではない、

このように思っています。何とか側面から、例えば近所のおばちゃんが応援するよと言われたとき

等々、そういう方々にも行政として少しでも手を差し伸べるというのは大変大事なことなのではな

いかなというふうに思います。 

 そして、秋田県のどこかの市でやっていましたけれども、将来的には、地域でそれら空き家を見

回ったり、対策を講じることができれば一番いいんだろうな、前に進んでいくんだろうなと思いま

す。秋田県の酒田市でしたか、その地域に対して助成金出しているんですよね。１週間に一遍見回

る、そうすると幾ら幾ら交付しますというようなところもあるようでありますけれども、その第一

歩として何とかしようと行動している人、そういう方への助成というのはできないのでしょうか。

やろうと思えば簡単にできると思うんですが、答弁を求めます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 ただいまの再々質問についてお答えいたします。 

 議員お話のように、年老いた高齢世帯では、家財の片づけなど、村への助成手続も大変であると

いうようなことも確かにあろうかと思います。村といたしましては、意向調査によりまして、個別

の困り事の相談をする中で、村のできることを応援してまいりたいと考えております。 

 また、先ほどもお答えしておりますが、第三者的な立場にある方への助成につきましては、各地

区の区長さんが、空き家や空き家となる可能性のある高齢世帯の実態を把握されておりますので、

極めて重要な役割を担っているものと思っております。 
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 御指摘の点を踏まえながら、先進地の事例を参考にするなどして検討してまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────７番 酒井康臣議員。 

○７番（酒井康臣議員） 

 質問ではありませんけれども、四国の梼原町という、この間、信毎に出ていましたよね。まちづ

くり推進課なるものを立ち上げて、空き家、移住、それから再生エネルギーと一括管理ができてい

るんです。この町の人口は3,600人ちょっと、行政職員が38人という小さな町なんですけれども、

空き家を町がリフォームして移住者に提供し、現在、47件くらいの空き家が全部埋まっているそう

です。 

 やはり、それをまねをして、今回、小谷村が１棟分の予算計上をしたということなんですけれど

も、高山村も人口増というのを村長、目指しておられるわけでありますから、これくらい前向きな

ことはしてもいいんじゃないかなと思います。こんなことを提案をし、質問を終わります。 

 以上。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で酒井康臣議員の質問を終わります。 

─────４番、湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 通告に従いまして、質問いたします。 

 新型コロナ感染症は、昨年１月、中国の武漢から発生との報道から、瞬く間に世界中に広がりま

した。国内でも、豪華客船ダイヤモンドプリンセス号から感染の発生が報道され、今となっては有

効性にまた疑問がついていますが、３月から全国の学校に休校要請がありました。その後、４月に

は全国に緊急事態宣言が発令され、当村でも村営施設が５月下旬まで使用中止となりました。夏に

予定されていましたオリンピックは翌年の今年に延期となったわけであります。 

 今年になりまして、東京都はじめ10都県に第２波の緊急事態宣言が発出され、現在も４都県で延

長されております。国民の努力により減少傾向は出てきていますが、終息の見込みはありません。

長野県でも第２波緊急事態宣言発出の頃には、毎日数十人の新規感染者が発表されていました。 

 新型コロナウイルス感染症は、現在、世界でおよそ１億1,900万という数字になり、260万に迫る

死者数が報告されております。 

 今年になりまして、世界各国でワクチン接種が始まりました。国内でも、ようやく医療従事者か

ら接種が始まり、県内でも医療関係者から始まっております。当村では、65歳以上者に接種のアン

ケート用紙が配布されております。また、報道によりますと、東京オリンピックの開催はワクチン

接種次第かというような声も出ております。 
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 さて、本村では、村当局はじめ村民の努力により感染者数は最低に抑えられてきました。しかし、

終息が見込めない中ですので、これからも３密を守る生活を続けなければなりません。 

 このような中で、第１次、第２次と地方創生臨時交付金が交付され、本村では、新型コロナウイ

ルス感染症克服応援クーポン券事業が施行され、村内の業者からはおおむね好評でしたが、山田温

泉や、また、山田牧場の旅館業者の皆さんへの恩典は少なかったというふうに聞いております。 

 さて、第３次地方創生臨時交付金がおよそ１億円交付されることになりました。３回目ともなれ

ば、村民一律の給付ではなく、コロナ禍において生活に厳しくなられた方、また、東京などの緊急

事態宣言により宿泊客や観光客が減少した事業者への助成、また、併せて避難所などの環境対策も

行っていただきたいと思います。 

 そこで、次の４点について質問いたします。 

 １、コロナ禍により仕事が激減し、生活が困難になられた人に直接の支援を求めます。 

 ２番、コロナ禍により業績悪化された事業者には、一昨年の実績を基に、営業規模に応じた直接

支援を求めます。 

 ３番、災害避難所の環境整備として、体育館等に空調設備の設置、また、簡易な空気入れベッド

なども設置していただければという声があります。 

 ４番、安心して勤務していただくために、医療また介護職員の皆さんへのＰＣＲ検査を実施いた

だくということを求めたいと思います。 

 以上、答弁をお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 第３次地方創生臨時交付金の使途についてお答えいたします。 

 答弁につきましては、他の部署に属する内容も含まれておりますが、一括して私のほうから答弁

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 先ほど、村長が酒井議員の御質問に答弁申し上げましたとおり、新型コロナウイルス感染症への

対策を講じるための財源として、令和３年度に１億739万7,000円を限度として、地方創生臨時交付

金が交付されることとなっております。 

 この使途につきましては、感染拡大防止策に加え、経済対策の実施など、村民の皆様や事業者の

皆様にとって効果的な施策となるよう、現在検討しているところでありますので、よろしくお願い

いたします。 

 そこで、まず初めに、生活困窮者への直接給付についてのお尋ねでありますが、先ほど、酒井議

員の御質問に村長から答弁申し上げましたとおり、生活困窮者に対する支援は十分に検討してまい

りたいと考えております。生活困窮者の具体的な定義がございませんことから、これは国の動向を
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注視するとともに、他市町村における事例等を参考にするなど、慎重に対応してまいりたいと思っ

ております。 

 次に、業績の悪い事業者に対する直接給付についてのお尋ねでありますが、村では、これまで新

型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた村内事業者を対象に、県と連携した休業や営業時間短

縮などの自粛協力事業を始め、県制度資金の利子補給や県信用保証協会の保証料の負担、さらには

緊急事態宣言発出等に伴い、休業などを余儀なくされた旅館に対する内湯貸付料の減免のほか、売

上げが前年同月と比較し３割以上が減少した事業者に対して、直接給付となる事業継続給付金や、

村民による村内消費を拡大するためのクーポン券発行事業及び商工会のプレミアム付商品券発行事

業、さらには、感染防止対策や、販路拡大等新規に事業展開を図るための克服応援事業や、村内の

バス事業者によるバスを利用した企画旅行に対する補助事業など、幅広く支援を行ってきたところ

であります。 

 これらの事業を通じまして、これまでに村内の181事業者に対し、総額で１億5,600万円余りの支

援を行ってまいりました。 

 しかしながら、コロナ禍の影響は今後も長期的に続くことが危惧されておりますことから、観光

業など、いまだ回復の見通しが立たない事業者に対しましては、新年度におきましても一つの事業

に絞ることなく、複数の事業を組み合わせながら、業績が回復できますよう支援してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、医療関係者及び介護職員への公費によるＰＣＲ検査についてでありますが、厚生労働省で

は、高齢者施設においてクラスターと言われる集団感染の事案が多く発生しているため、昨年11月

20日付で、各都道府県に対して、感染拡大地域内における高齢者施設等への重点的な検査の徹底を

要請しております。 

 これを受け、長野県では、県の感染症警戒レベル５以上が発出されている地域に所在する高齢者

施設、障がい者施設、救護施設及び医療機関の施設設置者が、従業員等を対象に自主的にＰＣＲ検

査等を行った場合、その費用の３分の２、検査１件当たりでは１万5,000円を限度額として、本年

１月６日から３月31日までの間、助成を行っております。 

 こうした高齢者施設等におけるＰＣＲ検査に対する助成は、基本的には感染拡大が確認された場

合に実施されておりますことから、村におきましては、今後、須高地区内において感染拡大が確認

された場合は、高齢者施設等へのＰＣＲ検査費用の助成等について検討してまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、避難所における空調施設などの整備についてのお尋ねでありますが、新型コロナウイルス

は飛沫や接触などにより感染が拡大します。このため、３密を回避することや、人と人との距離を

確保することが重要な感染予防対策になってまいります。 

 しかしながら、自然災害発生時などは、避難所に多くの村民の皆様が密集した形で共同生活を送
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らなければならず、感染の拡大が懸念されるところであります。 

 このため、村では避難所における感染リスクをできる限り抑えるため、令和２年度の交付金を活

用して、避難所で使用するテントやパーテーション、ジェットヒーターなどの暖房器具や簡易トイ

レなどの備品類に加え、消毒用品や各種生活用品などを整備してまいりました。 

 また、小中学校をはじめ、村内８か所の指定避難所におきましては、災害発生時に速やかに避難

所が開設できるよう、備品類の備蓄が可能な防災倉庫の整備により、さらに安全な村づくりのため

の事業を進めているところであります。 

 一方、令和３年度における避難所の設備や備品類の整備につきましては、現在検討しているとこ

ろであり、地方創生臨時交付金の適正な使途に照らし合わせるとともに、その範囲内で整備できる

ものにつきましては、少しでも多く備蓄品を充足してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、今後の自然災害など緊急時に備えるとともに、必要に応じては財政調整基金を

取り崩すなど、一般財源も活用しながら、村民の皆様の安全・安心につなげるための施策に万全を

期してまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番、湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 先ほどの酒井議員への答弁と併せて、ぜひ、個人の問題ですが、生活が困難になられた方、また、

コロナばかりでなく、日々の生活も大変な人には、ぜひ、例えば学校とか民生児童委員さんの声だ

とか、そういう皆さんにも御協力いただいて、ぜひ状態を把握していただいて、ぜひ給付といいま

すか、支給、援助、支援をしていただきたいというふうに思います。 

 また、ＧｏＴｏトラベルとかクーポン券の取扱い等になかなか効果といいますか、恩恵がなかっ

たという業者の皆さんにも、ぜひ個別に調査していただいて、御検討いただくと、ぜひ前向きな施

策をお願いしたいというふうに思います。 

 新潟県では、前年度比20％減という飲食店の皆さんへも助成しているという声を聞いております。

ぜひそういうことも含めて御検討いただきたいと思います。お願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 ただいまお話ございましたけれども、村では令和２年度におきまして、国の第２次までの臨時交

付金、これを活用して、いろんな事業を行ってまいりました。 

 これの効果をやはり検証する中で、真に必要な事業、こういったものを第３次の国の補正に基づ

きます臨時交付金の一番いい使い方を現在検討しているところでございますが、ただいま御提案い

ただきました件につきましても、十分検討を踏まえる中で、適切に対応を取らせていただきたいと、
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こんなふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番、湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 もう一つ質問させていただきたいと思います。 

 ＰＣＲ検査の件です。 

 先ほど、この須高地域といいますか、高山村が関係する範囲に感染者が増えたとか、いろいろ厳

しい事態になった場合に、ＰＣＲ検査を公費でやりますよという答弁だったというふうに思うんで

す。 

 ところが、最近になりまして、神戸市などで社会的検査というのもやり始めているということで

す。 

 それで、日本共産党としましては、本当に感染者をなくしていくということを踏まえた場合、Ｐ

ＣＲ検査を、それこそ今以上に何十倍にも拡充して、それこそ、感染者と無症状者で感染している

人と、それこそ、まだ元気な人、陰性の方、そういう皆さんを隔離して、特に無症状で感染されて

いる方を一旦隔離して、一般の社会から少し離れてもらう、それで直していただく、そうしながら、

少しずつ感染者を減らしていくというような考え方をしております。 

 そうすると、現在陰性の方、だから感染されていない方とか治った方、そういう人たちは通常の

生活ができるということになっていくわけで、本当に今の現在のように、クラスターなり感染した

人が近くにいるというような状況になって初めて検査するというようなことになると、それこそみ

んながびくびくしながら生きているというようなことになっているのではないかというふうに、私

としては思います。 

 そういうことで、ぜひ村として、ワクチン接種が近々、高山でも医療関係者はじめ、そういう皆

さんから始まっていくという、先ほどの別の方の答弁でも、ワクチンの関係が４月の下旬、もっと

言うと６月頃になるというような話もありますので、だんだんと、本当に村民全体にワクチンが行

き届くというのは、かなり先にいってしまうというような状態の中で、特に医療関係者とかそうい

う皆さんのＰＣＲ検査というのも、しっかり早くといいますか、大勢の方にやっていただくという

ことも大事ではないかというふうに思っております。 

 ですので、先ほどの社会的検査とは別ですが、ぜひ高山村の医療関係者の皆さんには、できるだ

け早くＰＣＲ検査をやっていただいて、また、村全体としては、この須高地域として社会的検査と

いうのをやろうではないかみたいなことを、村の指導として話していただければというふうに思っ

ているんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 



－73－ 

 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 ＰＣＲ検査につきましては、私のほうから御回答させていただきますけれども、先ほど、総務課

長のほうからも答弁させていただきましたとおり、国・県の今の段階での基本的な考え方につきま

しては、感染拡大の地域については、高齢者施設でＰＣＲ検査をしていきなさいという御指導いた

だいております。 

 村といたしましては、先ほど議員がおっしゃったことは重々、内容的には分かるものではござい

ますけれども、当面は、村としましては、今後の状況を見極めた中で、そのＰＣＲ検査の必要性に

ついても十分検討していきたいと考えておりますので、御理解いただきますようよろしくお願いい

たします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番、湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 それでは、ぜひ村民の生活を守っていただくということでお願いしたいというふうに思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 国民健康保険の子どもの均等割減額について質問いたします。 

 全国の知事会は、2014年から国保に公費を１兆円投入することで、国保税を協会けんぽ並みの負

担率にすることを国に求めています。 

 国保の都道府県化が実施されました2018年７月にも国負担率の引上げを求めております。11月に

は、全国市長会も国保負担割合の引上げを要求しております。 

 さて、政府は2022年４月から未就学児の均等割の５割減額を予定しております。 

 そこで、本村では、令和元年度決算ですが、国保に加入している世帯は998世帯、保険証の発行

数は1,711枚、そのうち18歳以下の方は114人というふうに聞いております。ですので、未就学児は

数十人というふうに私としては思っております。 

 本村の基準の均等割額は、１人年２万1,700円です。未就学児が30人というふうに、私としては

仮定しますと、来年度から均等割の２分の１が国負担となれば、およそ30万円ほどが軽減されると

いうことになるかと思います。したがいまして、18歳以下の方は114人ですので、総額は247万円ほ

どです。今年度は、その全額247万円が負担となりますが、来年からはそこから30万円ほどが差引

きになり、217万円となります。 

 国保は、農業者や商店、自営業者や年金者が加入されております。多くの勤労者世帯が加入して

いる協会けんぽや共済組合と比較しますと、国保料はもともと高額に設定されていますので、村負

担が増加しても差別には当たらないというふうに思います。 

 そこで、質問します。 

 新型コロナウイルス感染症の終息後も含め、今後の子育て支援策として、18歳以下の子どもの均
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等割の廃止を求めます。御答弁をお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 国保の子どもの均等割減額についてお答えいたします。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の保持、増進

に大変重要な役割を果たしております。 

 近年、急速な高齢化の進行や医療の高度化、被保険者負担の見直しなど、財政基盤等に係る構造

的な問題を抱えるとともに、景気の低迷や、比較的所得の少ない方の加入割合が増加していること

などから、全国的に国民健康保険財政は厳しい状況となっております。 

 こうしたことを背景に、国では平成27年５月に国民健康保険法を改正し、平成30年４月から都道

府県も市町村と同様に保険者に位置づけられ、県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営

や効率的な事業の確保等に中心的な役割を担うこととされております。 

 そうした中で、国民健康保険税の賦課方式につきましては、地方税法に基づき、市町村が条例で

規定し、課税することができることとされているため、本村では、国民健康保険事業に要する費用

を、加入者の所得に応じた所得割と資産に応じた資産割の応能負担及び加入世帯の構成人数に応じ

た均等割と１世帯当たりの平等割の応益負担からなる４方式を採用し、加入世帯の世帯主に課税さ

せていただいております。 

 しかしながら、この課税方式に係る各保険料率につきましては、市町村間における医療費等に差

異が生じておることなどから、市町村ごとに保険料率が異なっておりますので、長野県では2027年

４月を目途に、県下統一した保険料率により安定的な財政運営を図ることとしております。 

 こうした状況を踏まえ、今後、村では県下統一の保険料率に向けて、村の課税方式について令和

４年度より見直しを行ってまいりたいと考えておりますが、当面、令和３年度につきましては、現

行の４方式により課税させていただき、このうち均等割と平等割につきましては、所得の低い皆さ

んに配慮した上で、引き続き総所得金額等の合算額に応じて、７割、５割及び２割を軽減するなど、

加入世帯の負担軽減を図ってまいりたいと考えております。 

 そこで、国保加入者のうち、子どもの均等割減額についてのお尋ねでございますが、被保険者の

人数に応じて算定させていただく均等割は、現在、県内全市町村で採用されており、被保険者であ

れば、18歳以下のお子さんにも課税対象とさせていただいております。 

 本年１月31日時点における本村の国民健康保険の加入状況を見ますと、加入世帯数は1,014世帯

で、被保険者数は1,696人でございますが、このうち18歳以下の被保険者がいる世帯は65世帯で、

被保険者数は加入者全体の6.7％に当たる114人でございます。 

 そこで、議員御提案の18歳以下の114人を対象に、一律、軽減分を考慮せず、介護分を除く１人



－75－ 

 

当たりの年間均等割額となる２万7,500円を、対象者である114人分を乗じますと、総額で314万円

余りの影響額となります。 

 そうした中で、全国知事会では、医療保険制度間の公平と、今後の医療費の増嵩に耐え得る財政

基盤の確立を図るため、子どもに係る均等割保険料軽減措置の導入について、かねてから国に要望

されておりました。 

 この要請を受けて、ようやく、国では全ての世代の安心を構築するための給付と負担の見直しや、

子ども・子育て支援の拡充等を掲げた全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等

の一部を改正する法律案が本年２月５日に閣議決定され、今国会に提出されております。 

 この法案では、令和４年４月１日から、未就学児の子どもに係る国保の均等割保険料を５割軽減

し、その費用を国と県、市町村で補塡することとされております。このような所得制限を加味せず

に一律的に軽減を行う仕組みの導入は、国民健康保険制度創設以来初めてのことであり、大変注目

されております。 

 こうした国の動向により、子どもに係る均等割課税は今後もさらに検討されていくものと思われ

ますが、村といたしましては、大変厳しい国民健康保険財政運営の中で、村独自で18歳以下の全て

の被保険者の均等割額を減免することは大変難しいものと考えておりますことから、今後も国や県

の動向に注視するとともに、持続的な国民健康保険制度の運営の在り方の中で、総合的に検討して

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番、湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ありがとうございます。 

 それでは、村としての、現在減免を受けている方もいますので、また新規の負担額というのは、

先ほど言いました金額より少し小さくなるのかなというふうに私は思います。 

 全国には、様々な減免措置を施行している市町村があります。多くの自治体は、18歳以下の人の

均等割廃止を実施しております。その町村で育ち、その後、成長して全国で活躍してくれることを

期待して、18歳までには十分な学力をつけてもらいたいというふうに思っているものだと思います。 

 質問通告で、ちょっと金額を誤りましたが、牧場のにぎわいの場構想の辺地債返上に当たり、土

地代金280万円でいいところを1,400万円支出したということを考えると、村長の決断が大事ではな

いかというふうに私は思います。 

 先に未来がある子どもたちに本当に大いに期待しまして、それこそ子育て支援のため、再度、子

どもの均等割の廃止というのを、ぜひ今年度からされるよう求めたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮川村民生活課長。 
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○村民生活課長（宮川裕明） 

 ただいま再質問で、ぜひ令和３年度からということでお話いただきました。 

 なかなか、先ほど申し上げましたとおり、均等割の５割軽減という形で、国の制度として決定い

ただきますと、そういった中へ村の財政を投入できるという部分ございますけれども、村独自で行

うとなりますと、国保の会計の中で、ほかの被保険者の方に御負担いただくか、それとも、法定外

繰入れとして一般会計を繰り入れるか、どちらかになろうかと思います。 

 法定外繰入れにつきましては、国のほうからも決してそういったことはしないようにという御指

導をいただいておりまして、法定外繰入れは実質難しいということを考えますと、実質、ほかの保

険者の負担が増加することとなるということになろうかと思います。 

 そういったことも含めまして、今後十分に検討させていただく中で対応させていただきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ぜひ前向きな検討を今後もお願いしたいというふうに思います。ぜひ、これからの手厚い行政、

特にお子さんへの手厚い行政、ぜひ進めていただきたいというふうに思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。換気、消毒等のための休息です。 

 会議は午後２時30分から再開します。 

午後２時11分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時29分  再 開 

○議 長（松本 茂議員）  

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員）  

 通告に従いまして質問いたします。 

 １問目、移住定住対策について伺います。 

 １点目に、高山村に現在あるおためし住宅についてです。 

 人が住む場所を変えるということは、その人やその人の御家族の人生においてとても大きな出来

事になるかと思います。そんな大きな出来事を決断するに当たって、移住先がどんな場所なのか、
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自分や自分の家族に合っているか、生活はしやすいかなど少しでも多くの情報を得る機会、そして、

その場所を体験してもらう機会をつくることが重要だと考えます。 

 情報を得る機会については、このコロナ禍ですが、いろいろ工夫をしていただいて、オンライン

という形で移住をお考えの皆様の不安や疑問にお答えしながら、手軽にお話ができる機会を定期的

に開催していただいているそうで、これからも計画されていると思いますので、続けて情報発信を

するとともに、参加される方の御意見も伺いながら続けていただきたいと思いますが、体験という

ところで、今現在、村には「就農おためし住宅」というものがあるということで、就農という名前

のとおり、農業研修目的での利用が主と伺いましたが、それ以外での利用は可能なのか、もし可能

であれば、どういう利用であれば可能なのかを教えていただきたいと思います。 

 また、２点目について、空き家対策についてです。 

 移住定住をするに当たって、移住定住を考えている方は皆さん空き家バンクを見られているとい

うことをお聞きしますが、逆に空き家をお持ちの方はあまり見られていないということを伺いまし

た。空き家バンクのページを見ても、空き家を売りたい人、貸したい人というコーナーがあって、

その方法については書いてあるんですけれども、村としてどういった意図で空き家をお持ちの方へ

どうしていただきたいかということが分かりづらいと思われます。 

 こういった状況のままでは、登録が増えないのではないかと考えますが、それについて何か変え

ていくなど、お考えがあれば教えてください。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨）  

 移住定住対策についてお答えします。 

 初めに、１点目の「就農おためし住宅」につきましては、私から答弁させていただき、２点目の

空き家バンクにつきましては、建設水道課長から答弁をさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 まず初めに、「就農おためし住宅」についてでありますが、村では、平成28年度に国の地方創生

加速化交付金を活用して、高山小学校の東側にある旧教員住宅２棟を高山村「就農おためし住宅」

として整備いたしました。 

 この「就農おためし住宅」は、本村で就農を検討されている村外の方を対象に、村内での農業体

験や生活体験を通じて、農業の担い手確保、移住定住を図る目的で一定期間村内に滞在することが

できる施設として整備させていただいたもので、利用される方からは使用料を徴収することとして

おります。 

 その際、使用料を頂いて宿泊させる場合、旅館業とみなされ、旅館業の簡易宿舎営業の許可が必

要となることから、村では県の営業許可を取って運営しているところであります。 
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 また、「就農おためし住宅」は、就農体験会を開催するに当たり、多くの方に利用していただけ

るよう、１棟につき３部屋備えており、利用者のプライバシーを確保するため、部屋ごとに施錠す

ることが可能ないわゆるシェアハウスとして利用できる簡易な宿泊施設となっております。 

 そこで、農業研修目的以外での利用についてのお尋ねでありますが、「就農おためし住宅」は、

これまで高山村での就農を検討される方を中心に利用していただいておりますが、高山村就農おた

めし住宅の設置及び管理に関する条例では、利用していただく方の要件として、次の４項目が掲げ

られており、その要件のいずれかに該当する場合には利用していただくことが可能となります。 

 その１つ目として、村内での就農もしくは村内への移住を検討している方、２つ目は、村内の先

進農家等で農業研修等を受けている方、または受ける予定の方、３つ目は、村内での就農事業や移

住相談等に係る地域おこし協力隊、もしくは定住支援、４つ目は、その他村長が特に認めた方と規

定されております。 

 以上のことから、「就農おためし住宅」は、農業の研修目的はもちろんのこと、村内の移住を検

討されている方も利用することが可能となっております。 

 しかしながら、本年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、予定していた１泊２日の全

８回にわたる短期型体験会や、３日ないし１週間程度の長期型体験会の全てが開催することができ

ませんでした。このため、新年度におきましては、今後の新型コロナウイルス感染症の状況にもよ

りますが、徹底した感染防止対策を講じた上で、利用者数を制限するとともに、安全に配慮しなが

ら、就農体験会などを実施してまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦）  

 次に、私からは、空き家バンクについてお答えさせていただきます。 

 空き家の解消や、住環境の整備、移住及び定住の促進に関する地域の活性化を図るため、空き家

の賃貸、売却を希望される方に紹介する空き家バンク制度を平成28年度に創設し、空き家の利活用

を図っております。 

 この平成28年度に始まった空き家バンクが制度創設以来22棟の登録があり、このうち売買11棟、

賃貸３棟の合計14棟が成約しております。令和３年２月末の空き家バンク登録件数は８棟となって

おりますが、今年度においては４棟の登録をしていただいたところであります。 

 先ほど酒井議員の御質問にもお答え申し上げましたが、本年度においては登録件数の増加を図る

ため、住宅の利用実態や維持管理、今後の活用予定などの意向を把握することが必要と考え、令和

２年５月に空き家を所有されている127名の皆さんに意向調査をより具体的にお聞きしたところ、

64％に当たる81名の方から回答がありました。 

 回答いただいた81名のうち、居住状態にある住宅や倉庫、作業場などに利用している住宅が20棟
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で、その他本年度に売買や賃貸により空き家が解消された３棟の合わせて23棟を調査件数127棟か

ら除きますと、令和３年２月末時点の空き家と思われる物件は104棟であります。 

 そこで、空き家バンク登録件数が少ない対応についてのお尋ねでございますが、先ほど申し上げ

ましたように、平成28年度の空き家バンク創設以降、令和２年度当初までは登録件数が22棟で、そ

のうち11棟が成約されていますので、一定の成果があったものと考えております。 

 このため、これまでにも村の広報紙やホームページなどで空き家バンクへの登録をお願いしてま

いりましたが、登録件数の増加が見込めませんでしたので、令和２年５月に空き家と思われる住宅

を所有されている127名の皆さんを対象に、より具体的な意向調査を行ったところです。 

 その結果、81名の皆さんから回答いただき、様々な御意見をいただきました。この意見の中には、

空き家の所有に関する相談や売買、賃貸、管理、解体などに関することがあり、回答のあった81名

のうち、27名は個別相談会の参加を希望されております。 

 このため、空き家の所有者が抱えている問題を専門的な立場である不動産や建築等の関連団体や、

専門家と連携を図りながら、空き家所有者の心配事や悩み事をお聞きすることで、具体的な指導や

助言を行い、個別相談会がきっかけとなり、様々な御意見や御要望についての支援の充実を図り、

空き家バンクへの登録件数が増えるものと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員） 

 ありがとうございました 

 農業研修目的以外でも幾つかの条件を満たすということで利用できるということなのですが、実

は以前に結局、移住定住目的ではなかったという村のほうの担当の方はお答えになっていたんです

けれども、来た方は移住定住目的だったという御相談を知り合いの方に相談したときには、移住定

住目的で相談に来られて、村のほうに相談しに行って、そこのやり取りがどうだったかはちょっと

分からないんですけれども、村のほうでは移住定住目的ではなかったという判断になりまして、利

用に至らなかったというお話を伺いました。 

 ほかのおためし住宅をまとめているポータルサイトとかを見ますと、高山村のおためし住宅も載

っているんですが、そちらでは、「仕事を探すためとか、住居を探すためには利用ができる」とい

うようなことが書いてありました。そうなると、こちらを利用するときは、もう高山村へ移住する

ことを決めているということをどういうふうに証明したり、保障したりするのかはちょっと分かり

ませんけれども、移住を決めての利用するとかということしかできないのかなというふうに、それ

を見ると思ったんですが、そうではないということでよろしいでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────柴田産業振興課長。 
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○産業振興課長（柴田 亨）  

 今の御質問でございますが、移住目的で申し込まれた方が移住目的でないというふうに言われた

ということでございますが、ちょっと私も当事者じゃないんで、細かい話は聞こえておりませんけ

れども、私のほうで過去にといいますか、今年聞いた話の中では、その申し込まれた方の中に、実

は何度も高山村に来られている方の中で、ある程度長期的な期間借りたいというお話であったとい

うふうに聞いております。 

 本年度は、さっきも話しましたとおり、「就農おためし住宅」２棟あるうち、例えば就農体験会

などやりますと、男性お１人とか、女性お１人、夫婦とか、いろんな単位の方が来ます。一つ屋根

の下にできるだけ男性、女性が混ざらないように分けて、就農体験会を開催していると。 

 また、３日から１週間程度の体験会もありますので、できるだけ人数といいますか、そういう配

慮をさせていただいたところに、今年は新型コロナウイルス感染症がはやったという中で、部屋は

３部屋あるんですけれども、風呂とかトイレが共用なんですね。ですから、感染防止の観点からい

きますと、今年は何度か見直しをかけたんですけれども、１棟につき１組、もしくは１名で募集し

ようかという話をさせていただきました。それは、本当に感染防止対策ということでやっておりま

して、先ほど言いましたとおり、過去に４年間やっておりますが、今年はゼロでございますけれど

も、大体233名ほど利用していただいて、そのうち５名ほどが就農研修、それから就農に結びつい

ております。 

 ですから、そういった中で、大変効果も上げているというふうに考えておりますけれども、今年

に関しましては、空いている時間であればよかったんですけれども、ある程度長期になりますと、

そういう方々とバッティングしてしまうという中で、ただでさえ募集もできない中でやっておりま

したので、そういった意味で長期の場合はお断りしたというような話は聞いておりますが、細かい

話につきましては、また当事者と話をさせていただきますが、その辺でよろしくお願いしたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員）  

 ありがとうございます。 

 長期ですとということもありますし、いろいろ工夫をしていただいて、コロナ対策もいろいろし

ていただいて、やっていただいているということで、私も移住者ですので、移住を決める側の気持

ちとして、移住をすると決めるために、数日でもちょっとそういうところを、朝晩含めどんな場所

なのか、自分に合っているかなどを見て、決めたいということも、気持ちも分かります。 

 例えばですけれども、就農にかかわらず見学プログラムみたいなものを組み込んで、感想を提出
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してもらうなどの条件をつけるなど工夫をしていただいた上で、本当のおためしができるような検

討もしていただけたら、ありがたいなと思います。 

 また、空き家の件ですけれども、御丁寧に意向調査もしていただいているということで、皆さん、

空き家もどうにかしたいという気持ちもありますし、持っている方もきっと困っていらっしゃると

思います。 

 飯綱町の空き地バンクというページをちょっと見させていただいたんですけれども、「空き家の

所有者の方へ」というところに、「皆様が所有している空き家等を賃貸や売却といった形で御活用

いただくことで、未来を一緒につくっていただきたいと考えています」という一文がありました。

たかが一文ですけれども、なりたい未来を示し、御協力をお願いしていく姿勢というのは、持ち主

の方もそうですけれども、先ほど酒井議員からもありましたように、手伝いをするという、片付け

の手伝いをしたいという方とかも心を動かしていくんではないかなと思いますので、村民に向けた

そういう発信もしていっていただけたらなと思います。 

 ２問目についていきます。 

 広聴活動に伺います。 

 村民の御意見を広く聞く活動として、「出前いろり端会議」「気軽に村長室」「きらめきポスト」

など様々な施策を行っていただいておりますが、それらの機会に出していただいた御意見について

はどのように集約され、その後、どのように対応、検討されているのか。また、今は村民全体に向

けては、こんな意見があったとか、その返答について周知はされていないと思うのですが、周知を

することで同じ意見を持っている方への返答にもなりますし、村としての姿勢を見せられるのでは

ないかと思うのですが、周知等は考えてはいらっしゃらないのでしょうか。お願いします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────内山村長。 

○村 長（内山信行）  

 広聴活動についてお答えいたします。 

 活力ある村づくりを推進するためには、私は村民の皆様との情報共有が大変重要であると、この

ように考えております。 

 このため、村では、「広報たかやま」や防災行政無線、ホームページやＳＮＳ、株式会社Ｇｏｏ

ｌｉｇｈｔの村民チャンネルなどを活用した広報活動により、情報公開とともに、開かれた行政運

営に努めているところであります。 

 しかしながら、これらの広報活動の多くは行政から村民の皆様に伝達するのみで、御意見をお聞

きすることはできません。本村のような小さな自治体では限られた財源の中で、資源を有効活用し、

地域の活性化ときめ細かな住民ニーズに対応してくためには、行政と村民の皆様とが地域の課題や

目指す姿を共有しながら、村づくりに取り組んでいくことが極めて重要であり、一人でも多くの村
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民の皆様の声をお聞きできる場は何よりも大切な機会であると捉えております。 

 そこで、広聴活動といたしましては、議員お話しの通り、直接村民の皆様と対話ができる「ブロ

ック行政懇談会」や「出前いろり端会議」「気軽に村長室」や「きらめきポスト」などにより、幅

広く村民の皆様から御意見や御要望等をお聞きしているところであります。 

 また、私自らが自分の足と目で村の現状などを確かめ、いろいろな御意見をお伺いすることはも

ちろんですが、担当する職員１人１人が村民の皆様の声に耳を傾ける、そういった意味で広聴活動

は真に現場主義であると考えております。 

 そこで、広聴活動による意見への対応についてのお尋ねでありますが、懇談会や「気軽に村長室」

等でいただきました御意見や御提言などにつきましては、担当する所管課で検討させていただくと

ともに、直ちに対応ができるものにつきましては、速やかに対策を講じているところであります。 

 また、内容によっては、地域の合意形成が必要な場面や、財源なども含めて検討しなければなら

ない事案もあることなどから、このような場合は、今後十分検討すべき課題として受け止めさせて

いただいております。 

 一方、対話によらない「きらめきポスト」は住所や氏名を明記していただいた方には、できる限

り分かりやすく文章により回答をさせていただいております。 

 また、いただきました御意見等の周知についてでありますが、「ブロック行政懇談会」での御意

見等は、できる限り簡潔に集約した上で、広報紙によりお伝えしてまいりたいと考えておりますが、

「気軽に村長室」や「きらめきポスト」につきましては、個々のお考えを大切にしていることから、

お互いの信頼関係の上でお話をさせていただいていますので、オープンにすることは控えさせてい

ただいております。 

 そのようなことから、私は雑談の場も大変大切だと考えていますので、気兼ねなく村政について

お話等をさせていただきたいと考えており、議員の御提案につきましては、慎重に対応してまいり

たいと考えております。 

 したがいまして、今後とも私は村政運営の柱として、広報・広聴活動の充実を図るとともに、昨

年は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、「ブロック行政懇談会」を中止させていただ

きましたが、引き続き一人でも多くの村民の皆様の貴重な御意見、御要望をお聞かせいただき、村

政運営に生かしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員）  

 ありがとうございます。 

 村民からの意見を何より大切だと思っていただけて、その点について、すごくうれしく思います。 

 「きらめきポスト」など対話に伴わないものはできる限り分かりやすく文章で返答いただいてい
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るということ、対応について御説明いただきまして分かりました。 

 なんですが、御意見と返答について、先ほど周知ということで言ったんですけれども、返答があ

るとないでは、書こうという気になるかならないかもあると思うんです。返ってくるか来ないかが、

「きらめきポスト」返答を返していますということ今分かってないかと思います。出した方、お名

前があれば返ってきていますが、では、記名がない方はどうされているのか、教えてください。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────内山村長。 

○村 長（内山信行）  

 再質問なんですけれども、今の返答、これについては、先ほども申し上げましたように、いわゆ

る先ほど４つほど申し上げましたけれども、「いろり端会議」あるいは「ブロック行政懇談会」は

お互いに交流しているやり取りですので、そういう点では当然そこでは答弁していますので、それ

はいいと。 

 今、返答といいますのは、「きらめきポスト」のことだと思いますけれども、これに対しまして

は、御要望された皆様の住所、お名前が分かっているものについては、全て対応させていただいて

おります。そして、そういうお名前のない方については、これはやはりお互いにどういうつもりで

やったのかということも十分行政としても周知し、こういうふうなものがありましたよということ

はオープンにはせずに、そういったものに対して、例えばこういう要望があったというものに対し

ては、村政運営に反映するものはさせていただいております。 

 返答が正直できませんので、そういった点では返答ができないということで、お名前が分かる方

には全て出させていただいています。 

 以上でございます。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員）  

 ありがとうございます。 

 お名前を書けば返ってくるということはちょっと、もうちょっと広めてほしいなというふうに思

います。 

 須坂市では、「市長への手紙」ということで、これはインターネット上なんですけれども、御意

見をお寄せくださいということをされていて、返答についても、これは全てなのかどうかはちょっ

と確認ができませんけれども、ホームページ上で回答されています。もちろん無記名、お名前のほ

うが公表されていることではなく、こんな御意見があって、こんなふうに回答しましたということ

がホームページ上に載っています。 

 気軽さでどこからでも書けたり、見られたりするというところ、インターネット上ということで
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どういう意見が出て、冷やかしもあったりとかするのかもしれませんけれども、そういう点で、イ

ンターネット上でやってほしいということではないんですけれども、回答が広く周知されるという

ところで、同じ意見を持っている人、だけれども「きらめきポスト」の存在については、広報紙に

入れていただいたので、村民には伝わっているとは思うんですけれども、「きらめきポスト」の近

くに今用紙がなかったり、ちょっとちらっと見たところ、なかったりしたところもあったので、意

見を添えて出せるということ知らない方もまだいらっしゃるかもしれませんので、こういうことを

書いて、こういう答えが返ってきたということが分かるだけでも、質問を出せない方にも回答して

いるようになるのではないかというふうに考えます。 

 今、にぎわいの場構想についても、広報紙のほうで今月いっぱい御提案を募集しているというこ

ともあります。出した提案がどうなるのかということが分からない中で、どうせ言ってもと思う方

もいらっしゃるのではないかというふうに考えています。広く聴く活動とともに、その御意見や御

提案に対する姿勢を示すことは、第六次高山村総合計画にもあります「意見交換の場の充実」にも

つながっていくと思いますので、もちろんプライバシーも大事ですけれども、その辺も考えていた

だけたらと思います。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────内山村長。 

○村 長（内山信行）  

 再々質問にお答えしたいと思います。 

 今、どうせ言っても意見が出てこないと、こういうふうなこともあると思います。そういうこと

のないようにということで、先ほど信頼関係というお話をさせていただきました。 

 ですから、お名前がない方についても、例えばこういうふうな要望があったということについて

は、村としては誠心誠意努めていますので、投稿されたい方は、それに対して村はちゃんときちん

と私の意見を聞いたんだなというのは、投稿者が感じているだろうというふうに思います。ですか

ら、決してお名前がないから、それに対しての対応は無視をするということではなく、村政運営に

十分対応させていただいています。 

 そして、先ほどほかの自治体のお話もお聞きしましたけれども、私は先ほど申し上げましたよう

に、やっぱり何よりも村民の皆様と行政との信頼関係が非常に大事ですということをお話し申し上

げ、また、私は昨年の11月に皆さんから御推挙いただいて、そして、２期目に入ったときに、いわ

ゆる皆さんとの雑談の場を設けたいと、こういうお話をさせていただきました。何でも相談できる、

話せる、そういうことを大事にしたい。村民の皆さんはそういうことで私のところに話したときに、

これがオープンになったら、信頼関係はやっぱり結べないだろうと、こういうことを思いますので、

お互いの間で何でも雑談できるそういうふうな格好を築いていきたい、このように思っていますの
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で、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────２番 髙井央葉議員。 

○２番（髙井央葉議員）  

 ありがとうございます。 

 村民との信頼関係はとても大事だと思います。 

 確かに私が言っているのは、その方とその方の信頼関係ももちろんなんですけれども、もっと広

く意見を募集していることが分かって、意見を言うことで何か返ってくることが分かって、もっと

みんなが積極的に意見を出してもらおうという空気になったらいいなと思っています。 

 もちろん積極的に書いてくださる方はいらっしゃいますし、「気軽に村長室」をやられたりとか、

「いろり端会議」で呼ばれ、呼んでお話ししたいという方も聞きますけれども、どういうふうにや

ったらいいかちょっと分からない方も伺ったりします。 

 あと、また信頼関係の中でどこまでオープンにしていいかということを、対面の場で確認するこ

ともできるかと思いますし、あと、無記名であってもオープンにしていいかどうか聞くというか、

丸をする欄をつくるというような形で、行政の姿勢を示すというところでは、回答を広く周知する

ほうが私はいいのではないかと考えます。今後、検討いただけたらと思います。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員）  

 以上で、髙井央葉議員の質問を終わります。 

─────９番 畔上孝一議員。 

○９番（畔上孝一議員）  

 それでは、通告に従い一般質問を行います。 

 村の公共交通対策について伺います。 

 村では、平成30年10月から新しい公共交通網対策を導入されて、村で購入したワゴン車、それか

ら、長電バスの路線、そしてまた新しくデマンドタクシーも取り入れられて、この３本立てになり

ました。 

 山田温泉線の長電バスは、ＹＯＵ游ランドで村のワゴン車とバスと乗り換えて利用するようにな

っております。その中で、この路線バスの、村の中央の部分ですが……、失礼、その５行目の「役

場前のバス停」の「役場前」を消してください。申し訳ございません。二ツ石、そして、樋沢のバ

ス停は非常に利用しにくい路線バスになってしまいました。この路線バスの始められた当初から、

二ツ石区の区長さんやほかの方から、乗り降りするバスが限られちゃって、本数が少なくなって大

変というような話をお聞きしておりましたが、私も利用してみて、ちょっと利用しにくいなという

部分もございました。 
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 １日を通せばそれほどではないんですが、朝と夕方の住民が利用する人が多い時間帯に急激に本

数が少なくなっております。この路線、高井地区と中山地区は、デマンドタクシーを利用するよう

にということで、バスが走っておりませんが、当初は、少しこのまま様子を見て、途中で見直しを

するというようなお話がありましたが、見直しをされたんでしょうか、お聞きいたします。 

 それから、このデマンドタクシーとバスとを利用するに、高齢者の、私もそうですが、チャオル

でふれあいパスポートを発行されておりますが、本当にふれあいパスポートは安く、３割の値段で

１回400円と520円で利用させてもらえるということで、本当にありがたいんですが、デマンドタク

シー、デマンドですから、というのは予約が原則になっております。法的に縛りがあると思います

が、その予約ですが、一応前日までに予約をしなさいということになっていますが、当日の午前中、

朝、９時とか10時までに予約すれば、その日の午後なり、夕方使えるというようなふうにできない

のかどうか、その点お聞きいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明）  

 村の公共交通対策についてお答えいたします。 

 村では、村民の皆様の重要な交通手段であります路線バスの維持、存続を図るため、平成29年３

月に地域全体の公共交通システムの在り方や、具体的な公共交通サービスの取組を定めた高山村地

域公共交通網形成計画を策定し、翌、平成30年10月から新たな公共交通サービスをスタートいたし

ました。 

 この新たな公共交通では、地域間交通を担う主動線として須坂駅からＹＯＵ游ランド間を運行す

る長電バス山田温泉線と、奥山田地域及び牧地区につきましては10人乗りワゴン車のふれあい号を

長電タクシーに委託し旧バス路線を運行しておりますが、朝、夕の時間帯につきましては小中学校

に通学する児童生徒に配慮し、支線交通として長電バスの大型車両を運行しております。そのほか、

高井・中山地区については、予約型の高井中山乗合タクシーを運行させていただいております。 

 特にこのたびの公共交通の再編では、長電バス山田温泉線を維持存続させるため、従来と比べて

運行本数が減便となりましたほか、奥山田地域と牧地区につきましては、ＹＯＵ游ランドでの乗り

継ぎが必要となるなど、利用される皆様には御不便をおかけしているものと思われますが、その一

方で、新たなサービスとして、運賃体系の見直しを図り、運賃自動精算システムのＩＣカード「Ｋ

ＵＲＵＲＵ」の導入や、70歳以上の方を対象に約３割の運賃で利用できる「ふれあいパスポート」

を導入し、利用者の皆様の利便性の向上に努めているところであります。 

 そこでまず初めに、長電バス山田温泉線の須坂駅からＹＯＵ游ランド間における二ツ石・樋沢停

留所の運行状況についてのお尋ねでありますが、現在、長電バス山田温泉線の午前中における運行

につきましては、須坂駅からＹＯＵ游ランドに向かう下り線は役場前を通過し、二ツ石、樋沢を経
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由してＹＯＵ游ランドに到着し、その後、折り返しして須坂駅へ向かう上り線は一部路線を変更し

て、中山方面から役場前を経由して、須坂駅まで運行しております。 

 一方、午後の便につきましては、須坂駅からＹＯＵ游ランドに向かう下り線は、須坂駅から役場

前、中山方面を経由してＹＯＵ游ランドに到着し、折り返して須坂駅へ向かう上り線は、樋沢、二

ツ石から役場前を経由して、須坂駅まで運行しております。 

 このように、役場前を通過して、午前と午後で周回方向を変更し運行しておりますが、これは、

公共交通網形成計画の策定に当たり実施したバス乗降調査結果に基づき、時間帯による利用状況を

勘案した上で、決定させていただいたものでございます。 

 このため、二ツ石、樋沢のバス停を利用される皆様には、遠回りで御乗車いただくこととなって

しまい、御不便をおかけしておりますが、その分、バス乗車料金が増額とならないよう調整させて

いただいております。 

 次に、計画の見直しについてのお尋ねでありますが、高山村地域公共交通網形成計画を策定する

に当たっては、社会情勢や住民のニーズの変化及び施策の進捗状況等を踏まえ、適宜見直しを図り

ながら進めることとしております。 

 そうした中で、運行ダイヤにつきましては、長電バスが確保できる最大限の運行本数を基本に、

実際の利用状況や、須坂駅から鉄道への乗り継ぎ時間、また小中学生の登下校の時間帯に配慮する

など、１便ごとに細かく検証した上で、約３年の月日をかけて策定したもので、現計画の目標年次

となる令和５年までは、長電バスとの協議により基本的には見直しは困難な状況にありますので、

よろしくお願いいたします。 

 なお、村が主体で運行している牧・奥山田線や、公共交通協議会が運行している高井中山乗合タ

クシーの運行方法等につきましては、利用される皆様の御意見等をお聞きし、平成30年10月の運行

開始当初は、高井中山乗合タクシーの予約時間を前日の午後３時までとさせていただいておりまし

たものが、令和元年10月からは当日の午後１時以降の便を御利用いただく場合は、当日の午前10時

までに予約いただければ、利用できるように変更させていただきましたので、今後も必要に応じて

改善してまいりたいと考えております。 

 また、利用される皆様を含め、より多くの皆様の声をお聞きするため、令和元年度から２年度に

かけまして、高齢者の皆様に対する説明会を11地区で開催させていただいております。 

 新たな公共交通サービスの運行を開始して約２年半が経過し、ようやく利用されている皆様に定

着してきたものと考えておりますが、誰もが安心して出かけることができる交通環境の充実に努め

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

 畔上議員に申し上げます。 

 ２問目のデマンドタクシーの前日予約の質問については、通告の際に議員から削除を申し込まれ
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ておられますので、お伝えしておきます。 

─────９番 畔上議員。 

○９番（畔上孝一議員）  

 課長、デマンドタクシー、私も役場に来るたびに利用させていただいております。本当に大分助

かってはいるんですが、今、課長の説明で納得しましたが、帰りが予約できないんですよね。それ

から、デマンドタクシーを使ってバス停までデマンドタクシーで行って、それから須坂へ行く路線

バスに乗って、須坂市へ行っても、帰ってくるときに予定はして、タクシー、またここで待ってい

てくださいということを頼むんですけれども、例えば、須坂に行って、今、病院でちょっと時間が

かかった、あるいは買物でちょっと時間がかかっちゃったというと、予定したバスに乗れなくて、

次のバスになっちゃうと、二ツ石経由のバスのはずだったのが、中山、原宮経由あるいは駒場経由

の車になっちゃうと、こっちで乗り降りできないしということで、ちょっと不便なところがありま

すんで、またぜひ検討していただきたいと思います。 

 それで、今、課長の説明にありましたように、午前10時までに予約すれば、その日の午後使えま

すか。 

 はい、ありがとうございます。 

 それが分からなかったものですから、役場へ来ても、帰りにタクシー予約できなくて困っていた

んです。また、利用させていただきたいと思いますが、長電バスの場合は、こちらの意向はお願い

しても、時刻表が多分長電バスが独自に作っていられるんではないかと思うんですが、また、時刻

表のほうもまた、村の行事カレンダーを毎年いただきますが、その中に時刻表が入っていますよね。

それを見ながら、私やっているんですが、１点、須坂の駅前のバスの乗り場のところにＹＯＵ游ラ

ンド行きの看板のところに時刻表が出ているんですが、ただ、中山田線、駒場経由、それと二ツ石

経由ということだけで時間が出ているだけですので、なかなか相手に、村の人たちにも須坂へ買物

に行って、帰りにまたバスに乗ってこようと思っても、行事カレンダーに載っているあの時刻表で

も持っていかないと、なかなかどれに乗っていいのか分からないという御指摘もあります。私もち

ょっと一時迷いましたが、ぜひその辺また改善していただきたいと思いますが、よろしくお願いし

ます。 

 以上です。 

 ぜひまた改善していただきますよう、よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員）  

 答弁はよろしいですか。 

○９番（畔上孝一議員）  

 終わります。 

○議 長（松本 茂議員）  
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 以上で、畔上孝一議員の質問を終わります。 

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員）  

 最後となりましたけれども、よろしくお願いいたします。 

 男女共同参画の取組についてお伺いいたします。 

 先日より男女差別の発言など何かと話題になっており、この件について真剣に取り組んでいくべ

きと考えております。 

 男女共同参画社会基本法は、日本における社会政策の一つであり、その狙いは男性、女性も意欲

に置いてあらゆる分野で活躍できる社会を目指すもので、2020年までにあらゆる社会環境において、

政治、経済、雇用、学歴など女性の割合を30％まで拡大するとの目標でありました。しかしながら、

どの分野においてもまだまだ道半ばであります。 

 世界を見ますと、ノルウェー、フランス、スウェーデンでは、国を担う国会議員の女性の割合が

40％を超えております。では、日本での現状を見ますと、国家公務員に占める女性の割合は20％で、

上位役員の女性の割合は1.8％と、諸外国に比べ著しく低い現状であります。 

 また、働く場における日本女性の参画を見てみると、就業者の女性の割合は諸外国とほぼ同じ水

準を占めているが、管理的従事に占める女性の割合を見ると極端に低く、フィリピン、マレーシア、

シンガポールなどのアジア諸国にも大きく引き離されております。 

 このような日本社会の現状は理解不足と努力不足であります。このような現実を見て、高山村と

して、村内の各団体、企業などにおいて目標の30％に取り組んでおられるか、分かる範囲で割合を

示していただき、また、前回の一般質問で申し上げましたが、村として男女共同参画に積極的に取

り組んでおられるかをお伺いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────涌井教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（涌井重幸）  

 男女共同参画の取組についてお答えいたします。 

 男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現する

ことを目的として、国が平成11年に男女共同参画社会基本法を制定しました。この法律は、国・地

方公共団体が男女共同参画社会の形成を計画的に推進することなどを規定しております。その後、

平成28年には、男女共同参画社会基本法の理念にのっとり、女性の職業生活における活躍を推進す

ることを目的に、女性活躍推進法が施行されました。 

 こうしたことから、村におきましては、男女共同参画社会基本法に基づき、男女共同参画の理念

のほか、性別による差別行為の禁止や、審議会の設置及び基本計画の策定などを規定した男女共同

参画社会づくり条例を平成15年３月に制定しております。 
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 また、平成28年４月には、女性活躍推進法に基づき、地方公共団体に策定が義務づけられました

特定事業主行動計画を高山村長、高山村議会議長及び高山村教育委員会の連名により策定をしてお

ります。 

 この計画では、係長相当職以上の女性管理職の登用率の目標値を7.0％に設定し、職場内で女性

職員が活躍できる環境づくりに取り組んでいるところであります。 

 そこで、村内の各団体、企業などが登用目標値となる30％達成に取り組んでおられるかとのお尋

ねでありますが、現在、村内に事業所を有する企業で女性活躍推進法に基づき、特定事業主行動計

画の策定を義務づけられている301人以上の従業員を有する事業所は３社であると承知をしており、

各事業所ともにそれぞれ目標値を設定されておられるとお聞きしております。 

 設定されている目標値につきましては、全従業員に占める女性の割合や、女性の管理職及び女性

技術職の比率などの増加など、目標は様々で事業所ごとに定めた目標値を達成するために日々取組

を進められております。 

 次に、村として男女共同参画に積極的に取り組んでいるかとのお尋ねでありますが、村におきま

しては、先ほど申し上げました男女共同参画社会づくり条例の規定により、平成16年３月に策定い

たしました男女共同参画社会づくり計画に基づき、「男女共同参画いきいきフォーラム」を毎年開

催するなど、固定的役割分担意識の解消のための啓発を図るとともに、総合的な子育て支援として、

子育てしやすい環境づくりなどに努めているところでございます。 

 特に、本年度の「男女共同参画いきいきフォーラム」では、新型コロナウイルス感染防止の観点

から、公民館講堂にお集まりいただくことができなかったため、講演をケーブルテレビの高山村民

チャンネルで収録をし、放映することとし、できる限り多くの村民の皆様に視聴いただけるよう工

夫をしてまいりました。 

 また、年４回にわたって開催しております人権教育講座では、感染防止策を徹底しながらできる

形で開催することとし、人権に関するアンケートで関心の高かった男女共同参画をテーマとして、

学習を深めていただきました。 

 このようなことから、村といたしましては、毎年「いきいきフォーラム」等を実施する中で、村

民の皆様誰もが男女にとらわれることなく活躍できる地域の実現に向け、取り組んでおりますので、

御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員）  

 再質問いたします。 

 今、次長のほうからいろいろとお答えいただきましたけれども、なかなか「いきいきフォーラム」

等でやられておるんですけれども、なかなかこの問題については解決していないのが現実でありま
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す。 

 その中で、例えば日本の上場企業において、例を取りますと、部長以上の女性の役職は６％に過

ぎません。議員に至っては世界では平均が25％であるに対して、日本は9.6％しかありません。順

位に至っては、世界197か国中166位というありさまです。日本企業の経営者の方々のお話で、「優

秀な女性であっても、家事、育児の負担がかなり多く、仕事への時間的束縛に限界があり、役員登

用に難しさがある」と回答しておられます。 

 しかし、最近オリンピック関係で問題発言があり、トップが女性に替わりました。これをきっか

けにこれからも日本は行政やトップ企業を中心に男女共同参画がかなり推進されると思われますが、

当村でも各界で活躍される講演会をやっておりますが、これからの方針についてお伺いします。 

 例えば、やっぱりいろいろな面で年１回のフォーラムじゃなくて、ある程度教育面でも取り上げ

ていただかなきゃいけないと思って、私としての提言なんですけれども、今年から新しいカリキュ

ラムが導入されます。そんな中で、小中学校の頃から男女平等、女性の活躍の場などの教育などに

カリキュラムを取り入れたらどうかと思いますけれども、併せて教育長のお考えも伺いします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────山岸教育長。 

○教育長（山岸深志）  

 ただいまの御質問についてお答えします。 

 今、議員さんが申されましたように、男女共同の参画事業とか、男女平等の社会というのは、非

常に大切なものであり、そして、これは一つの企業ができるとか一つの部署でやる、こういうこと

ではなくて、それぞれの立場で総合的に進めていくことが必要であります。 

 そんな意味で、学校教育の中ではどうなのかということでありますが、これは、例えば、高山小

学校、中学校においては、人権教育の中で、この課題を取り上げて、日頃学習を進めております。

例えば、小学校では、固定された男女の役割というようなことを改めて見返して、これは男性、女

性に決めてやる仕事ではないなというようなことを学習の中で取り上げ、進めております。 

 また、中学校においても人権教育の最初の前文では、男女の差別などいろいろな差別があるけれ

ども、それについて学習していくということをうたって、勉強を進めております。 

 ですので、このようなことが下地になって、また大人になり、社会に出たときに十分男女差別の

ない社会をつくっていこうという下地になっているんではないかというふうに私は考えております

し、これからもまた進めてまいりたいと、こんなふうに考えております。 

 以上であります。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員）  
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 教育長、ありがとうございました。 

 ただ、やっぱり先ほど私言いましたように、別に国を差別するわけじゃないですけれども、フィ

リピンだとかマレーシアとかシンガポールの東南アジアにも劣っているというのは、やっぱり何か

原因あるんですよね。今までの教育の仕方がいけないと、それは、物事には何事も原因があります。

それを含めて、これからのそういう事業に取り組んでいただきたいと思います。 

 それと、最後に、この前も12月の定例会で言いましたけれども、村長は、年齢、性別にとらわれ

ず幅広く、積極的に事業を進めるという答弁いただきました。というのは、女性の役員は、ここで

見られても分かるとおり、誰もおいでになりません。私も20年間議員をやっていますが、その間に

女性の課長というのは誰もおりません。女性云々じゃなくて、そういう現場的なものもありますけ

れども、ぜひとも隗より始めろで、村長として、どういう考えでおられるか、新年度が始まります

もので、そのあたり反映されているかお伺いします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────内山村長。 

○村 長（内山信行）  

 それでは、私として、女性の管理職についてどのように取り組んでいるかと、こういう御質問で

すけれども、まず、村としての取組については、先ほど次長のほうから申し上げましたように、平

成15年に条例をつくって、そして、28年には女性活躍推進法、そして遡りますけれども、平成16年

には、男女共同参画社会づくりがあって、そしてそのほかそれに基づいた人権教育講座ということ

を年４回行っている。 

 こういうことで、村としては、男女共同参画ということについては、真剣に取り組んできたとい

うふうに思っておりますけれども、ただ、今、議員言われるように、その成果がなかなか見えてこ

ないということは事実であると。ですから、なお一層真剣に取り組むということで、私はどちらか

というと、いつも申し上げております「人づくり」もその一つであるというふうに思っております。 

 そのために、活躍していただける女性をやっぱり教育するということも大事なことではないだろ

うかと思っております。 

 そして、今の記憶の中で管理職はないというふうなことでありましたけれども、記録によると、

平成29年には11名の管理職がいまして、そして、そのときには、女性１名管理職おられました。そ

れは29年です。その後、状況の変化で現在はということは、今、令和２年ですので、令和２年を見

ますと、管理職は申し訳ありませんがゼロです。しかし、女性のそのほかの係長とか、そういうふ

うなのについてみますと、課長補佐級で、平成29年が１名だったのが、令和２年度、今年度は２名

に増えている。そして、係長級では１名だったのが、現在３名に増えていると、こういう状況では

あります。 

 これはあくまでも数字の問題なんですが、今、議員御提案されたように、やっぱりそういった意
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味で、男女共同参画社会の取組として、真剣に取り組んでいくということを、これからも村政運営

の大事な基点としてやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員）  

─────10番 水谷 清議員。 

○10番（水谷 清議員）  

 村長、今、答弁ありがとうございます。 

 私の言う管理職というのは、はっきり言いまして課長職のことをいっているんですよね。やっぱ

り役が人をつくると言います。やっぱりやっていただかないとできる、できないは判断できません。

そういう意味では、課長職というのはこの行政の中に女性を登用するということは大事なことだと

思います。それを含めてお願いして、質問を終わります。 

○議 長（松本 茂議員）  

 以上で水谷 清議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後３時37分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和３年３月９日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  宮 川 登志一 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 
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午後１時31分  開 会 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 写真撮影の申出がありますので、傍聴者には、会議規則第102条によって許可しましたので、報

告します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第３号 

～  

日程第12 議案第14号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 議案第３号 特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例の一部を改正する条例

から日程第12 議案第14号 長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部

を変更する連携協約の締結についてまでの12件を一括議題とします。 

 議案第３号及び議案第14号の２件について、委員長の報告を求めます。 

─────酒井総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（酒井康臣議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第３号及び議

案第14号の２件であります。 

 審査の経過及び結果について報告いたします。 

 委員会は、去る３月15日午前11時より、委員全員が出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外

議員の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 議案第３号 特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例の一部を改正する条例と議案第14

号 長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部を変更する連携協約の締
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結については、特段質疑はなく、討論を省略し、採決の結果、いずれも全員賛成で可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案２件についての審査の経過及び結果の報告といたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同を賜りますようお願いをいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 議案第４号から議案第13号までの10件について、委員長の報告を求めます。 

─────西條民生産建常任委員長。 

○民生産建常任委員長（西條正純議員） 

 ただいま議題となっております民生産建常任委員会に付託された案件は、議案第４号から議案第

13号までの全10件です。 

 審査経過及び結果について報告します。 

 委員会は、３月15日午後１時より開催し、委員全員出席の下、所管職員の出席を求め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第４号 高山村営住宅等基金条例、議案第５号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を

改正する条例、議案第６号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例、議案第７号 高山村

介護保険条例の一部を改正する条例、議案第８号 高山村指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例、議案第９号 高山村高齢者交

流センター松の湯荘指定管理者の指定について、議案第10号 高山村高齢者福祉センター指定管理

者の指定について、議案第11号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について、議案第

12号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について、議案第13号 高山村フラワーセンタ

ー指定管理者の指定について、以上の10件について、特段質疑はなく、討論を省略して、採決の結

果、いずれも全員賛成で可決すべきものと決定しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査経過及び結果の報告を終わります。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上、御賛同を賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから議案第３号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３号 特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例の一部を改正する条例を

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第４号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４号 高山村営住宅等基金条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第５号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第６号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第７号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第７号 高山村介護保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第８号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第８号 高山村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

等を定める条例等の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第９号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第９号 高山村高齢者交流センター松の湯荘指定管理者の指定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第10号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第10号 高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第11号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第11号 高山村デイサービスセンター指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第12号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第12号 高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第13号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第13号 高山村フラワーセンター指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第14号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第14号 長野市及び高山村における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部を変

更する連携協約の締結についてを採決します。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 議案第15号 

～  

日程第21 議案第23号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第13 議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算から日程第21 議案第23号 令和３年度

高山村上水道事業会計予算までの９件を一括議題とします。 

 議案第15号から議案第23号までの９件について、委員長の報告を求めます。 

─────柴田令和３年度予算審査特別委員長。 

○令和３年度予算審査特別委員長（柴田弘男議員） 

 ただいま議題となっております令和３年度予算審査特別委員会に付託された所管事項について、

審査の経過並びに結果を報告します。 

 付託されました案件は、議案第15号 令和３年度一般会計予算から議案第23号 令和３年度上水
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道事業会計予算までの９件です。 

 去る３月４日、10名の委員による令和３年度予算審査特別委員会を設置し、委員長に私柴田弘男、

副委員長に黒岩清道議員を選出し、３月10日から12日、15日の４日間にわたり、所管ごとに慎重に

審査を行いました。 

 所管職員による説明に対して、各委員から質疑、意見、要望があり、その主なものを所管別に申

し上げます。 

 初めに、総務課から申し上げます。 

 個人住民税が3.1％の減となっているが、その内訳はとの質疑があり、所管の担当者からは、給

与所得者10％の減、農業者５％の増で積算したとの答弁がありました。 

 電気自動車について、災害時の非常用電源として活用できるとのことだが、一般家庭の何日分の

電源確保を想定しているのかとの質疑には、24時間程度を想定しており、避難所での電源供給のほ

か、いろいろな利用方法を検討していきたいとの答弁がありました。 

 そのほかに、村広報紙について、今年の500号から全面カラー化するとの説明があったが、合刷

している公民館報等も同様か、ふるさと納税の手数料の内訳について、村議選の選挙経費の一部が

公費負担となったが、前回と比べどの程度増額となっているのか、消防詰所の整備補助金の補助率

等についてなどの質疑がありました。 

 次に、会計室について申し上げます。 

 会計管理者の挨拶の後、担当者から説明がありましたが、特には質疑はありませんでした。 

 続いて、村民生活課について申し上げます。 

 家庭育児給付金は何を目的にしているのか、もっと家庭で見てほしいということかとの質疑があ

り、保育園へ通っている家庭には村からの支援があるが、家庭育児の方には何の支援もないためと

の答弁がありました。 

 今年度は国保税率を引き上げない方向であると説明があったが、いつまで見直しせずにいけるの

かとの質疑があり、令和３年度については、現税率を据置きとさせていただくが、令和４年度以降

については、令和９年度の県の保険料統一に向けて段階的に見直しを図っていくとの答弁がありま

した。 

 診療所は国のコロナの支援金の対象にはならないのかとの質疑があり、発熱外来専用の時間帯を

設け、通常の患者を診察できない分は補助金の対象となるとの答弁がありました。 

 次に、産業振興課について申し上げます。 

 電柵の維持管理について、高齢化のため地元での管理が困難であるので、村で管理できないかと

の質疑があり、電柵維持管理交付金は、維持管理団体との協議により創設したもので、３年目とな

る。今後、関係団体と維持経費や交付金額などを検証した上で検討していきたいとの答弁がありま

した。 
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 収入保険加入負担金について、これは認定農業者に限った支援策なのかとの質疑があり、果樹共

済と同様にしたい、一般は新規加入者５割補助にし、認定農業者はさらに上乗せ支援をしたいとの

答弁がありました。 

 商品券発行事業について、旅館等宿泊業者への利用が少ないが、直接支援してはとの質疑があり、

旅館業への支援は温泉使用料の減免で対応する、その他の支援は国の３次補正予算で検討していき

たいとの答弁がありました。 

 バス運行補助金について、どのような運行方法等で実施するのかとの質疑があり、観光協会員で

あるバス事業者等による予約制のツアー方式で運行を予定しているとの答弁がありました。 

 次に、教育委員会ですが、ＩＣＴ支援員の業務委託の具体的な内容はとの質疑があり、支援員は

常駐はせず、週２回、半日ずつ小中学校を訪れ、先生からの相談に従事する予定との答弁がありま

した。 

 タブレットは全児童生徒に行き渡ったわけで、今後オンライン授業にも活用されるのかとの質疑

があり、タブレットは行き渡ったが、配布して終わりではなく、どのように活用していくのかが課

題である。また、インターネット環境のない家庭の環境整備は実施済みであるが、現時点ではオン

ライン授業の予定はないとの答弁がありました。 

 学校給食費の公費負担額は昨年度同額とのことであるが、増額の予定はないのかとの質疑があり、

基本的に応分の負担はしていただきたいと考えている、現時点では、おおむね半額を均等に公費負

担とし、真に支援が必要な住民税非課税世帯は全額減免することとしている。さらなる公費負担に

ついては、今後検討していくとの答弁がありました。 

 次に、議会事務局及び監査委員事務局について申し上げます。 

 議会事務局長より挨拶の後、説明がありましたが、特に質疑はありませんでした。 

 次に、建設水道課について申し上げます。 

 橋の修繕は危険度により順次行うとのことだが、全体を終えるのにどのくらいの期間がかかるの

かとの質疑があり、駒場橋、ゆうゆう橋は工事が終了し、藤沢橋は工事中で、平成29年度に策定し

た長寿命化修繕計画のとおり進んでいるとの答弁がありました。 

 空き家対策については、持ち主を説得する人材が必要となるが、村職員だけでなく、自治区に動

いてもらってはどうか。区でも、空き家となるよりも人に入ってきてもらったほうがよいのではと

の意見があり、大変ありがたい意見であり参考にさせていただき、区長さん等に相談して、取り組

んでいきたいとの答弁がありました。 

 今年の冬期間、水道の水不足との話があったが、解消されたのかとの質疑があり、雪解けが進ん

だので、現状では解消されたが、今後も心配であるとの答弁がありました。 

 続いて、総括質疑ですが、令和３年度一般会計予算について、湯本辰雄議員から、山田牧場にぎ

わいの場の創出事業について、４点の質疑がありました。 
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 １点目は、今後の新施設建設について、おおよそのスケジュールも含めて説明いただきたいとの

質疑があり、令和３年度当初予算では、整備に関する事業費は盛り込んでおらず、地元の皆さんの

ほか山田牧場組合、奥山田植物研究会等の関係者と話合いを重ね、本年度計上している設計委託料

を令和３年度に繰り越し、再度検討を行った上で、整備に関する事業費を令和４年度予算に計上し

たいとの答弁がありました。 

 ２点目は、今年のブロック懇談会において、新施設建設についての説明はされるのかとの質疑が

あり、今後の新型コロナウイルス感染症の状況によるが令和３年度はブロック行政懇談会を開催す

る方向で検討しており、本件については、その場で説明したいとの答弁がありました。 

 ３点目は、足湯、売店等を含めた施設計画をされるのかとの質疑があり、本年度にぎわいの場整

備予定地に隣接する施設を村内の民間事業者が取得されるなど、予定地を取り巻く環境が変わって

きているので、どんな施設が必要なのかなどについて、地元の皆さんや関係者の皆さんと十分協議

を重ねてまいりたいとの答弁がありました。 

 ４点目は、にぎわいの場創出トライアル事業補助金について、どのような場合に補助金対象とす

るのかとの質疑があり、にぎわいの場拠点付近で試行的に実施するにぎわいの場創出に資するイベ

ント等の効果検証を行っていただくもので、にぎわいの場構想検討委員会で支援すべきと認められ

た場合に、１件30万円を上限とした補助金を交付したいとの答弁がありました。 

 以上で、質疑を終結し、討論を省略し、挙手による採決を行いました。 

 その結果、議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算については賛成多数、議案第16号 令和

３年度高山村国民健康保険特別会計予算については賛成多数、議案第17号 令和３年度高山村診療

所特別会計予算については全員賛成、議案第18号 令和３年度高山村介護保険特別会計予算につい

ては全員賛成、議案第19号 令和３年度高山村後期高齢者医療特別会計予算については全員賛成、

議案第20号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計予算については全員賛成、議案第21号 令和

３年度高山村農業集落排水事業特別会計予算については全員賛成、議案第22号 令和３年度高山村

下水道事業特別会計予算については全員賛成、議案第23号 令和３年度高山村上水道事業会計予算

については全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 これで本委員会に付託されました９件の審査報告を終わります。 

 委員会の審査の中で委員より出されました意見や要望などは十分尊重され、村民の安全・安心な

暮らしや村政発展のために反映されますことを特に要望するものであります。 

 最後に、委員会の審査に際し、説明と答弁に当たられた職員の皆様に感謝をし、また、長時間の

審査の中で活発な質疑、意見、要望等をいただきました委員の皆様に御礼を申し上げます。 

 令和３年度高山村予算審査特別委員会の報告とします。大変ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから議案第15号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ただいま議題となっています議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算について、反対の立場

から討論いたします。 

 昨年１月に新型コロナウイルス感染症が発症し、瞬く間に全国に広がり、昨年３月には、全国一

律の休校宣言が出されました。４月には第１次緊急事態宣言が発出され、日本中で自粛を迫られ、

子どもたちは自宅での自習やリモート学習を強いられました。風邪などにより発熱がある方は、通

常の対応による治療が受けにくくなりました。本村では、３月から５月まで公共施設は実質利用不

能となりました。昨年１年間は、コロナに始まりコロナに暮れた１年と言っていいと思います。 

 さて、令和３年度の当初予算総額は42億1,300万円、まず、歳入です。村税は、前年比約５％減

の６億6,300万円、地方消費税交付金もおよそ３％減額されています。コロナ禍の中で、大変厳し

い地域経済の証明と思います。一昨年10月から消費税が８％から10％に増税されました。その10月

から12月期のＧＤＰは、マイナス7.1％となり、昨年１年の景気動向指数などは、軒並み悪化して

深刻な状態を示していたところ、コロナ禍でございます。世界経済も落ち込む中、日本も大きく落

ち込みました。そのため政府は、昨年の夏から大手のホテルや観光業者応援ということで、ＧｏＴ

ｏキャンペーンが取り組まれました。しかし、結果的には、コロナが終息後にＧｏＴｏキャンペー

ンということの、実質そのほうがよかったかというふうに思いますが、結果的には、コロナの拡大

に寄与したこととなってしまいました。今年になりまして、東京始め大都市圏内には第２次の緊急

事態宣言が発出されたのは、皆さん御存じのとおりでございます。私は日本経済回復のためには、

まず消費税を５％に戻し、国民の消費力を回復をさせることが待ったなしではないかというふうに

考えます。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 令和２年度採択されました山田牧場のにぎわいの場創出事業は、山田牧場地域の皆さんの合意が

得られず、年度内の着工ができませんでした。そのために、予算は修正され、辺地債が返上され、

土地代1,400万円を一般財源で賄わなければなりませんでした。これは、今後、村民に丁寧に説明

しなければならないものと思います。村長は、今年度も引き続き、新施設建設を進めると言われて
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おりますが、隣の旧仙人小屋が山田牧場会社所有ということになったことにより、検討に値する旨

の答弁をされております。私は今後の新施設建設には、従来の計画は白紙に戻して、再検討される

ことを求めたいと思います。また、貴重植物やまた昆虫の保存ということについても、専門家の皆

さんの御意見やまた住民の皆さんの合意を得るために丁寧に進められることを求めたいと思います。 

 次に、村内他の５か所のにぎわいの場創出事業補助金、トライアル補助金が予算化されました。

私には、余り具体的に適応されるべき事業というもののイメージがなかなかできませんが、本当に

利用できるものになるでしょうか。私は少し疑問を持っております。 

 次に、自民党政府は貧困な教育予算の中、小学校の35人学級を令和３年から５年かけて行うとし

ました。久しぶりによい知らせだというふうに思っておりますが、高山村では、既に自主的に実施

されていると考えています。さて、本村の学校給食費の公費負担は毎年増額してきました。しかし、

令和３年度は増額されていません。学校給食は児童生徒たちの楽しみと、保護者が忙しい中で見落

とされがちな栄養素を補ってくれる大切なものであります。今後、大きく世界に羽ばたいてくれる

子どもたちを応援するために、私は以前の村長の公約にあった学校給食費の無料化に一歩でも前進

されるよう取り組んでいただきたいと思います。 

 次に、本村の基金はおよそ33億円になります。今後、令和２年度の決算から令和３年度へ積立て

ということも発生することもあります。私はこの基金を子どもの学校給食の無料化や子ども医療費

の完全無料化などに利用されることをぜひ求めたいと思います。 

 最後に、今年もコロナ禍が続きます。村民の仕事や生活に様々な影響が出ることが予想されます。

仕事の減少により生活が困難になって、また、その子どもたちの生活には影響が出ないような、ぜ

ひきめ細かな目配りをしていただくよう、そういうことを要望したいと思います。 

 以上で、議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算の反対討論といたします。 

 議員各位の御賛同をお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────１番 黒岩清道議員。 

○１番（黒岩清道議員） 

 ただいま議題になっております議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算について、賛成の立

場で討論いたします。 

 昨年から新型コロナウイルスの拡大により、旅館など観光業を始め飲食業、村内の経済にも大き

な影響が及んでおります。今なお１都３県では、緊急事態宣言が発令されていますが、今週末とい

う形で報道もされました。ただ、長野県でも陽性者が徐々に増え、本村を含む長野県域が感染警戒

レベル４という形になっております。その中でも、村では基本的な感染症対策を呼びかけ、影響を

受けた商工業、観光業者への給付や子育て世代への給付、切れ目のない経済対策など、様々な事業
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を実施してきました。このような中で、私は、新年度予算は全ての村民が暮らしやすい生活が守ら

れ、安全・安心な生活が送れる予算であることを強く望むものであります。 

 そこで、令和３年度の一般会計予算案を見ますと、最優先に取り組むとした新型コロナウイルス

対策を始め、コロナ禍に苦しむ事業に支援する経済対策、台風19号の検証に基づく河川や水路改修

の工事など、災害に強い村づくりを進めるほか、少子高齢化、人口減少に立ち向かっていくため、

引き続いて学校給食費の公費負担や教育のＩＣＴ化に向けた教育環境の充実、グリーン社会実現へ

向けた事業を盛り込まれています。そのように福祉と魅力のある産業振興と、安全で安心な村づく

りの予算となっております。 

 その中にあって、住民サービス関連の事業が大半を占める民生費では、前年度比4.4％増の10億

1,117万円余りで構成比でも24％、全体の４分の１を占めています。これは高齢者及び障がい者が

地域で安心して暮らせる福祉の充実のため、家庭介護手当を拡大したほか、子育てしやすい環境づ

くりとして、乳幼児等医療費特別給付事業や保育所の副食費の無償化、保育園への栄養士配置など、

子育ての支援の充実、さらに、公共交通事業など住民福祉の向上に重点を置いた予算であります。 

 また、衛生費では、新型コロナウイルスのワクチン接種に向けた安全な接種体制の確保のほか、

内視鏡検査や予防接種など、感染症対策や健康診査事業の強化、後期高齢者の保健指導の強化を図

り、健康寿命の延伸と医療費の抑制につなげていくため、村民の命を守ることや健康増進に重点を

置いたものであります。 

 農林水産業費では、村の基幹産業である農業を中心に、農業６次化や将来を見据えた基盤づくり、

就農おためし住宅を活用した体験事業、水路の氾濫による水害から住民を守る水路改修などのほか、

農家の様々なリスクから経営を守る収入保険加入促進事業を新たに導入するなど、前年度と比較し

て30.9％、約１億2,600万円増の５億3,340万円余りになっています。 

 商工費では、商工会の拡大したプレミアム商品券発行事業への支援と宿泊事業者への温泉使用料

減免措置、また、２次交通対策への支援など、新型コロナウイルスに影響を受けた村内事業者への

支援や産業振興と活性化を図るというコロナ禍を乗り切るための予算であります。 

 土木費では、前年度と比較して約6,820万円増の４億7,078万円余りで、安全な歩道整備のため、

重要な通学路である荒井原紫２号線の改修事業に新たに着手するほか、橋梁の長寿命化修繕工事、

定住・移住対策として、空き家の助成制度を拡充するなど、大いに期待したいと思っております。 

 教育費においては、前年度と比べて約4,348万円増の４億324万円余りの予算となっており、小中

学校のＩＣＴ教育の環境整備を始め、引き続いて給食費の公費負担や高校生の通学補助など、保護

者負担の軽減に取り組むためにも、児童生徒が安心して学業に取り組める教育環境の整備に力を注

いだ予算であります。 

 以上のことから、私はぜひこの予算がその効力を最大限に発揮することを期待し、令和３年度高

山村一般会計予算について、予算審査特別委員会委員長の報告のとおり可決することに賛成するも
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のであります。 

 議員各位の賛同を賜りますようお願い申し上げ、賛成討論とさせていただきます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第15号 令和３年度高山村一般会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第16号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第16号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第17号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第17号 令和３年度高山村診療所特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第18号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第18号 令和３年度高山村介護保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第19号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第19号 令和３年度高山村後期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第20号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第20号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第21号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第21号 令和３年度高山村農業集落排水事業特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第22号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第22号 令和３年度高山村下水道事業特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第23号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第23号 令和３年度高山村上水道事業会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第22 同意第２号 

～  

日程第32 議案第32号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第22 同意第２号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについてから議案第32号 

令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）までの11件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 追加で提案をいたしました同意第２号から議案第32号までの11件につきまして、一括して御説明

を申し上げます。 

 同意第２号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、高山村副村長であります藤沢敏和さんの任期が来たる３月31日に満了となりますが、引

き続き、高山村副村長に選任したいので、地方自治法の規定に基づいて議会の同意をお願いするも

のであります。 

 同意第３号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、固定資産評価員であります藤沢敏和さんの任期が来たる３月31日に満了となりますが、

引き続き、固定資産評価員に選任したいので、地方税法の規定に基づいて議会の同意をお願いする

ものであります。 

 議案第24号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第８号）について申し上げます。 

 この補正予算は、国の令和２年度第３次補正予算の成立に伴い、高山小学校の防火設備の環境改
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善に関する予算などを計上するとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金など

各種事業の終了に伴う精査等により、歳入歳出それぞれ8,844万6,000円を減額し、当初予算からの

累計額を50億9,512万1,000円としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、総務費の総務管理費で、事業の精査等に伴い、地球にやさしい住

宅用エネルギー設備等設置費補助金や戸別受信装置設置委託料などを減額する一方、減債基金積立

金を追加するなど2,921万4,000円追加、民生費では、社会福祉費で、障害者自立支援給付金や地域

間幹線系統路線運行補助金などを追加する一方、乳幼児等医療費特別給付金や児童手当を減額する

など2,372万5,000円減額、児童福祉費で会計年度任用職員の人件費の精査や児童クラブの給食材料

費を減額するなど335万1,000円減額、衛生費では、清掃費で、クリーンセンターのストックヤード

を整備する施設整備工事請負費を減額するなど1,993万4,000円減額、農林水産業費では、農業費で、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、試食交流イベントなどの開催を自粛したことによる調

査委託料のほか、事業費の確定に伴う新規就農者支援補助金や農作業受託団体支援事業補助金、用

水路等維持工事請負費を減額するなど5,186万1,000円減額、林業費で、森林造成事業委託料や林道

橋梁点検業務委託料など578万円減額、商工費では、新型コロナウイルス感染症地域経済対策事業

や地域観光応援事業などの事業費の確定に伴い、事業継続給付金や新型コロナウイルス感染症克服

事業補助金、高山村湯ったりバス旅応援事業補助金など4,937万1,000円減額、土木費では、道路橋

梁費で、除雪委託料を追加する一方、事業費の確定に伴い、村道改良工事請負費を減額するなど

1,267万6,000円減額、河川費で、不動川の護岸工事改修工事請負費など3,556万5,000円減額、住宅

費で、住宅耐震化事業や空き家対策事業など328万4,000円減額、消防費では、広域消防事業委託料

の確定や非常電源用燃料タンクなどの施設整備工事の入札差金など809万4,000円減額、教育費では、

教育総務費で、ＩＣＴ支援員の人件費など555万5,000円減額、小学校費で防火設備を改修するため

の校舎等補修工事請負費や建設設計委託料など1,012万4,000円追加、中学校費では、ＩＣＴ教育の

ための機械借上料など912万8,000円減額、社会教育費で、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図

るため、行事の規模縮小などに伴い、講師謝金等396万8,000円減額、給食施設費で、新型コロナウ

イルス感染症対策による休校に伴い、給食材料費など367万円を減額し、歳入では、村税で、主に

給与所得の伸びによる市町村民税の個人所得割の増額や固定資産税滞納繰越分の徴収促進などによ

る7,696万6,000円追加、地方交付税の普通交付税で１億6,898万6,000円追加、使用料及び手数料で、

温水プール利用者などの減少に伴い、公園施設使用料など1,690万8,000円減額、国庫支出金で、学

校施設環境改善交付金を追加する一方、事業費の確定に伴い、地方創生推進交付金や社会資本整備

総合交付金を減額するなど552万1,000円減額、県支出金で、令和元年東日本台風災害救助費の確定

に伴い、災害救助費負担金を追加する一方、事業費の確定に伴い、農業次世代人材投資資金や地域

支え合いプラスワン消費促進事業補助金を減額するなど1,617万2,000円減額、繰入金で、各事業に

必要な特定財源の確保ができたことに伴い、ふるさと創生基金繰入金や道路橋梁施設整備基金繰入
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金など１億3,160万8,000円減額、諸収入で、ごみ処理手数料分配金を追加する一方、学校給食費や

一茶ゆかりの里資料等売上金を減額するなど426万6,000円減額、村債で、地方の財源不足を補うた

めの減収補填債や防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債を追加する一方、事業費の確定に伴い、

緊急自然災害防止対策事業債や一般廃棄物処理事業債を減額するなど１億5,684万6,000円を減額し、

歳入超過となる１億1,565万7,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。なお、総

務費の戸籍住民基本台帳費のほか８事業については、その事業の一部を翌年度に繰り越して実施す

ることといたしました。 

 議案第25号 令和２年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ1,466万4,000円を減額し、当初予算からの累計額を９億

1,245万4,000円としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、保険給付費の療養諸費で2,000万円減額、保険事業費で373万

5,000円を減額し、歳入では、県支出金の県補助金で、普通交付金など2,065万7,000円減額、諸収

入の雑入で、第三者行為損害賠償診療報酬納付金収入など633万8,000円を追加し、歳入超過となる

1,001万3,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第26号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第６号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ1,500万円を減額し、当初予算からの累計額を9,486万2,000

円としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、医業費で、医薬材料費686万円を減額し、歳入では、診療収入で

1,474万5,000円減額、繰入金で、一般会計繰入金1,993万4,000円追加、村債で、事業に伴う特定財

源の見通しが立ったことに伴い、高山診療所等整備事業債を廃止したことにより、2,100万円を減

額し、歳入不足となる598万8,000円を予備費から減額いたしました。 

 議案第27号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ2,817万7,000円を減額し、当初予算からの累計額を７億

4,444万2,000円としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、保険給付費の介護サービス等諸費で500万円減額、特定入所者サ

ービス等費で310万円減額、地域支援事業費の介護予防・日常生活支援サービス事業費で316万円を

減額し、歳入では、国庫支出金の国庫補助金で1,052万6,000円減額、支払基金交付金で344万3,000

円減額、県支出金の県負担金で645万6,000円を減額し、歳入不足となる1,358万4,000円を予備費か

ら減額いたしました。 

 議案第28号 令和２年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について申し上げま

す。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ1,028万3,000円を減額し、当初予算からの累計額を8,365万

3,000円としたものであります。 
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 補正の主なものは、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金で999万6,000円を減額し、歳入で

は、後期高齢者医療保険料715万8,000円減額、繰入金で、一般会計繰入金343万7,000円を減額し、

歳入超過となる25万5,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第29号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ120万円を減額し、当初予算からの累計額を3,918万6,000円

としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、温泉給湯事業費の給湯事業費で、施設改修工事請負費など120万

円を減額し、歳入では、使用料及び手数料の使用料で103万円を減額したものであります。なお、

温泉給湯事業費の給湯事業費については、その事業の一部を翌年度に繰り越して実施することとい

たしました。 

 議案第30号 令和２年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について申し上げ

ます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ40万5,000円を減額し、当初予算からの累計額を9,089万

4,000円としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、農業集落排水事業費の総務管理費で、汚泥等処分委託料や電気料

など104万3,000円を減額し、歳入では、繰入金の一般会計繰入金で40万8,000円を減額し、歳入超

過となる64万6,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第31号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ746万8,000円を減額し、当初予算からの累計額を２億7,596

万6,000円としたものであります。 

 補正の主なものは、歳出では、下水道費の総務管理費で、山田温泉浄化センターの維持管理委託

料を減額する一方、特定環境保全公共下水道管理運営基金積立金に追加するなど918万1,000円追加、

流域下水道事業費の総務管理費で、千曲川流域下水道事業負担金など1,107万5,000円を減額し、歳

入では、諸収入の雑入で、令和元年度の千曲川流域下水道下流処理区維持管理費負担金が確定した

ことに伴い、還付金が生じたことから、千曲川流域下水道維持管理費負担金820万円追加、村債で、

事業費の確定に伴い、流域下水道事業債など1,300万円を減額し、歳入不足となる108万6,000円を

予備費から減額いたしました。 

 議案第32号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的収入において、水道事業収益で、その他雑収益など39万9,000円を減額

し、累計額を１億2,641万9,000円としたもので、収益的支出では、水道事業費用で、修繕費や動力

費を減額する一方、消費税など19万1,000円を追加し、累計額を１億2,640万6,000円といたしまし

た。 

 資本的収入では、企業債で2,140万円を減額し、累計額を5,044万4,000円としたものであります。 
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 資本的支出では、建設改良費で、ポンプ更新工事等の減額に伴い、1,799万5,000円を減額し、累

計額を7,555万9,000円としたものであります。 

 以上、11件につきまして一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜ります

ようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 ここで、藤沢敏和副村長の退場を求めます。 

（藤沢敏和副村長 退場） 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから同意第２号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第２号については討論を省略し採決することに決定しました。 

 これから同意第２号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案は、同意することに賛成する方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから同意第３号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第３号については討論を省略し採決することに決定しました。 

 これから同意第３号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案は、同意することに賛成する方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 藤沢敏和副村長の入場を許可します。 

（藤沢敏和副村長 入場） 

○議 長（松本 茂議員） 

 しばらく休憩します。 

午後３時03分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後４時30分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから議案第24号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第24号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第８号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、原案のとおり可決しました。 
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 これから議案第25号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第25号 令和２年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第26号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第26号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第６号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第27号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第27号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第28号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第28号 令和２年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を採決しま

す。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第29号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第29号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第30号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第30号 令和２年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）を採決し

ます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第31号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 
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 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第31号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第32号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第32号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第33 陳情第１号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第33 陳情第１号 「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の推進を要請する陳情書を

議題とします。 

 陳情第１号について、委員長の報告を求めます。 

─────酒井総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（酒井康臣議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、陳情第１号の１件
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であります。 

 審査の経過及び結果について報告いたします。 

 委員会は、去る３月15日午前11時より、委員全員が出席の下、参考人として高山村憲法９条の会

代表片山康江さんほか２名の方に御出席いただきまして、意見などをお聞きしたほか、委員外議員

の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 陳情第１号 「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の推進を要請する陳情書については、

特段質疑はなく、討論を省略し、採決の結果、賛成少数で不採択とすることに決定しました。 

 以上で、本委員会に付託されました陳情１件についての審査の経過及び結果の報告といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから陳情第１号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────４番 湯本辰雄議員。 

○４番（湯本辰雄議員） 

 ただいま議題となっています陳情第１号 「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の推進を

要請する陳情書について、採択に賛成の立場から討論します。 

 15日の委員会審査では、陳情者の代表から休憩中に趣旨説明を受けましたが、私はこれに納得し、

同意するものです。 

 安倍前政権は、敵の弾道ミサイルを追撃するミサイル防衛システムの１つイージス・アショアの

配備断念を受け、ミサイル発射基地そのものを直接破壊する敵基地攻撃能力の保有について検討す

ることを明らかにし、退任直前、ミサイル阻止に関する安全保障政策の新たな方針について談話を

発表、今年末までに、あるべき方策を示すと明記し、菅政権に判断を委ねたのであります。 

 菅政権は、閣議決定こそ先送りにしましたが、その方向で進んでいると言えます。敵基地攻撃能

力整備が急浮上してきたのです。もともとこれは、ミサイル防衛はアメリカの核先制攻撃体制と一

体のもので、核ミサイルで敵を攻撃する一方で、敵の弾道ミサイルを打ち落とし、核戦争に勝ち抜

くためのものです。その能力向上のためにイージス・アショア導入が計画されたのであります。こ

れに対して、相手は、弾道ミサイル防衛では攻撃が難しい極超音速巡航ミサイルなどの開発を進め

てきているのであります。極超音速巡行ミサイルなどは、マッハ５を超える速度で飛び、単純な放

物線を描くのではなく、軌道も不規則に変えられる。したがって、センサーで追尾しても未来位置
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を予測することが困難になると言われています。こうしたことから、これでは敵のミサイルを阻止

できないから、やられる前に敵の基地を攻撃してしまえとなってきているのであります。 

 しかし、相手が攻撃する前に他国領域内の基地を攻撃する先制攻撃は、太平洋戦争に道を開いた

真珠湾攻撃と同じで、戦争放棄の憲法９条、自衛以外の武力行使を禁じた国連憲章に反し、これま

での自民党政権を含む歴代政府が防衛政策の基本としてきた専守防衛の原則に反することは明白で

はないでしょうか。 

 敵基地攻撃能力の保有は、相手国が対抗上それを上回る軍拡を進めることにつながり、際限のな

い軍拡競争に陥って、逆に日本を一層危険な方向に向かわせることになりかねません。日本では、

今でも大軍拡が進んでいます。今年の防衛予算は５兆3,000億円を超えています。Ｆ35ステルス戦

闘機105機を2.5兆円で爆買いする。ヘリ搭載護衛艦いずもとかがを改修し、攻撃型空母にする。海

上自衛隊のイージス艦２隻を新たに建造する。イージス艦の建造費は、１隻2,500億円以上、導入

経費に運用、維持費を含めたライフサイクルコストは通常導入経費の２倍とも言われ、１兆円を超

える可能性が指摘されるものであります。ここではまだ試作品でさえできていない、完成のめどは

全く立っていない米国製レーダーＳＰＹ－７の採用が前提ですが、このレーダー搭載に伴って、導

入経費が大幅に膨らみ、能力の面でも疑問視されているのであります。日本が敵基地攻撃能力の保

有に踏み出せば、際限のない軍拡競争を引き起こすものとなりかねません。他国との武力衝突を避

けるためにも、憲法の平和主義の立場から話し合い、平和外交を重視すべきであります。 

 中国の動きについて心配される方も多くいらっしゃいます。陳情者が説明されたように、中国の

海警法は、自分たちが管轄領域と決めたところでは武器の使用までできるとした国際法違反の法律

です。この問題をめぐっては、昨年11月24日に茂木外相と中国王毅外相との会談があり、その際、

王毅外相は日本の領土であることを一切無視した発言をしましたが、これに対して、茂木外相は何

一つ反応しませんでした。正面切って、どこが問題なのか、国際法に照らして何が問題なのかをき

ちんと言わなければいけないときに、何も言わない。これではまずいのではないでしょうか。言う

べきときにきちんと言わないなど外交努力をしないで、軍備増強はあることはあってはなりません。

中国の覇権主義に問題があることをきちんと正面から指摘すべきです。外交努力をやらないで、中

国が軍事で構えてきたから、日本も軍事で備えるということになってしまったら、果てしない軍拡

競争になります。あくまで外交で正論を唱え、粘り強く平和の秩序をつくっていく努力が求められ

るのではないでしょうか。 

 世界に蔓延している新型コロナ感染症対策や地球温暖化による災害等の対策に各国が協力してい

くことが今緊急に求められていることではないでしょうか。繰り返しになりますが、敵基地攻撃は

先制攻撃そのもので、専守防衛を逸脱するものですし、明らかな憲法９条に反するものです。村民

の福祉向上と村政発展のためにも、平和な世界はどうしても必要であり、この立場から、本陳情は

採択すべきものと議場におられる議員各位に訴えさせていただき、賛成討論といたします。 
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○議 長（松本 茂議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第１号 「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の推進を要請する陳情書を採

決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 この陳情に対する委員長の報告は不採択です。 

 したがって、原案について採決します。 

 この陳情を採択することに賛成の方は、起立願います。 

（起立４人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 起立少数です。 

 本陳情は不採択とすることに決定しました。 

 本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめ延長します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第34 閉会中の継続審査の申出について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第34 閉会中の継続審査の申出についてを議題とします。 

 民生産建常任委員長から、目下委員会において審査中の事件について、会議規則第74条の規定に

よって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

 お諮りします。 

 民生産建常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 民生産建常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第35 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第35 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 
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 各委員長から、所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました

申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 令和３年第１回高山村議会３月定例会閉会に当たり、議長として一言御礼申し上げます。 

 ３月９日に行われました一般質問には、９名の議員が登壇され、村政発展のために14項目にわた

り質疑や提言がなされました。村長始め理事者の皆さんには議員の発言を重く受け止めていただき、

村政発展のため御尽力賜りますよう要望いたします。 

 また、在職中の１月５日に亡くなられました涌井仙一郎氏に黙祷を捧げるとともに、高山村の発

展をお誓い申し上げたところです。 

 ３月４日提案の議案審査は、承認第１号から６号及び同意第１号の７件と議案第１号から14号ま

での常任委員会付託案件でしたが、議案第15号から議案第23号までの予算審議につきましては、予

算審査特別委員長に柴田弘男議員、副委員長には黒岩清道議員を選任し、３月10日より12日までの

３日間と15日に審議いただきました。御苦労さまでした。 

 また、10年前、東日本大震災により犠牲となられました皆様に、３月11日午後２時46分、特別委

員会開催中に黙祷を捧げるとともに、被災者の早期復興が達成されることを御期待する限りです。 
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 また、16日に送付されました追加議案、同意２号及び３号、議案第24号 令和２年度一般会計補

正予算（第８号）から議案第32号 令和２年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）までの９

件並びに陳情第１号の審議をいただき、終了することができました。御協力ありがとうございまし

た。 

 県は18日、長野市を中心に新型コロナウイルスの感染者の確認が相次ぐ長野広域圏について、感

染拡大状況を６段階で示す県独自の警戒レベルを３から４に引き上げ、特別警報Ⅰを出しました。

阿部守一知事は、急拡大を防ぐため何とかして抑制していくべき局面だと注意を呼びかけました。

一日も早く新型コロナウイルス感染症が終息できますよう、村民の皆様の御協力をお願いする限り

です。 

 それでは、最後になりましたが、令和３年３月議会の閉会に当たり、議場におられます皆様方を

始め高山村民の御健勝と御繁栄を申し上げますとともに、今定例会は内山村政の２期目最初の予算

編成となります。村民生活の向上や高山村のさらなる発展につながるよう有効な運用を御期待を申

し上げ、閉会の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 この際、副村長の発言を許します。 

─────藤沢副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 ただいま議長さんから発言のお許しをいただきましたので、一言御礼とお願いの御挨拶を申し上

げます。 

 先ほどは、議員の皆様の格別なる御高配を賜り、副村長選任の御同意をいただき、誠にありがと

うございます。 

 平成29年４月の就任以来、４年が経過しようとしておりますが、この間、議員の皆様を始め村民

の皆様には、微力な私に対し多大な御支援、御協力を賜りましたことに心から感謝と御礼を申し上

げます。 

 誠にありがとうございます。 

 現在、我が国は、新型コロナウイルス感染症という未曾有の国難に直面しており、国民生活や経

済活動に甚大な影響を与え、本村におきましても、観光業や商工業などを中心に極めて深刻な状況

にあります。そのようなことから、今後とも村民の皆様とともに心を一つにしてこの国難を乗り越

えるため、一生懸命取り組んでまいりますので、皆様方のなお一層の御支援、御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 また、現在、高山村では、新たな村づくりに向けて第六次総合計画をスタートしておりますが、

この計画の前期５年間は、本村にとりまして極めて重要な時期でもあると思っております。そうし

た中で、内山村長の村政運営の原点は、村長や職員が地域に足を運び、村民の皆様に寄り添い、そ
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して村民の皆様からの要請に応え、きめ細やかな対応をする、いわゆる現場主義に徹するというこ

とであります。このため、村長の政策実現のために、微力ではありますが、その補佐役となって、

全職員が心を一つに各種事業に取り組めるよう、その環境づくりに一層邁進してまいる所存でござ

います。 

 そのためには、今後とも議員の皆様を始め村民の皆様からの温かい御指導、御鞭撻を賜りますよ

う心からお願い申し上げまして、簡単粗辞ではございますが、これまでの御礼と今後のお願いに代

えさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 ３月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、３月４日から本日までの16日間にわたり、追加提案いたしました議案11件を合わせ

41件と、大変多くの議案を御審議いただきました。議員各位には、活発な御議論と慎重審議の上、

全議案について議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 特に、今定例会におきましては、令和３年度予算審査特別委員会を設置し、慎重に予算審査をし

ていただき、貴重な御提言を賜りましたことに厚く御礼申し上げますとともに、御苦労いただきま

した柴田委員長さんには改めて御礼申し上げます。 

 また、先ほど議決を賜りました副村長及び固定資産評価員となります藤沢敏和副村長には、御無

理をお願いしたにもかかわらず、御快諾いただきました。藤沢副村長には、村行政に精通し、豊富

な行政経験を基に村民の皆様の信望も厚く、その優れた手腕を遺憾なく発揮していただきました。

引き続き、村政発展のために御活躍いただけるものと御期待申し上げております。 

 さて、新型コロナウイルス感染症は、いまだ終息の見通せない中、政府は昨日18日、東京都を含

む首都圏の１都３県に発出し継続していた緊急事態宣言を３月21日で解除をすると正式決定されま

した。このような中で、長野県内におきましては、一昨日の17日に長野県域でクラスターによる影

響などから、新たに25名の感染者が確認されております。このため、長野県では、18日に長野県域

を対象に県独自の警戒レベルを４に引き上げ、特別警報を発出しました。また、17日には、お二人

の村民の方の感染が確認されております。 

 このため、村におきましては、急遽法律に基づく本部会議を開催し、村民の皆様に改めて感染症

対策の徹底をお願いするとともに、感染されました方に対しましては、決して誹謗中傷などをする

ことなく、温かく思いやりを持っていただくようお願いしたところであります。したがいまして、

新年度におきましては、村民の皆様の関心の高いワクチン接種に全力を挙げて取り組み、村民の皆



－131－ 

様の命や健康を守るとともに、経済支援策の強化を図ってまいりますので、議員各位の御理解と御

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、今月９日に内閣府が発表した2020年10月から12月期の国内総生産ＧＤＰ改定値は、物価変

動の影響を除いた実質ＧＤＰ季節調整値が７月から９月期に比べて2.8％増となり、このペースが

１年間続くと仮定した連立換算は11.7％増で、速報値の12.7％増から下方修正されました。引き続

くコロナ禍や世界の混沌とした社会情勢と先行き不透明な経済情勢の中で、我が国の経済情勢も引

き続き厳しいものと推測されております。このため、地方にとりましても、引き続き厳しい財政運

営が迫られるものと思っておりますが、先ほど議決を賜りました新年度予算の執行に当たりまして

は、切れ目のない事業の推進に努めてまいりますので、今後とも議員各位並びに村民の皆様の格段

の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、今年の桜の開花予想は平年よりも早いと言われておりますが、まだまだ寒い日や空気の

乾燥する季節でもありますことから、議員各位におかれましては、くれぐれも御自愛され、ますま

すの御活躍を御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 令和３年第１回高山村議会３月定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

午後５時08分  閉 会 
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